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ギャラリー







速はや川かわ陽よう汰た







「……あなたの言う、その条件を飲めば……」

　オレは、目の前にいる男を睨にらみながら言う。

「……弟は、幸せな学生生活を送ることができるんだよな？」

「もちろん。だが、そのかわり……」

　目の前にいる男は、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで真っ直すぐにオレの目を覗のぞき込む。

「君にも、約束は守ってもらう。いいね？」

　その顔は、思わず見とれそうなすごいハンサムで。

　その低い声は、頰ほおが思わず赤くなっちゃいそうな美声で。

　そして、女の人なら残らず腰こし砕くだけになっちゃいそうなほどセクシーで。……だけど。

「……そんな紳しん士し的な顔して、本当は、ヘンタイの、最低野や郎ろうだ……」

　……だって彼は……。

「弟の入学金と授業料の代わりに……兄のオレを……っ！」

　オレの声が、怒いかりと怯おびえに思わず震ふるえる。

「……愛人にしたいだなんて……っ！」

「愛人ではない。私は君を恋こい人びとにしたい。そう言ったはずだ」

「何が恋人だっ！　要するに、契けい約やくでオレを縛しばっていじめたいだけだろう？」

　彼はその切れ長の目で、オレを射すくめるように強く見つめる。

「君は金が必要だ。私は君に金をあげられる。もしも君が私のものになるというのなら」

「……だ、だけど……」

「これは契約だ。答えはイエスかノー、どちらかしかない。……どうする？」

　彼のその視線はまるで獲え物ものに狙ねらいを定める猛もう禽きん類るいのように見えて……オレは不覚にもちょっと怯えてしまう。

　……オレがノーと言えば、きっとこの男は、弟の入学許可を簡単に取り消すだろう。

　……それだけは……。

「……解わかった……」

　オレはペンを取り、ローテーブルの上の書類に、震える字で『速はや川かわ陽よう汰た』と書く。

「……契約成立だ」

　彼が書類を持ち上げ、そしてオレの顔を見つめてふと笑う。

「……弟さんの入学式から卒業式までの三年間、君のすべては私のものだ。よろしく、陽汰」







真しん堂どう秀ひで隆たか







　愛する人の身体からだのすべてを自分のものにする権利を、私は手に入れた。

　しかしその人の心だけは、もう絶対に手に入らない。

　……ああ……どうしてこんなことになってしまったのだろう？

　デスクの前に座った私は、愛いとおしい人の顔を思い浮うかべ、重いため息をつく。

　私の名前は真しん堂どう秀ひで隆たか。二十九歳。

　ある私立の高校で、学園長をしている。

　両親は私が中学生の頃ころに離り婚こんし、私の前から姿を消した。だが彼らは莫ばく大だいな財産を残してくれていたし、それでなくとも大だい富ふ豪ごう・真堂一族の直系の私は、祖父母や親しん戚せきに囲まれ、何不自由なく育った。

　……少なくとも、金銭的には。

　私が今いる、この私立清せい祥しよう学園は、日本でも有数の名門校と言われている学校だ。

　学力レベルも高いが、それに比例するかのように入学金と授業料は莫大な金額になる。

　この学園の運営は、大きな収入源であると同時に、実業家として成り上がった真堂一族の名前に箔はくをつける役割も果たしている。

　日本中の（時には海外からの）実力者の子息が集まっているということは、必然的に、彼らの親への影えい響きよう力も持つことになる。

　可か愛わいい子供、もしくは孫を、人ひと質じちに取られている（もしくは将来そうなる予定の）実力者たちは、真堂一族にだけは本気で刃は向むかうことができない。

　そのためにこの学園の学園長の地位は重要であり、直系の、そして影響力を持つにふさわしく見み栄ばえのする（と言われている）男に受け継つがれることになっている。

　先代の学園長は私の伯お父じだったが、生徒の母親と不ふ倫りん関係にあることが一族の人間に知られてその任を追われた。

　私はまだ学園長になるには若かったが……ほぼ強制的に彼の後任になることが決められた。

『学園の外では何をしてももみ消してやる、ただ金かね蔓づるである自分の学園の生徒と保護者だけには手を出すな』ときつく言い含ふくめられて。

　品行方正な教育者を演じることへの報ほう酬しゆうは莫大で、私の地位をうらやむ人間は多いと思う。

　だが、一族の顔を演じ続けなくてはならない私には、将来の夢も、希望も、何もない。

　もともと感情が枯こ渇かつしている私はそのことに疑問を抱いだいたこともなかった。ビジネスとして学園長の仕事をこなし、生徒に笑いかけるだけの人形のようだった。

　……彼に、出会うまでは。

　彼を初めて見たのは、約半年前。

　少しさびれた商店街にある、どちらかといえば小さく庶しよ民みん的な酒屋で、だった。

　無ぶ粋すいな私の唯ゆい一いつの趣しゆ味みは、ワインの収集。そのために高級なワインを置いている有名なワインセラーになら、よく通っていた。しかし、探しているワインがあるとは思えないような町の酒屋に寄る機会はそれまでほとんどなかった。

　しかし、その夜の私は、一族が集まる堅かた苦くるしい夕食会の後でとても疲つかれていた。

　コレクション用のワインを探したいのではなく、ましてやさっきまで飲まされていたような値段だけ高く質の低いワインをさらに飲みたかったわけではなく……ただ寝ね酒ざけが欲しかった。

　たまたま目に入ったその店の近くで私はリムジンを止めさせ、睡すい眠みんを誘さそってもらうための安いテーブルワインを買うために店に入った。

　ガタガタする引き戸に閉口しながらそれを開き、店に入ったとたん、

「いらっしゃい！」

　澄すんだ声が私の耳に飛び込んできた。

　その声はとても美しく、若者らしい明るさに満ちていて……私は一いつ瞬しゆん陶とう然ぜんとした。

　私は声の主を探して店内を見回し、入り口の右手にあるレジの脇わきの椅い子すに、高校生くらいの少年が座っているのに気がついた。

　薄うすいＴシャツとジーンズに包まれた身体。スポーツが得意そうな美しい体型。

　艶つやのある黒い髪かみは、ついさっきまで風に吹ふかれていたかのように無造作に乱れている。

　まだ少年の無む邪じや気きさを残した、少し気の強そうなその唇くちびる。だが彼がもうすぐ青年の域に達することを証明するかのように、陽ひに灼やけた頰のラインはすっきりと引き締しまっている。

　凜り々りしく黒い眉まゆ。

　品よく通った鼻び梁りよう。

　そして、濃こく長い睫まつ毛げの下の、煌きらめく黒い瞳。

　彼の顔立ちは驚おどろくほど整っていて、しかしその表情は自分の美しさをまったく理解していない証しよう拠こにとても無邪気だった。

　彼はなぜか少し驚いたように私の顔をしばらく見つめた。それから、私の身体の上を滑すべらせるようにして、その視線をゆっくりと私の足あし下もとまで滑り落とした。

　彼の視線が当たった箇か所しよから、ジワリと身体が熱くなっていく気がした。

　……これは……いったい……？

　私の足下を見つめていた彼が、ふいに顔を上げて私の顔を見た。

　その顔にいきなり輝かがやくような笑えみが浮かんだ。

「解った。ワインでしょ？」

「……え？」

「当たり？」

「え？　ああ。そうだが……」

　私はいきなり目的のものを見み抜ぬかれたことに驚き、そして彼の笑みに思わず見とれた。

　彼の視線はじゃれついてくる子犬のように人なつこく、相手を包み込むようにあたたかく、そして蜜みつのような甘い色気を宿していた。

　あなたのことが好きだよ、と語りかけてくるような瞳ひとみに、私の鼓こ動どうがなぜか速くなった。

「父さんは千ち葉ばまで配達に出ちゃってるから遅おそくならないと帰らないんだけど……ワインが好きそうなお客が来たら案内していいって言われてるから」

「案内？」

　彼はうなずいて立ち上がり、ついてこい、というように私を指で招いた。

　安い日本酒やテーブルワイン、缶かん詰づめや日用雑貨が並ぶ棚たなの前を通り抜ぬけ、彼は店の奥に続いているらしいドアを開ける。

「母さーん。ワインセラーに入るから、店番よろしくー！」

　中は住居になっているらしく、彼が叫さけぶと、奥から優やさしげな女性の声が、

「あら、珍めずらしいわね」

　笑いを含んだ口調で答えているのが聞こえる。

「面めん倒どうくさいだろうけど、靴くつ、脱ぬいでくれる？」

　彼は履はいていたバスケットシューズを脱ぎ捨て、廊ろう下かに上がりながら言う。

「改装したらお店から行けるようにできるんだけど、今んとこ、まだ家の中なんだよね」

　私は謎なぞめいた彼の言葉が理解できないまま、革かわ靴ぐつの紐ひもを解く。

「すげーいい靴だよね」

　彼は珍しそうに瞳を煌めかせながら、私の靴を見下ろす。それから私の顔を見上げて、

「父さんに教わった。ワイン通を見抜きたいならまず靴を見ろって。綺き麗れいに手入れした靴を履いている几き帳ちよう面めんな人間こそ、いいワインをきちんと管理できるんだって。……本当かな？」

「ワイン好きの全員が靴を綺麗に保っているかどうかは解わからないが……君のお父さんがワイン好きであることは解るよ」

　廊下に上がりながら私が言うと、彼は誇ほこらしそうな顔でうなずく。

　それから先に立って廊下を歩き、正面にあるドアを慎しん重ちように開いた。

「どうぞ。父さんに殺されるから、落としたりしないように気をつけて」

　私は、中にいったい何があるんだろう、と思いながら部屋に踏ふみ込み、そして驚いた。

　そこは、窓のない、十畳じよう程度の部屋だった。

　湿しつ度どと温度を厳密に管理されているらしいひんやりとしたその部屋の中には、天てん井じようまでの大きな棚があった。

　そこには寝ねかされたワインがびっしりと並んでいた。

　床ゆかに置かれた小さな間接照明だけが部屋を照らし、まるで本当のどこかの地下にあるワインセラーにでも来たかのようだ。

　私は歩きながら次々にワインのラベルを覗のぞき込み……そして目を疑う。

　……これは……。

　私が国内外の名だたるワインセラーを巡めぐり、それでも見つけられなかった素す晴ばらしいワインが、ここには何本も揃そろっていた。

　……こんな場所にあると知ったら、世界中のコレクターが腰こしを抜かしそうだ。

　もしもここに揃っているワインをすべてしかるべきオークションにかけたとしたら何億円にもなるであろう。これは、とんでもないコレクションだった。

　……こんなところに、こんな恐おそろしいほどのコレクションが眠ねむっているなんて。

「気に入ったのあったら言って？　父さんが作った値段表で値段を調べてあげるから」

　彼は、このコレクションがどれほどの価値になるのかを想像したこともないのだろう。無邪気な声で聞いてくる。

「ああ……先に聞いておきたいのだが」

「何？」

「君のお父さんは、これを売るつもりなのか？　見せるためのコレクションではなくて？」

　思わず聞いてしまうと、彼は目を見開き、それから小さくプッと吹き出す。

「うちは酒屋だよ？　お酒を売るのが商売！　見せるだけじゃ商売にならないだろ？」

　……これを、売ってしまうつもりなのか……？

　……いったい、いくらで……？

「それなら……これはいくらになる……？」

　私は手近にあったワインを指さして聞いてみる。

　それは一九七一年もののドメーヌ・ド・ラ・ロマネ・コンティで、この保存状態のよさなら市場では七十万円から八十万円はするであろう品物だ。

「ええと～、八十七番、と」

　彼は棚に付いているナンバーを確かく認にんし、それから手に持っていたクリアファイルをめくる。

「うわ！　めちゃくちゃ高い！　すごい高級ワインだよ、それっ！」

　……やはり、それくらいの値段はついているのか。いや、もっと……？

「十七万円だって！　信じらんないっ！」

「十七万？　本当に？」

　信じられない気持ちで言うと、彼はうなずいてパタンとファイルを閉じる。

「そうだよ！　高すぎるよね！　父さんったら、何考えてるんだろ！」

　彼は腰に手を当てて、怒おこったように叫ぶ。

　……彼は、このコレクションの価値を、本当に知らないらしい。

　知らないふりをしてこの値段で買ってしまえば、私にとってはとんでもなく得な買い物だ。しかしそれをするにはあまりにもこの値段は良心的すぎ、彼は無邪気すぎる。

「君のお父さんがお店にいる時に、改めて買いにくることにしよう」

「そうだよね。いくらあなたがお金持ちだったとしても、こんな高いワインなんて、そうそう買えないよね」

「価格設定はともかく……君のお父さんのコレクションはとても素晴らしい」

「本当？」

　彼は瞳を煌めかせて言い、それから少し照れたように頰ほおを赤らめる。

「父さんのワインをほめてくれる人がいて……嬉うれしいよ」

　ほの暗い間接照明に照らされた彼の顔は、店の蛍けい光こう灯とうの下にいた時よりも……さらに美しく、そしてまるで誘ゆう惑わくしているかのように色っぽく見えた。

　私の鼓動が、ドキリと一つ高鳴った。

「うちって、お祖じ父いちゃんが残してくれたけっこう大きな酒屋だったらしいんだ。でも長男だった父さんが継ついでからは、父さんのワイン好きのせいでだんだん店が小さくなって」

　彼は何かを考えているかのように、遠くを見つめた。

「親しん戚せきとかには超ちよう・顰ひん蹙しゆく買っちゃって、だからどんどん疎そ遠えんになっちゃって……でも、うちの家族は父さんのこと応おう援えんしてるんだ」

　初対面にもかかわらず、とても親しげな口調で私に語りかけてくる無防備な彼に、私は不思議な愛いとおしさを覚えた。

「だって、いいワインをたくさん揃えて、ワイン好きのお客さんに喜んでもらうのは、父さんの夢だったんだ」

　ふいに見上げられて、彼と身体からだが触ふれそうなほど近い位置にいることに改めて気づく。

　彼の髪かみは手入れをされていないせいで寝ね癖ぐせのように跳はねてしまってはいるが、艶つややかで、そしてとても柔やわらかそうだった。

　彼のしなやかな身体からは、蜜を垂らした青いレモンのような、まだ未熟で、爽さわやかで、そして理性がかすんでしまいそうなほどに芳かんばしく甘い香かおりがした。

　……ああ……。

　私の心に、ふいに圧あつ倒とう的てきな欲望が湧わき上がる。

　……今すぐに抱だき締しめて、このまま自分のものにしてしまいたい……。

　その欲望の激しさに、私は自分で驚おどろいてしまう。

　……ああ、いったいどうしたというんだ……？　>>>♥

　私がこんな激しい欲望を心に隠かくしていることなど夢にも思わないであろう彼は、どこか照れているような、そして甘い眼まな差ざしになって私を見上げる。

「あのね。オレがここにお客さんを案内したの、あなたが初めてなんだ」

「え？」

「うちの店って一部のマニアの間で密ひそかに噂うわさになってるみたいで、たまに来るんだよね、自じ称しようワイン通の金持ちそうなオジサン。だけど、なんかうさんくさそうなやつばっかりだし、なぜかホモっぽいやつも多くてベタベタ触さわってきたりするし」

　……美しい彼の中に、色っぽさを見いだしたのは、私だけではないようだ。

　……もしかしたら、あのワインセラーに隠されたワインの質の高さと同時に、店番をする彼の美しさも噂になっているのかもしれない。

　下心のある手つきで彼の身体に馴なれ馴れしく触れている中年男の姿が目に浮うかび、私の心に怒いかりに似た炎ほのおが燃え上がる。

「こんな狭せまい部屋で、そういうオジサンと二人きりになるの、まっぴらだからね。今までは父さんに任せるか、父さんがいない時には店の冷蔵庫にある適当なワインしか見せなかったんだよね」

　小さな期待が、私の胸をよぎる。

「……どうして、私のことだけはここに案内してくれたんだ？」

　彼は少し考え、それから、

「……さあ、どうしてだろう？　靴くつが綺麗だったからかな？」

　なぜか少しだけ落らく胆たんしてしまう私に、彼は楽しそうに言う。

「でも、靴を見なくても、あなたがワイン好きだってすぐ解わかった。だって……なんか、オレがイメージしてた男にぴったりだったんだもん」

「イメージ？」

「父さんのワインを空けるのはこんな男、ってね。綺き麗れいに手入れされた靴を履はいてて、すごく高そうなスーツを着てて、ハンサムで、頭が良さそうで、ちょっと冷たそうで、ね」

　彼は片手を上げ、気取った顔をして指先で眼鏡めがねの縁ふちに触れる仕草をする。

　それは、細いフレームの眼鏡をかけている私の、今まで気がつかなかった癖くせなのだろう。

「父さんがいる時に、また来てくれる？　父さんならワインのことよく知ってるから話が弾はずむと思うよ。ああ……来月からお店の改装工事が始まるから、できればその前に、ね」

　彼は言って、親しげに笑いかけてくる。

　……君のお父さんとするワインの話より……。

　私は彼の笑え顔がおに見とれながら思う。

　……君と、君の話がしたいのだが……。

「君はよく店の手伝いをしている？」

　聞くと、彼は肩かたをすくめる。

「いつもはサッカー部の練習があるからね。たま～に、かな？……どうぞ」

　彼は言って、廊ろう下かへのドアを開く。廊下に出た私の後に続いてきて、慎しん重ちようにドアを閉める。

「名前を聞かせてくれないか？」

　思わず言ってしまった私を見上げ、彼は少し不思議そうな顔をする。それから、

「ヨウタ。ハヤカワ・ヨウタ。こういう漢字」

　私の手を取り、手のひらに指先で、『速川陽汰』という字を書いてくれる。

　彼の指先は滑なめらかで、手のひらはとても柔らかく、触れられる心ここ地ちよさに私は陶とう然ぜんとする。

「……お兄ちゃん？」

　私の背後から、少し不ふ審しんそうな少年の声がする。

「爽そう二じ、お帰り！」

　陽汰はいきなり私の存在など忘れたかのように手を離はなす。

　彼の視線を追って振ふり向くと、ブレザー型の制服を着た華きや奢しやな少年が立っていた。

　彼が着ている制服には見覚えがある。たしか、区立の名門中学校の制服だ。

　白い肌はだと色素の薄うすい髪、私を見上げてくる瞳ひとみはグリーンがかったような薄い褐かつ色しよく。

　黒い髪と陽ひに灼やけた頰をした陽汰とは対照的な、欧おう米べいの血が混ざっているのかと思うような儚はかなげな雰ふん囲い気きの美少年だった。

　陽汰は私の脇わきをすり抜ぬけて彼のそばに近寄り、彼の額に手を当てる。

「熱、大だい丈じよう夫ぶだったか？　今日は無理するなって言ったじゃないか」

「うん、だけど僕いちおう受験生だし」

「だからって……一回くらい塾じゆくを休んだっておまえなら大丈夫だってば」

　まるで恋こい人びと同士のように親密に交かわされる会話に……なぜか私の胸がチクリと痛む。

「ああ……陽汰くん」

　言うと、陽汰はやっと私に気づいたように振り向き、それから少し赤くなる。

「あっ、ごめんなさい。これ、弟の爽二です。爽二、この人、ワイン見に来たお客さん」

　爽二と呼ばれた彼は一いつ瞬しゆんだけ私の顔を見つめ、それから礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。

「いらっしゃいませ。ごゆっくり」

「といっても、もう帰っちゃうとこなんだよね」

　陽汰は少し残念そうに言い、先に立って廊下を歩きだす。店へのドアの手前で立ち止まり、

「また来てください、よかったら。普ふ段だんなら、父さんもいるから」

　彼の声に含ふくまれている、親しげで、どこか甘えるような響ひびきが、また私の心を揺ゆらした。

「また寄らせてもらうよ。ぜひ」

　言うと、陽汰は不思議なほど嬉しそうに笑ってくれた。

　……こんなふうに笑いかけられるのは、どのくらいぶりだろう？

　私はまた彼の笑みに見とれ、後ろ髪がみを引かれる思いで、

「それじゃあ、失礼する。お父さんによろしく」

「ありがとうございました。……あ、あの、あなたの……名前を聞いてもいいですか？」

　少し照れたように言う彼の声が、私の心臓を甘く痛ませた。

「真堂。真堂秀隆だよ」

「……真堂さん、覚えた。なんだか名前まで格好いいね」

　彼の煌きらめくような笑顔を、私はその後もずっと忘れられなかった。

　私はその後、その店に通うようになり、彼の父親とワイン談義ができるようになった。

　部活帰りらしい学生服姿の陽汰は、通りすがりに私に話しかけ、微ほほ笑えんでくれた。

　彼と、そのまま少しずつ親しくなれると思っていた。

　……あの時の私は、あの一家に、そして私と彼に、あんなことが起きるとは、夢にも思わなかったのだ。
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　薄いドアの向こうから、子供たちのはしゃぐ声が聞こえている。

　汚よごれた窓ガラスの向こうには、燃えるような夕焼け。

　狭くてごちゃついた部屋の中を、不思議なくらい綺麗なオレンジ色に染めている。

「そりゃあ、両親が急に事故で亡なくなって、兄弟二人で大変なのは解るよ。おれだって、疎そ遠えんだったとはいえ兄貴が亡くなったんだから悲しいしさ」

　ちゃぶ台の向こうに座った叔お父じさんが、申し訳なさそうに言う。

「だけど、あの店を改装したのは兄さんたちだし、保険が下りなかったからいきなり八百万円出してくれと言われても、絶対に無理だよ。うちだって小さな町工場をやってくのがギリギリで……それに育ち盛りの息むす子こが四人もいるんだよ」

　叔父さんは言って、ドアの方を顎あごで示してみせる。

「改装費の分の借金は、担保になってたお店と家を売ればなんとかなるんじゃないの？」

　叔お母ばさんが言いながら、オレの前にジュースの入ったコップを置いてくれる。

「それ以上、いったい何にお金を使う気なの？　八百万円も」

　叔母さんの声には、どこか責めるような響きがある。

「家と店を売っても改装費の借金は百万ほど残りますが、それはなんとかオレが働いて分ぶん割かつで返すことになってます。……八百万円というのは、弟の高校の入学金と授業料なんです」

　驚おどろいたような顔をする二人の方に、オレは身を乗り出す。

「弟の高校の入学金と授業料が払はらえないんです。このままじゃ父さんと母さんの夢が……！」

「入学金と授業料……？」

　二人は不審そうに顔を見合わせる。

「公立高校なら、どっちもたいした金額じゃないだろう？」

「そうよ。いったいどこの高校に行かせようって言うの？」

　オレは一瞬言葉に詰つまり、それから、

「……清祥高校……です」

「はあっ？　清祥高校って、あの？」

　あきれたような声を出したのは、叔母さんだった。

「あんな名門のお坊ぼつちゃん高校に行かせようって言うの？」

「爽二は本当に頑がん張ばって合格したんです！　父さんと母さんもすごく喜んでて……！」

「言っちゃ悪いけど、それは贅ぜい沢たくってもんだよ」

　叔父さんが憮ぶ然ぜんとした顔で、オレの言葉を遮さえぎる。

「そんな高校に行かなくたって立派に生きてる人はたくさんいるんだ」

「それは解わかってます。でも……」

「きゃ～！」

　オレが言いかけた時、玄げん関かんのドアが開いて、子供たちがなだれ込んできた。

「お兄ちゃん、一いつ緒しよに遊ぶ～？」

　一番下の子が駆かけ寄ってきて、オレの顔を覗のぞき込む。

　親しん戚せきと疎遠だったオレには初対面だけど、弟の爽二とどこか似ている彼の顔を見て、やっぱり従兄弟いとこなんだな、と思う。

　そして、小さくて可か愛わいかった頃ころの爽二を思い出して胸が痛む。

　オレは小さな従兄弟の髪かみを撫なでようとして手を上げ……。

「陽汰くん、悪いけれど、もう帰ってくれないかしら？」

　叔母さんの固い声に思わず動きを止める。

「……あ……」

「どっちにしろ、そんなお金はうちにはないんだよ」

　叔父さんはなんだか気の毒そうな声で言う。

「ええと……長野の大おお伯お父じさんや横よこ浜はまの伯お母ばさんのところには声をかけたのかな？」

「はい。知っている限りの親戚には、全員。どこも……断られました」

　叔母さんが、小さな声で、当たり前じゃないの、と呟つぶやいた声が、オレの心に突つき刺ささる。

「お兄ちゃん、ねえねえ。遊ぶ？」

　小さな従兄弟たちがわらわらとオレを取り囲んで、無む邪じや気きに笑いかけてくる。

「ごめん、またいつかね」

　オレは従兄弟たちに笑いかけてから、

「叔父さん、叔母さん」

　二人に真っ直すぐに向き直って、深く頭を下げる。

「いきなり押しかけて、図ずう々ずうしいお願いをしてすみませんでした」

「陽汰くんは、これからどうするんだい？」

「高校をやめて働きます。家とお店を売ってもまだ借金が残るので……できるだけ時給のいいところを探して」

　言うと、叔父さんの顔が気の毒そうにゆがむ。

「そうか。……困ったことがあったら来なさい。なんでも相談に乗るからね」

　叔父さんは言ってくれるけど、叔母さんに脇わき腹ばらをつつかれて、慌あわてて、

「ああ、いや……お金以外のことなら、だけど」

「どうもありがとうございます。それじゃ、失礼します」

　オレは、もう相談にくることはないだろうな、と思いながら立ち上がった。

　従兄弟たちにお別れを言い、後ろ手にドアを閉めた時、ドアの向こうから叔父さんと叔母さんの言い争う声が聞こえてきた。

「両親を亡くしたばかりの可か哀わい想そうな子に、あんな冷たい態度をとることはないだろう！」

「何言ってるのよ！　あなたはいっつもそうやって人に甘い顔をして！」

　この二人を争わせてしまったのはオレだ、と思ったら胸がズキンと痛んだ。

「だいたい、頭を下げただけで、人からお金を恵めぐんでもらおうなんて考えが甘いのよ！　世間はそんなに甘くないってことを、あの子はちゃんと勉強しなきゃ！」

　少しつらそうな声で言われた叔母さんの言葉に、オレはその場に立ちすくむ。

「お金をもらうには、それなりの代だい償しようを払うのが、世間のスジってもんでしょ？」

　……お金をもらうには……それなりの代償が必要……？

　オレの心に、その言葉がざっくりと突き刺さる。

　……ただ頭を下げて回ってただけのオレは……甘かったんだろうか？

　……こんな甘い考えのオレに、爽二を守るなんて、無理なんだろうか？
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　オレは、『都合により休業します』の札がかかった店の前で、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

　……お店は、こんなに綺き麗れいになったのに。

　木の色を生かしたナチュラルな外装と、夜でもライトアップできるお洒しや落れなショーウインドウが欲しいと言ったのは母さんだった。

　丸太風の看板に、『ＷＩＮＥ ＳＨＯＰ ＨＡＹＡＫＡＷＡ』って文字を、ちょっといびつに彫ほり込んだのは父さんだった。

　お店が完成して、家族四人で小さく祝ったのは、五カ月前だった。

　爽二の清祥高校合格が決まったのが、十日前。

　そしてその五日後の夕方に、優やさしかった父さんと母さんが亡くなったんだ。

　珍めずらしく夫婦揃そろって配達に出て、その帰りの事故だった。

　オレと爽二に遺のこされたのは、古いけど思い出の詰まった家と、小さくて綺麗なお店と、そして……その両方を売ってもまだ百万ほど残ってしまう借金だった。

　弁護士さんや銀行の人たちや不動産屋さんが来て、バタバタと話を進めて……住み慣れた家と、このできたばかりの店は、売られることになった。

　ここにいられるのはあと三日。不動産屋さんが慌てて探してくれた狭せまいアパートに、オレと爽二は引っ越こすことになっている。

　……そして……。

　引っ越しの荷物をまとめながら待っているであろう爽二のことを思い、ため息をつく。

　爽二は当然のように、『清祥高校に行くのはあきらめるね』って笑ったけど……その顔がすごく寂さびしそうだったのをオレは見み逃のがさなかった。

　爽二には、清祥高校から清祥大学の医学部に進み、医者になるっていう夢があった。

　……それに……。

　小さい頃から成績のよかった爽二を、あの清祥高校に行かせるのは、父さんや母さん、そしてオレの夢だった。

　……オレはどうなってもいい。

　……爽二と、そして父さんや母さんの夢だけは叶かなえてあげたい。……だけど。

　オレは絶望的な気分で、暗いままのショーウインドウを見つめる。

　……清祥高校の入学金と三年間の授業料は、合計すると八百万円にもなる。

　……そんなお金、どうやって工面すればいいのか解らないよ。

　お店には常連のお客さんがたくさんいたし、一いつ生しよう懸けん命めい働けば、きちんと払っていける金額だって父さんと母さんは言ってた。

　だけど、オレにはワインの初歩的な知識すらないし、仕入れルートだって解らない。

　とんでもないお坊ちゃん学校の清祥高校には奨しよう学がく金きん制度なんてない。だから、このままでは入学を辞退するしか道は残されていなかった。

　朝、家を出る時に、お金はオレがなんとかするからまだ入学辞退の書類は書くな、って爽二に言ってきた。だけど……やっぱりダメで。

「……オレ、どうすればいいんだろう……？」

「陽汰くん！」

　後ろから聞こえた声に、オレはハッと我に返る。

　振ふり向くと、そこには、あの……真堂秀隆さんが立っていた。

「……真堂、さん……来てくれたんだ……」

　背が高くて、がっしりと逞たくましい身体からだ。

　今夜もとても上等な靴くつを履はいて、いかにも高級そうなスーツを着ている。

　彫ちよう刻こくみたいに整った、モデルさんみたいにハンサムな顔。

　知的な銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけているせいでちょっと冷たそうに見えるけれど、その瞳ひとみがけっこう優しい表情も浮うかべるのを、オレは知ってる。

　ワイン好きが集まった父さんの店の中でも一番の常連さんで、ワインの知識もすごかった。

　……ワインおたくの父さんとあんなに長く話し込めたのは、この人だけだったな。

　店のスツールに腰こし掛かけ、父さんと彼が話しているところが目に浮かぶ。

　お店の常連さんってだけの彼にそこまでするのはどうかな、と思ったけれど、オレは父さんの顧こ客きやくリストにあった彼の住所宛あてに手紙を書いた。

　父さんと母さんが亡くなったこと、改装費を払はらうためにお店を手放すことになったこと、今までのお礼、そして……もしも可能ならば、もう一度だけ会いたいこと。

「手紙を読んだよ」

　オレが手紙を投とう函かんしたのは昨日の夕方。ってことは、彼は今日到とう着ちやくした手紙を読んですぐに飛んできてくれたんだろう。

「とても残念なことになった。なんとお悔くやみを言っていいのか解わからない」

　彼の声の中には、父さんと母さんのことをとても悲しく思ってくれている響ひびきがあって……オレはいきなり泣いてしまいそうになる。

　……ああ……どうしたんだろう、オレ？

　……あの日から、一度だって泣かなかったのに。

「急に呼び出すようなことを書いてしまって……ごめんなさい」

「どちらにしろ金曜日には来る予定だった。……もっと早くに連れん絡らくをくれればよかったのに」

　彼の低い美声には労いたわるような心配そうな響きがあって、また泣いてしまいそうになる。

　……いけない。一度泣いたら、もう立ち直れなくなってしまいそうだ。

　オレは拳こぶしを握にぎりしめて涙なみだをこらえ、やっとのことで彼の顔を見上げることができる。

「ええと……あなたに頼たのみがあるんだ」

　オレの言葉に、彼は深くうなずいてくれる。

「なんでも言ってくれていい」

「あのね……店のワインセラーにあるワインを、あなたにもらって欲しいんだ。すごい量だから迷めい惑わくかもしれないけど」

　言うと、彼はとても驚おどろいたような顔をする。

「どういうことだ？　あれをオークションにでも出せば……」

　オレは彼の言葉にかぶりを振る。

「あのコレクションがバラバラになって誰だれかの手に渡わたるなんて、我が慢まんできないよ」

「しかし、店の改装費を返さなくてはいけないんだろう？」

「うん。それは家と店を売ったお金でなんとかなる。百万ほど残るけどそれは働いて返すし」

　言うと、彼は何かを考えるようにしばらく黙だまり、それから、

「借金を返すため？　これからの生活はどうするつもりなんだ？　ご両親の実家に引き取られる、とか？」

「お祖じ父いちゃんやお祖ば母あちゃんは両方とも亡なくなったし、もともと疎そ遠えんだった親しん戚せきに迷惑をかけるわけにいかない。オレは高校をやめて時給のいい仕事を探す。爽二は……」

　オレは暗あん澹たんたる気持ちになりながら、

「……なんとか清祥学園に行かせたい。正直言えば、そのお金をどうしていいのかまだ解らないんだけど……ね」

「清祥学園？」

　彼はなぜだかとても驚いた声で言う。

「うん。あんな入学金の高い学校に行かせるのは無理かもしれないけど……爽二をあの学校に行かせてやるのは父さんと母さんの夢でもあったわけだし……それに……」

「……それに？」

「弟は、オレに残された、最後の希望なんだ」

「……最後の？」

「うん。父さんも、母さんも、家も、お店も、そしていつかは父さんの店でワインを売ってみたいっていう夢も……オレは全部失っちゃった。爽二にはこんな思いはさせたくない」

　彼は少し黙り……それからなんだか思い詰つめたような顔でオレの顔を見つめる。

「私にも、何かさせて欲しい」

「何か……って？」

「君のお父さんの借金を返し、そして君と弟さんが不自由なく暮らしながら高校に通えるだけの金額。それに相当する値段で、君のお父さんのコレクションを買い取らせてくれ」

「……え……？」

「そうすれば、君たちは家や店を売らなくてすむし、君と弟さんは高校に通うことができる。……そうさせてくれ」

　オレはあまりに唐とう突とつな彼の言葉に呆ぼう然ぜんとし……それからふいにとてもつらくなる。

「……オレたちのこと、可か哀わい想そうな兄弟だって思って同情してくれてる？　それとも、すごいお金持ちで、お金がありあまってることに気が引けるから、慈じ善ぜん事業がしたいの？」

　オレは、爽二のためなら初めて会う親戚にでも頭を下げることができた。

　爽二のためだと思ったら、どんなことを言われてもつらくなんかなかった。

　だけど、彼にこうして同情されるのは……なぜかとてもつらい。

　心の中で張りつめさせている何かが、プツリと切れてしまいそうで……怖こわい。

　……それに。

　オレの心の中に、叔お母ばさんが言った言葉がよみがえる。

　……お金をもらうには、それ相応の代だい償しようを払わなくちゃいけない。

　……だけどオレは、彼に払えるものなど何もない。

「あなたの世話にはなれないよ。だってあなたはただのお得意さまで……赤の他人だし」

　それは本当のことだったけれど、言葉にしたらそれはすごく冷たく聞こえた。

　彼もそれに気がついたのか、少しつらそうに唇くちびるの端はしをゆがませる。

「父さんが愛していたあのコレクションをお金に換かえるなんて、できないよ。もしもあなたがもらってくれないのなら……父さんがよく釣つりをしていた川にワインを全部流しに行くよ」

　言うと、彼はその秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せ、何かにとても苛いら立だっているような目でオレを見つめる。

「解った。あのコレクションは、君が二十歳はたちになるまで私が預かることにする」

「預かる？」

「君の二十歳の誕生日まで、私のワインセラーできちんと保管してあげるよ」

「だけど……」

「決めるのは君が二十歳になった時だ。その時に売りたければ売ればいいし、飲みたければ飲めばいい。どちらにしろ、ワインの知識もない未成年のうちに、あのコレクションの行く先を決めるのはお父さんに対して失礼だ。……明日にでも専門業者を呼んで、私の家のワインセラーに運ばせる。大切に扱あつかうので安心してくれていい」

　彼の言葉に、オレは少なからず安あん堵どする。

　家もなくなり、店もなくなり……そのうえあのコレクションがバラバラになって売られるなんて考えるだけで、とても悲しくなりそうだったから。

「あなたなら、きっとあのワインを大切にしてくれるね。……それじゃ、オレ……」

　踵きびすを返そうとしたオレの腕うでを、彼の手がきつく摑つかんだ。

「待ちなさい。私も君に話があるんだ」

「だから、お金を払ってくれるつもりなら、それは断るって……」

「それとはまた別の件だ。……清祥高校に入学が決まった、弟さんのことで」

「爽二の？」

　彼はオレの腕を摑んだまま、道路の向こう側を示す。

「そうだ。……ここでは彼に聞かれてしまうかもしれない。私の家に行かないか？」

　彼が示した方を見て、オレは驚いてしまう。

　夜の闇やみに紛まぎれるようにしてひっそりと停車していたのは……見たこともないような立派な黒くろ塗ぬりのリムジンだったからだ。

　彼が近づくと、お仕着せを着た運転手さんが降りてきて、丁てい寧ねいにドアを開けてくれた。

　オレはあまりのことに呆然としながら車に乗ったけれど、彼はいかにも日常のことだというように自然に乗り込んできた。

　彼はいつも歩いて店に入ってきたから、近所の会社にでも勤めているサラリーマンかな、とか思ってた。身なりがいいから若社長かも、とか。

　……だけど、こんなすごいリムジンを平然と乗り回しているなんて、普ふ通つうの人じゃない。

　……彼はいつも店から見えないところで車を降り、歩いてきたんだろうか？

　オレは隣となりに座った彼の端たん整せいな顔を横目で見上げながら思う。

　……彼はいったい……何者なんだろう？







真堂秀隆







『あなたは……赤の他人だし』

　彼の言った言葉が、私の心に冷たい槍やりのように突つき刺ささっている。

　……いったい何を期待していたんだ、私は……？

　一時間前。執しつ事じが運んでくれた郵便物を開かい封ふうしていた私は、一通の手紙に目を留めた。

　私宛あてに届くパーティーの招待状や、証券会社やデザイナーズブランドからのダイレクトメールとは明らかに違ちがう、安っぽい封ふう筒とう。そして幼さの残る表書きの字。

　私は不ふ審しんに思いながら裏を返し、『速川陽汰』という文字を見て目を疑った。

　彼の父親である店主は本当にワインを愛する人で、彼と話をすることはとても楽しかった。

　私は、職員会議のない金曜日の夜ごとに、リムジンを飛ばし、あの店に向かった。

　しかしあの店に通い続けたのは、もちろんそれだけが目的ではなかった。

　サッカー部の活動と、母親の手伝いで家事までこなしているらしい陽汰は、いつも元気にクルクルと動き回り、話ができる方が稀まれだった。

　しかし私がいる時、彼はさりげなく店を覗のぞき、私たちの話に茶々を入れ、笑いかけてきた。

　彼の笑え顔がおを一いつ瞬しゆんでも見られた週は、私はこのうえなく幸せな気持ちになることができた。

　彼が出かけていて会えなかった週、私は不思議な無力感に襲おそわれた。

　そしてどちらにせよ、彼に会えるかもしれない次の金曜日を、待ちこがれることになった。

　そう、私は、彼の声を一言でも聞き、彼の笑顔を一瞬でも見るために……半年もあの店に通い詰つめていたのだ。

　……そして。

　陽汰から手紙をもらえたことに、私はこのうえなく幸せな気持ちになり……そしてその内容を読んで愕がく然ぜんとした。

　彼からの手紙に書いてあったのは、彼のご両親が急な事故で亡なくなったこと、そして店の改装費用を払はらうために家や店をすべて売ることになったこと。

　親しくしてもらっていた彼の両親が亡くなったことに私は少なからずショックを受けたが、それよりもまず頭に浮うかんだのは、あの無む邪じや気きな陽汰と、その弟の優やさしげな爽二くんが、どうやって二人きりで生きていくのだろうという心配だった。

　両親に守られてすくすくと育ったのであろうあの二人が、あの若さで世間の荒あら波なみに揉もまれて……変わらずにいられるとは私にはとても思えなかった。

　もしかしたら守ってくれる祖父母や親しん戚せきがいるかもしれない。しかしそうでなければ……？

　救いと、金を必要としているであろう彼らに悪い人間たちが群がらないわけがなかった。

　……陽汰を救いたい。

　私の胸に湧わき上がったのは、圧あつ倒とう的てきなその思いだった。

　彼の手紙の最後にあった、『もしもできることなら、もう一度だけお会いして話がしたいんです』という一文を読んで、私はすぐに部屋を飛び出した。

　そのままリムジンを飛ばし……彼の家の前に来た。

　そして……。

「……すっごいお屋や敷しき……だね……」

　私の家のリビング。ソファに腰こしをかけた陽汰が、驚おどろきにかすれた声で言う。

「……どっかの高級ホテルみたい」

　大理石の床ゆかに合わせて白を基調に統一したリビングからは、ガラスの天窓を持つ屋内プールを見み渡わたすことができる。

　ライトアップされたプール。幻げん想そう的な青い水みず影かげが、間接照明だけに明かりを落としたリビングの天てん井じように揺ゆれている。

　スタンドの明かりに照らされた彼の横顔は、いつにもまして端正で美しく、そして儚はかなげに見えて……私の心を切なく痛ませる。

「……もちろん、写真でしか見たことないけどさ」

　執事の前まえ田だが、まるで孫を見るような優しい顔で彼に笑いかける。

「陽汰さまは、コーヒーと紅茶とオレンジジュースと、どれがお好みですか？」

「……あ……ええと……ジュースをお願いできますか？」

　陽汰は言い、それから前田を真っ直すぐに見つめて、

「……あの……さまとか言わなくていいです。オレ、ただの高校生で……」

　高校生、と言った後の陽汰の口元が、微かすかに震ふるえた。

　このままではもうすぐ高校をやめなくてはならないことを思い出したのだろう。

　部活動のこと、成績は今ひとつだが結構人気があること、クラスの友達の話……彼が学校のことを話す時にどんなに幸せそうだったかを思い出す。

　……弟のために我が慢まんをしているのだろうが……高校をやめなくてはいけないことが、彼はとてもつらいはずだ。

「……解わかりました。それでは、陽汰さん、では？」

　詳くわしい事情を話している暇ひまはなかったが、とても勘かんの鋭するどい前田は、陽汰の心に広がる複雑な感情に気がついているのだろう。わざと明るい声で言う。

　前田の声に引き立てられたように、陽汰の顔に微かに笑みらしきものが浮かぶ。

「……うん。じゃあオレも前田さん、でいい？」

「結構でございますよ。……秀隆さまは、ワインになさいますか？」

「いや、彼と同じものでいい」

「かしこまりました」

　早く二人きりにして欲しい、という意図を込こめて私が言うと、前田はきちんとそれを察したようにうなずき、素す早ばやく部屋を出ていく。

　陽汰は彼の後ろ姿を目で追い、ドアが閉まると、驚いたように言う。

「……執事さんなんて、初めて見た」

　それから私の方に真っ直ぐに視線を戻もどす。

「……話って、何？」

　彼の口調に混ざる不安そうな響ひびきが、私の心を痛ませる。

　この話をすれば、私と、弟想おもいの彼は対等ではいられなくなる。

　……しかし、どちらにしろ、爽二くんが入学すれば話さなくてはいけないことだった。

　……ただ、こんなふうに話すことだけは……。

「私の自己紹しよう介かいを、きちんとしていなかった」

　私は、スーツの内ポケットから名めい刺し入れを取り出す。

　その中から一枚を取り出して、ローテーブルの上に置く。

　彼はどこか不安そうな顔で私を見上げ、それから覚かく悟ごを決めたようにローテーブルの上の名刺を取ってそこに視線を落とす。

「……『真堂秀隆　清祥学園　学園長』……？」

　声が驚いたようにかすれ、信じられない、というように彼の目が見開かれる。

　彼は何度も名刺に視線を走らせ、それから私を見上げる。

「あなたが……清祥学園の、学園長……？　だけど、爽二は何も……」

「受験者用の学校パンフレットには、創立者の写真だけで、私の写真は載のっていない。だから君の弟さんも私の顔を知らないはずだ。入学式で私と会うまでは、ね」

　陽汰は、まだ信じられないという顔で私を見つめたままだ。

「私には、君の弟さんを、学園に入学させ、授業を受けさせてあげられるだけの権限がある。幸いにも彼は正規の試験を受けて合格している。裏口入学というわけではないので、ほかの人間から非難されることはない」

「……八百万もする入学金と授業料を、あなたの権限で無料にしてくれるってこと？　だけど他人のあなたからそんなことをしてもらうことはできないよ……」

　彼の声は、とても苦しげだった。

「……それに、何かをもらうためには、それ相応の代だい償しようを払わなくちゃいけないんだ……」

　彼の言葉は正論だったが、私の心に突き刺さってまた深い傷をつける。

　……彼は、私にそれくらいの感情しか持ってくれていないのか？

　……そして、他人である私から施ほどこしを受けるくらいなら、自分が犠ぎ牲せいになると言うのか？

「……だけど今のオレには、あなたに払えるものなんて何もないんだ」

「代償を請せい求きゆうすればいいのか？」

　私の口から出た言葉は、驚くほど冷れい淡たんに聞こえた。

「……え？」

　彼は私の声の変化に気づいたのか、少し驚いた顔で私を見つめる。

「それなら、赤の他人の私から何かを与あたえられても、施しを受けたことにはならない？」

「そうだよ。だけど……」

　言うと、彼は苦しげに眉まゆを顰ひそめる。

「……だけどオレには……あなたにあげられるものなんか何もないんだ」

　彼は悲しげにかぶりを振ふる。そして厳しい目で私を見つめる。

　彼のその目を見て、私の心が決まる。

　……今の彼は、もう、ただの無邪気な高校生ではない。

　……プライドを持った、一人の男として、対等に扱あつかってやらなくてはいけない。

「解った。取引をしよう」

「取引？」

「君は、私にとってはとんでもない価値のあるものを持っている。弟さんの学生生活を保証する代わりに、私にそれを払って欲しい」

「……オレが……いったい何を……？」

　とても驚いた顔をしている彼を、私は腕うでの中にさらい込む。

「……えっ？」

　彼をソファの上に押し倒たおし、両手首を押さえつける。

「……な……何……？」

　黒いセーターとシンプルな綿シャツに包まれた、しなやかな身体からだ。

　無造作に開けられた襟えり元もとから覗のぞく、陽ひに灼やけた滑なめらかな肌はだ。

　艶つややかな髪かみが、ソファの上にさらりと広がっている。

　男の手に押さえつけられた彼は……我を忘れてしまいそうなほど色っぽく見えた。

　……こんなに美しい彼を世間に解き放ったら、あっという間に悪い人間たちにさらわれてしまう。そして二度と手の届かない場所に消えてしまうだろう。

「……どうしたの、真堂さん……」

　意味が解らない、という顔で見上げてくる彼を見て、心がズキリと痛む。

　……彼のことが、ずっと欲しかった。

　……こんなに愛いとおしい彼を、こんなふうにしたくはなかった。しかし……。

「私はゲイなんだ」

「えっ？」

「君のすべてが欲しい」

　彼は息をのみ、信じられないという顔で私を見上げてくる。

「弟さんの学生生活を保証する。……その代わりに、君を私にくれないか？」

「……まさか、それがあなたの言う……？」

「そう。それが、金の代わりに、私が君に要求する代償だ」

「……あ……」

　彼の瞳ひとみの中にあった親しげな光が、警けい戒かいにゆっくりと変わっていくのを、私はとてつもなく悲しい気持ちで見守っていた。

　……彼にこんな目をされることが、不思議なほどつらい。

　……しかし、これしか、彼と、彼の弟を救う道が思い浮うかばない。

「弟さんの入学式の日から、卒業式の日までの三年間でいい。君が私のものになると約束してくれれば、彼の学生生活を私が保証する」

「三年間、あなたのものに？　それって……？」

「君は私の恋こい人びととして、私の要求することはなんでも受け入れなくてはいけない。もちろん男同士の、身体の関係を含ふくめてだ」

　言うと、彼の身体が怯おびえたようにヒクリと震えた。

「できないのなら仕方がないが……」

「できる、爽二のためなら。……オレに、あなたがしたいこと、なんでもするといい」

　彼のきっぱりとした声に、私は少し驚おどろいてしまう。

　彼は、まるで死を決意した若い剣けん士しのような悲痛な目で私を睨にらみ据すえる。

「したきゃしなよ。脱ぬがせるなり、カマを掘ほるなり、なんでもすればいいよ」

　乱暴な口調に含まれた、空くう虚きよさと、悲しみと、そして嫌けん悪おが……私の心臓に氷の槍やりのように突つき刺ささる。　>>>♥

「契けい約やく成立だ」

　私は言って、彼から手を離はなす。

　ソファの脇わきに置いてあったアタッシェケースから、モバイルコンピューターを取り出す。

「契約書を二枚作る。最後に二人でサインをし、一枚ずつ保管する。……いいね？」

　彼は、悲痛な顔で黙だまったまま、深くうなずいた。

　私はパーソナルコンピューターの電源を入れてプログラムを開き、速川爽二の入学金および授業料を私が立て替かえるという条件を打ち込む。

　なんとか陽汰が学校をやめなくていいようにしなくては、と思いながら、

「君の学校の授業料と、三年間の二人分の生活費も支し払はらう」

「ちょっと待って、オレは学校をやめて働くから……」

「私は」

　私は彼の言葉を乱暴に遮さえぎる。

「今のままの、高校生の君を抱だきたい。学校をやめて働きだされては条件が変わってしまう。君の学校の授業料と、働かなくてもいいくらいの生活費は、そのために支払うだけだ」

「……あ……っ」

　彼は驚いたように目を見開き、それから苦しげに眉をひそめる。

「……あなたって、もしかして、変なフェチとか入ってる？」

「さあ。だが、もしも気がとがめるのなら……」

　私は彼に否定の言葉を言わせないために、彼を真っ直すぐに見つめてやる。

「……たまに、学生服姿で抱かれてくれればいい。生活費の代償はそれでじゅうぶんだ」

「ヘンタイ野や郎ろうっ！」

　陽汰は、泣きそうな顔になって叫さけぶ。

「爽二が憧あこがれてた学校の学園長が、こんなヘンタイ野郎だったなんて！」

「なんとでも。だが、教育機関としての清祥学園が、日本で一、二を争うほどの場所であることにはかわりないよ」

　私は、彼の学費と、二人分の生活費を保証するという項こう目もくをコンピューターに打ち込む。

「それから、君の家とあの店を買い戻もどすだけの費用だが……」

「これ以上は、本当に断る！　これ以上お金を出されたら、オレ……！」

「解った。私が払う金はここまでだ。……次に、君が払う代償について話し合おう」

「……あ……」

「君は、爽二くんが私の学園に通う三年間、私の恋人になる。恋人として、私の要求するすべてのことに応こたえる義務がある。……いいね」

「わかった。でも……もしも、あなたに本当の恋人ができて、オレが邪じや魔まになったとしたら？　そうしたら爽二の授業料はどうなるんだよ？」

　彼の言葉は、また私の心を深く切り裂さいていく。

　……本当の恋人など、できるわけがない。

　……私がこんなに愛おしく思うのは、きっと、生しよう涯がい、君だけだ。

　……しかしその君は、私をもう嫌けん悪おの対象としか見ることができない。

　契約で縛しばり付ければ、プライドの高い彼は、日を追うごとに私を強く嫌悪するようになるだろう。

　これからの三年間を思うだけで、私は絶望的な気持ちになる。

　……君に軽けい蔑べつされ、嫌悪されることが、こんなにつらい。

　……しかし、そうするしか……。

「もしも私に恋人ができたら、その時は君を解放してあげるよ。私の都合での契約破は棄きなので、責任をとって支払いはそのまま続けることにする」

　彼が悲痛な顔でうなずいたのを確かく認にんしてから、私はキーボードに指を走らせる。

　それから、華きや奢しやで儚はかなげだった爽二くんの姿を思い出し、万が一の時のことを項目に入れることにする。

「体調を崩くずしたなどのやむを得ない理由で爽二くんが休学もしくは留年をせざるを得なくなった場合は、支払いはそのまま延長する。しかし、もしも問題を起こして退学することになった時には支払いはそこでうち切る。……お兄さんとして、彼がしっかりと勉強に励はげめるように、勇気づけてあげることだ」

「爽二はすごく勉強ができるし、バカな問題を起こしたりはしないよ」

　私はいかにも真ま面じ目めそうだった爽二くんを思い出しながらうなずく。それからその項目をコンピューターに打ち込んでいく。

「……あなたの言う、その条件を飲めば……」

　陽汰は、最後の確認をするような悲痛な声で呟つぶやく。

「……弟は、幸せな学生生活を送ることができるんだよな？」

「もちろん。だが、そのかわり……」

　私は、彼に覚かく悟ごを決めさせるために、真っ直ぐにその目を覗き込む。

「君にも、約束は守ってもらう。いいね？」

「……そんな紳しん士し的な顔して、本当は、ヘンタイの、最低野郎だ……っ！」

　彼の顔が、また泣きそうにゆがむ。

「弟の入学金と授業料の代わりに……兄のオレを……っ！」

　彼の声が、怒いかりと怯えに微かすかに震ふるえている。

「……愛人にしたいだなんて……っ！」

「愛人ではない。私は君を恋人にしたい。そう言ったはずだ」

「何が恋人だっ！　要するに、契約でオレを縛っていじめたいだけだろう？」

　悲痛な彼の言葉が、私の理性の糸を切りそうになる。

　……君を愛している、君のためにできることをすべてさせてくれ、そう言って彼の前にひざまずくことができたら、どんなに楽だろう？

　……しかしそんなことをすれば、彼は絶対に私の申し出を受け入れない。

　私は彼の顔を強く睨み付ける。

「君は金が必要だ。私は君に金をあげられる。もしも君が私のものになるというのなら」

「……だ、だけど……」

「これは契約だ。答えはイエスかノー、どちらかしかない。……どうする？」

「……解わかった……」

　彼はペンを取り、ローテーブルの上の書類に、震える字で『速川陽汰』と書く。

「……契約成立だ」

　私は書類を持ち上げ、そして自分の甘い気持ちと決別するために笑ってみせる。

「……弟さんの入学式から卒業式までの三年間、君のすべては私のものだ。よろしく、陽汰」

　陽汰はうなずき、それからふと悲しげな顔になる。

「あと、契約じゃなくて、一つだけ頼たのみたいことがある。……父さんのワインを大切にして欲しいんだ」

「私がワインをぞんざいに扱あつかうような男だと思うか？　私の靴くつを見てからものを言ってくれ」

　言うと、彼はとても悲しげな顔で、クスリと小さく笑う。

「そうだね。父さんの言葉を信じることにするよ」

　私は、これからの三年間に彼が感じるはずの苦しみを思って……暗あん澹たんたる気持ちになる。







速川陽汰







「僕、あの学校に行くのはやめるって言ったでしょう、お兄ちゃん！」

　いつも優やさしげな爽二が、別人のような強い口調で言う。

「家にお金がないのは僕にだって解る。僕も働くから……」

「まだ十六歳のおまえに、大したお金が稼かせげるわけがない。それにね」

　オレは一つ呼吸をして、そして三年間、噓うそをつき続ける覚悟を決める。

「特別な奨しよう学がく金きんをもらえることになったんだ。おまえはなんにも心配しなくていいんだよ」

　言うと、爽二はその綺き麗れいな顔に心配そうな表情を浮うかべる。

「特別な奨学金って？　僕、あの学校を受験する時に父さんや母さんに負担かけないようにっていろいろ調べたけど……奨学金制度なんて、あの学校にはなかった」

　その言葉にオレはちょっとドキリとする。いつもぽーっとしている爽二だけど、たまにすごく鋭するどいところがあるんだ。

　……爽二に、絶対に知られちゃいけない。

　……爽二がこの契けい約やくのことを知ったら、絶対に反対するに決まってる。

　オレはわざと自じ慢まんげに胸を反らしてみせる。

「そこが兄ちゃんの偉えらいところなんだ！　なんせ、学園長に直接かけあったんだから！」

「……学園長先生に？」

　爽二が不ふ審しんそうに顔を曇くもらせる。

「……どうしてお兄ちゃんが、あの学園の学園長先生と……？」

「覚えてるか？　よく店に来てた常連さんで、真堂さん。ほら、いつもスーツでモデルみたいなハンサムの……」

「……覚えてるけど……」

「あの人が、清祥学園の今の学園長だったんだよ」

　言うと、爽二はとても驚おどろいた顔で目を見開く。

「真堂さんが？　本当に？」

「本当だよ。彼は父さんと母さんが亡なくなったことをとても残念がってくれて……そして、爽二のために特別奨学金を出してくれると約束してくれたんだ」

　……ああ、大好きな爽二に噓をついてしまった。

　オレの心がズキリと痛む。……だけど。

　……こうするのがきっと正しいんだ。

　オレは自分に言い聞かせる。

「あと。彼はオレの学校にも顔が利きくらしくて、オレの授業料もなんとかしてくれるって」

「本当？　お兄ちゃんもこのまま高校に行くことができるの？」

「ああ。あとオレ、彼の家でアルバイトする。たまに彼の家に行くことになるとおもう」

「アルバイトって……？」

「庭の掃そう除じとか、料理とか、ワインセラーの整理とか。それで借金もゆっくり返していける」

「それって、僕たちにとっては夢のような、すごくいい話だと思う。だけどお兄ちゃん……」

　爽二はオレを見つめ、それからなんだか複雑な顔をする。

「……僕に、何か隠かくしたりはしていない？」

「えっ？　なんで？」

「なんだかお兄ちゃん……変だよ」

「変じゃないよ」

　オレは爽二の目から逃のがれたくて、彼の身体からだを引き寄せる。

「オレがおまえに隠しごとするわけないじゃん？……ホッとしたんだ。おまえが清祥高校に行けるのもそうだけど……オレも学校やめなくてよくなったから」

「ああ……そうか。そうだよね」

　爽二はやっと納なつ得とくしたようにうなずき、その綺麗な色の瞳ひとみでオレを見上げてくる。

「お兄ちゃん。いろいろ手を尽つくしてくれてありがとう」

「ばぁか」

　オレは爽二の額に、コツンと額を押しつける。

「オレはおまえのお兄ちゃんだぞ。おまえをずっと守ってやるって心に決めてるんだからな」

「……お兄ちゃん……」

　爽二の声が、今にも泣きそうに震える。

「爽二。泣くのは清祥学園を無事に卒業できた時にしろ。まだ入学もしてないんだぞ？」

　オレが言うと、爽二はクスリと笑ってくれる。

「……うん……僕、頑がん張ばって勉強して、一番の成績で卒業するからね」

「よし、それでこそ爽二だ。おまえは速川家の希望の星なんだからな。……さてと」

　オレは引っ越こしの準備で散らかった室内を見回す。

「今夜の荷造りはこれくらいにして、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ろうか。今度引っ越すアパートには、お風呂はない。銭湯通いになるからな」

「うん。……そういえば、お兄ちゃんと一緒にお風呂に入るのって久しぶりかもしれない」

「そう？　あと、オレのベッドで一緒に寝ねよう。引っ越したら布ふ団とんになるからね」

　笑いながらうなずいてくれる爽二を見て、オレの胸が不思議な切なさに包まれる。

　……爽二、おまえを守るためなら、お兄ちゃんはどんなことでもするからな。




　　　　＊




　ついに、今日は、清祥学園の入学式だ。

　オレは、一いつ張ちよう羅らのスーツを着て、保護者席の隅すみに座っている。

　周りは正装した、しかもいかにもお金持ちそうな保護者たち。

　チラチラと当てられる彼らの視線に、自分がすごく場ば違ちがいなことを思い知る。

　本当はいますぐに逃にげ出したいと思うほど居い心ごこ地ちが悪い。

　だけど……オレは真っ直すぐに壇だん上じようを見つめてる。

　父さんと母さんに見せるためにも、オレはここから逃げるわけにはいかないんだ。

　さすがお金持ち高校って感じで、初めて入った清祥学園の校内はすごく豪ごう華かだった。

　立派な門から本校舎の正面玄げん関かんまでは、満開の桜並木になっていた。

　まるでイギリスかどこかにでも来ちゃったかのような、煉れん瓦が造りの校舎。

　そして、いかにも名家の子息って感じの優ゆう雅がで気取った生徒たち。

　そこは……オレが通っている公立高校とは、まるで別世界だった。

　爽二と並んで並木道を歩きながら、オレは、この学園の学園長の顔を思い出した。

　……これが、あの男がいつもいる場所……。

　広大な敷しき地ちと立派な校舎を見ていると、彼がいる真堂一族の権力を改めて思い知らされるような気がした。

　……そして。

　今、壇上に立っているのは、逞たくましい身体をダークスーツに包んだ……あの男。

「……新入生の諸君が、この学園で有意義な三年間をすごしてくださるよう祈いのっています」

　講堂に響ひびきわたるのは、まるで舞ぶ台たい俳優のそれみたいによく響く、すごい美声。

　知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こうで、その目は、本当に優しそうな光をたたえて見える。

「……私からは以上です」

　にっこりと微ほほ笑えんだ顔は本当にハンサムで、生徒たちだけじゃなくて、保護者席からも、うっとりとしたため息が漏もれる。

「……ああ、本当に、この学園に合格してくれてよかったわぁ」

　オレの前に座っていたいかにも奥様然とした女の人が、顔見知りらしい女の人に囁ささやいている。

　言われた方は深くうなずいて、

「……本当に。だってあの真堂学園長先生の元で三年間も勉強できるんですものねぇ」

　二人は、お互たがいの旦だん那なさんらしい人たちにつつかれて無む駄だ口ぐちを叩たたくのをやめるけど、真堂を追う目は、まるで王子様でも見るかのように煌きらめいてしまっている。

　……真堂が、本当はあんな男だなんて知ったら……。

　オレは、彼のセクシーな目と、イジワルな口調を思い出す。

　……大おお騒さわぎになるだろうな……。

　壇上からの階段を下りていた真堂の視線が、ふと上がる。

　誰だれかを捜さがすように少しだけ視線を泳がせ、それからオレに真っ直ぐにその視線を合わせる。

「……あ……」

　オレを見つめたその目は……二人きりの時の、あのどこか獰どう猛もうな視線で。

　オレの心臓が、ズキリと痛んだ。

　……新入生にはあんなに優やさしく笑いかけるくせに……。

　……オレには、そんな目をするんだな……。

「次に、新入生代表からの挨あい拶さつにうつります」

　進行役の教頭……たしか花はな房ぶさ先生って紹しよう介かいされていた……が、マイクに向かって言う。

「新入生代表、一年Ａ組、速川爽二くん」

「……はい」

　涼すずしい声が講堂に響き、一番前の新入生の席から、一人のほっそりした生徒が立ち上がる。

　……爽二だ……！

　いかにもお坊ぼつちゃま学校ってイメージの、ブレザー型の制服。

　すらりとした爽二が着ると、もともとノーブルな制服が、ますます素す敵てきに見えた。

　学力レベルと親の金持ち度が高いことでだけじゃなくて、清祥学園にはルックスのいい生徒が多いことでも有名だ。だけど……。

　ビスクドールみたいに滑なめらかな、白い肌はだ。

　差し込む陽光に煌めく、サラサラの薄うす茶ちやの髪かみ。

　作り物みたいに美しい、小さな顔。

　そして長い睫まつ毛げの下の、煌めく茶色の瞳。

　壇上に上がり、マイクの前に立った爽二は、金色の眩まばゆいオーラをまとって見えた。

　まるで時間が止まったかのように、生徒も、保護者も、動きを止めて爽二に見とれた。

　まるで天使のそれみたいに綺き麗れいな形の唇くちびるが動いて、爽二は澄すんだ声で話しだす。

「……この学園に入れたことを幸せに思い、これからの三年間を……」

　爽二の挨拶を聞きながら、ポケットの中に忍しのばせた父さんと母さんの写真に、聞こえる？　と話しかける。

　……爽二は、立派に挨拶をしてるよ。

　……誰よりも素敵だよ。

　オレは、凜りんとした爽二の声を聞きながら……彼をこの清祥学園に入れられて良かった、って心から思った。

　……たとえ、どんな代だい償しようを払はらうとしても……オレはきっと後こう悔かいしない。




　　　　＊




「……君！」

　後ろからいきなり肩かたを摑つかまれて、教室に移動する新入生たちの中から爽二を探そうとして必死だったオレは、すごく驚おどろいてしまう。

「……はい……？」

　振ふり向くと、オレの肩を摑んでいたのは、見たことのない男の人だった。

　いかにも仕立てのよさそうなダークスーツに、オールバックにした髪。

　歳としは四十歳くらいかな？　陽ひに灼やけた頰ほおをした、けっこうハンサムな人だ。

「……名前は？」

「……はい……？」

　オレは、彼のいきなりの問いにまた呆ぼう然ぜんとする。

　……こんなお金持ちそうな人に、知り合いはいないけど……？

　……もしかして、父さんの店のお客さんだった人かな……？

「……ええと……速川ですけど……？」

「速川？　もしかして、新入生代表で挨拶をした彼の……？」

「兄、ですが」

　言うと、彼は嬉うれしそうに笑う。

「そうかそうか！　彼のお兄さんか！　とても優ゆう秀しゆうな弟を持って幸せだねぇ！」

　言って、馴なれ馴れしくオレの肩を抱だいてくる。

　……もしかして、この学園の先生……？

　……いや、職員席に並んでいたのはどっかノーブルな感じの人ばっかりだ。こんなオヤジっぽい人は見なかった。

　……いったい、誰……？

　ついいぶかしげな目をしてしまうと、彼はハンサムな顔に似合わない下品な笑えみを浮うかべてオレを見下ろしてくる。

「ああ、自己紹介がまだだったな。私は、現生徒会長の小こ宮みや光こう輔すけの父親で、現ＰＴＡ会長でもある、小宮光こう三ざぶ郎ろうというんだよ」

「……生徒会長のお父さんで……ＰＴＡ会長……！」

　その言葉に、オレは驚き、それから彼に向かって、

「速川爽二をよろしくお願いします。オレ、爽二の兄の陽汰といいます」

「陽汰くん、可か愛わいい名前だねぇ」

　彼は言って、まるで子供にでもするように、オレの髪をくしゃくしゃと撫なでる。

　強すぎるコロンの香かおりに、オレは思わず顔を背そむけてしまう。

　……うわあ……嫌いやだな……。

　……これがこの人のクセなんだろうか……？

「ところで、さっきから一人だね。君のお父さんとお母さんは？」

　彼の無神経な問いに、心がチクリと痛む。オレは笑みを浮かべてみせて、

「両親は亡なくなりました。だからオレが爽二の保護者ということになります」

「へえ。そうなの、君がねぇ」

　彼はなぜか嬉しそうに微笑み、オレの顔を真っ直すぐに覗のぞき込んでくる。

「この学園は、ＰＴＡの活動も盛んだ。君にもたびたび足を運んでもらうことになると思うけれど、よろしく頼たのむよ」

「あ、はい」

　……このオジサンはあんまり好きになれないけど……。

　……爽二のＰＴＡとして、爽二のために、頑がん張ばらなくちゃ……！







真堂秀隆







　窓の外から、あたたかな春の風が吹ふき込んでくる。

　今日は、清祥学園の入学式の日。

　式典はすべて終しゆう了りようし、今いま頃ごろは新入生は新しい教室に向かっている頃だろう。

　壇だん上じようで挨拶をしている時。講堂に並んだ新入生の中に、爽二くんの顔を見つけた。

　そして、保護者席には、着慣れていないのであろうスーツを着た陽汰の顔。

　慣れない新居での生活は大変だろうと思い、私は爽二くんの入学金と授業料を銀行に振り込んだだけで、陽汰に直接会うことを避さけていた。

　陽汰の顔を見るのは、あの契けい約やくを交かわした夜以来だった。

　久しぶりに見る彼は、頰のあたりが凜り々りしく引き締しまり、さらに大人びて見えた。

　私の心が愛いとおしさに痛み……しかし、陽汰の厳しい顔に、あの契約のことを思い出した。

　……彼と彼の弟のために、私は三年間、彼への気持ちを隠かくし通さなくてはならない。

　コンコン！

　学園長室のドアに、軽いノックの音が響ひびく。

　私は我に返り、見るともなしに眺ながめていた書類から目を上げる。

「……どうぞ」

　ドアが開き、ダークスーツを着た男が入ってくる。

「お呼びでしょうか、秀隆さま」

　彼は花房敬けい吾ご。二十九歳。

　きちんと整えた黒い髪と、男らしく端たん正せいな顔立ち。

　生徒たちの前では穏おだやかな笑みを絶やさない理想的な教育者で人気も高いが、その視線の中にたまに現れる刃は物もののような鋭するどさは、ただものではないことを思わせる。

　代々真堂家に仕えている花房家の人間で、今は私の学園の教頭を務めてくれている男だ。

　学園長である私も同じだが、教頭にしては若い。しかし非の打ち所のないほど優秀な男だし今まで私のそばに仕え続けた実績もあるために……一族の人間も彼の採用を認めたのだ。

「学園では、学園長と呼んでくれと言っただろう、敬吾？」

「失礼いたしました、学園長。では私のことも教頭とお呼びください」

　表情を変えないままで言う彼に、私は肩をすくめてみせる。

「ところで、おまえに言っておいた方がいいと思われることがある」

「なんでしょうか？」

「一年Ａ組に、速川爽二という生徒がいるはずだ」

「はい。入学試験でトップの成績を取った生徒ですね」

「今日から三年間、私は、彼と、その兄の面めん倒どうを見ることになる」

　彼はその無感情な顔に、微かすかに不ふ審しんそうな表情を浮かばせる。

「面倒を見る？　と言いますと……？」

「二人が高校に通うための授業料と、速川爽二が卒業するまでの三年間の生活費を保証することを約束した。……速川爽二が不自由のない学生生活を送れるように、おまえも気をつけてやって欲しい」

「一つお聞きしてもよろしいですか？」

「説教なら聞かないが？」

「単純な質問です。……どうしてそのようなことを？」

「速川爽二の兄、速川陽汰と、契約を結んだ。両親を亡くした二人の授業料と生活費を立て替かえてやる代わりに、兄の陽汰から代だい償しようを受け取る」

「速川陽汰……ああ……」

　彼は何かを思いだしたように眉まゆを顰ひそめる。

「もしかして、あなたが通かよい詰つめていたワインショップの、オーナーの息むす子こさんでは……？」

　半年ほど前にチラリと漏もらしただけのことだが、彼の記き憶おく力は並の人間の比ではない。

「それは……あなたが始めた新しい慈じ善ぜん事業ですか？　足長おじさんになりたい、とか？」

「違ちがう。言っただろう？　代償を受け取ると」

「代償？」

「兄の陽汰は、これから三年間、私の恋こい人びとになるという契約を結んだ。もちろん身体からだの関係も含ふくめた、だ」

「恋人？」

「心配しなくていい。伯お父じと同じ轍てつは踏ふまない。……彼は他校の生徒だよ」

　花房はその端正な顔にとがめるような色を浮かべる。

「それは結構です。……しかし一つ言わせていただければ、それは恋人契約ではなく、愛人契約というのでは？」

　彼の歯に衣きぬを着せぬ物言いはいつもある意味爽そう快かいだが……今の私には少し痛い。

「説教は聞かないと言ったはずだが？」

　花房は、何か言いたげに眉を顰めるが、そのままため息にしてそれを吐はき出す。

「……お話はそれだけですか？」

「速川爽二くんは両親を亡くしている。保護者として陽汰をこの学園に呼ぶこともあると思うので……その時はよろしく頼む」

「……生徒の教育に悪いので、校内では慎つつしんでいただけると助かりますが」

「何を想像している？　顔に似合わず下品な男だ」

「その言葉、そのままそっくりあなたにお返しします」

　彼はあきれたような声で言って踵きびすを返す。

「花房」

　呼ぶと、彼はそのままの位置で止まり、ゆっくりと振ふり向く。

「言っておくが、私は陽汰を……」

　私は言いかけ、それからその先の言葉をため息にして吐き出す。

「まあいい、行ってくれ。呼び止めてすまなかった」

　彼は立ち止まったまま私の顔を見つめ、それからその形のいい唇くちびるに微かな笑えみを浮うかべる。

「私もそのうちに彼と会うことになるのだと思いますが……彼を口説くのだけは勘かん弁べんして上げますよ。あなたの中にまだ残っていた、わずかな純情に免めんじて」

　……まったく、食えない男だ……。







速川陽汰







　……なんか、散々かも……。

　オレは廊ろう下かを歩きながらため息をつく。

　爽二の入学式の次の日。今日はオレの学校の始業式の日。

　オレの両親が同時に亡なくなったってニュースは、春休みの間にクラス中に広まっていたみたいだった。

　担任はことあるごとに、『陽汰、大だい丈じよう夫ぶか？』って言ってきたし、クラスメイトたちも、なんだかめちゃくちゃオレに気を使いまくってて。

　……だけどそんなことされたら、ますます居い心ごこ地ちが悪くなるんだけど……。

　オレは思いながら、所属しているサッカー部の部室に向かっていた。

　……落ち込みそうな時には、ボールを蹴けり、思いっきり走るのが一番で……。

「陽汰！」

　聞こえた声に、オレは慌あわてて振り向く。

　立っていたのは、隣となりのクラスの本ほん城じよう隆たかし。

　同じサッカー部でレギュラーをつとめていて、入学当初からの親友だ。

　背が高くてけっこう顔もよくてモテるんだけど……オレとばっかりくっついてるから未いまだにカノジョがいない（オレもいないけど。これはサッカーに熱中したかったから！）。面めん倒どう見みのいいやつで、入学当初からいつでもオレと一いつ緒しよにいる（なんとなくオレのことが放ほうっておけないんだそうだ。そんなことないのに！）。

　家も近所でもちろん両親や爽二のこともよく知っているから、告別式の時からずっとオレと爽二に付き添そって何かと手を貸してくれた。

　ただ……爽二の学費のことは、親友の隆には言えなかった。

　面倒見のいい隆に言ったら、オレのために何かをしてくれようとしただろう。

　だけど、隆の家の事情をよく知ってるオレには（ご両親が離り婚こんしてお母さんと二人暮らしなんだ）、お金のことなんか相談できなかった。それを話したら、隆はオレのために自分を犠ぎ牲せいにしてくれちゃいそうで。

「部室行くところだろ？　おれも一緒に行くよ」

　隆は、いつものように笑いながら言ってくれる。

　その、前と変わらない笑顔が、今のオレにはなんだかすごくありがたい。

「爽二くん、昨日が入学式だったんだろ？」

「オレ、ちゃんと行ってきた。保護者席に座るのちょっと恥はずかしかったけど、爽二の晴れ姿、見てやりたかったしね」

「そうか」

　隆はちょっとしみじみした感じで言い、それからオレの気分をもり立ててくれようとするかのように明るい声で、

「しかし。おまえの弟の爽二くんが、清祥学園に行くような天才だなんて、不思議だよなぁ」

「なんだよ、それ？」

「だっておまえ、物理の小テスト、赤点で再試験だろ？」

「うっるさいなぁ」

　オレが言うと、隆は可お笑かしそうに笑う。

　オレはむくれながら、部室のドアノブに手をかける。

「……陽汰の家、売家の看板が出てたって……！」

「……ああ、聞いた、聞いた。お店の方も貸店てん舗ぽになってるって……！」

　そして、部室の中から聞こえてきた声に、そのまま固まる。

「……大変だよなあ。どうするんだろう……？」

「……陽汰先せん輩ぱい、大丈夫かなあ……」

　みんなの声は本当に心配そうに聞こえて、それがますますオレの心を痛ませる。

　……なんだか、もう前の暮らしには戻もどれないって思い知らされてるみたいでますますつらくなる……。

　悲しみに落ちていきそうな自分を、オレは叱しかりつける。

　……そんなこと考えてる暇ひまはないじゃないか！

　オレの脳のう裏りに、爽二の顔がよぎる。

　……爽二をあの学校に行かせるのは、父さんや母さんの夢でもあったわけだし……！

　……それに……今のオレには爽二のことだけが唯ゆい一いつの夢で……。

　オレは、摑つかんでいたドアノブからそっと手を引く。

　……今のオレが、その夢を叶かなえる方法は……。

　オレの脳裏に、あの男の顔がよぎる。

　……たった一つしかないんだ……。

　思ったのを合図にしたかのように、学ランのポケットから携けい帯たい電話の着信音が聞こえた。

　オレは携帯電話を取り出しながら、反射的に、母さんからだな、と思い……そしてズキリと心を痛ませる。

　……母さんのわけがないじゃないか……。

　……母さんはもういないんだから……。

　オレの授業が終わった頃ころ、母さんはよく電話をしてきた。

　今日はお店が忙いそがしいから部活が終わったらすぐに帰ってきて、とか、買い物に行けないから帰りにトイレットペーパーを買ってきて、とか。

　オレは友達とラーメン屋に行きたいのに、とか、スーパーに寄ると近所のおばちゃんたちに囲まれるから恥ずかしい、とか文句を言いながらも……その電話がちょっと嬉うれしかった。

　爽二は優ゆう秀しゆうで綺き麗れいでオレはいつでもかなわないと思っていたけれど、オレだって長男としてちょっとは頼たよりにされてるのかな、って思えたし。

　……そういえば……。

　……母さんの電話は、いつでもすごくタイミングがよかった……。

　それはいつも、授業が終わって、部室に行くために廊下を歩いている時にかかってきた。

　授業中や部室で騒さわいでる時間に鳴ったりは一度もしなかった。

　オレの脳裏に、店番をしながら何度も時計を見ている母さんの姿が浮かぶ。

　……母さんはきっと、いつもオレのことを思っていてくれたんだ。

　オレは痛む心で思い、それから画面の表示を見る。

『真堂秀隆』

　その名前に、オレはギクリとする。

　……あの男だ……。

「あっ、隆……オレ、ちょっと急用を思い出した！」

「……え……？」

「今日は帰るわ、じゃあな！」

　言って手を振ふり、隆から離はなれるために廊下を走る。

　廊下の角を曲がってから、通話ボタンを押す。

　……意地悪なだけじゃなくて、なんだかタイミングも悪い……。

　……こんなローな気分の時にかけてくるなんて……。

「……はい」

　出した声が、もう最悪に沈しずんでいるのが解わかる。

『陽汰？』

　相手の声は相変わらずの感情の読みとれない美声。

「……そうですけど……何かご用ですか？」

『そろそろ授業が終わった頃だろう。出てきてくれないか？』

「……出てって……どこにですか？」

『今、君の学校のそば……緑みどり山やま駅の前にいる』

　……噓うそ……なんだそれ……？

『そこまで迎むかえに行きたいが、目立つので無理だろう。そしてここにも長いこと駐ちゆう車しやしていられない。すぐに出て来てくれ』

「ちょっと待ってください！　そんな急に言われたってオレにだって用事が……」

『逆らう気なのか？　契けい約やく違い反はんになるが？』

「……契約……」

　オレはそこで、サインをしてしまったあの書類を思い出す。

『すぐに駅まで来てくれ。……じゃあ』

　彼はそれだけ言い……いきなり電話を切ってしまう。

「……噓……」

　オレは、ツー、ツー、という電話の切れた音を聞きながら、呆ぼう然ぜんとする。

「……なんて強ごう引いんなやつなんだ……っ！」

　オレは携帯電話を見つめながら、暗あん澹たんたるため息をつく。

　……今のオレは、まるで、短い鎖くさりにつながれた犬みたいだ。

　……あの優しかった真堂さんが、こんなことをするなんて。

　駅に向かって歩きだしたオレの心が、ズキズキと激しく痛んでいた。

　初めて会った時に思わず見とれて、それからずっと忘れられなくて。

　彼がお店に来る金曜日を、オレは毎週心待ちにしていた。

　なぜか、彼を見るとドキドキした。

　頰ほおが熱くなって、なんだかうまくしゃべれなかった。

　上の兄弟がいないオレはきっと、彼を大好きな兄みたいに思っていたんだと思う。

　……なのに……。

　契約を結んだ夜、オレを押し倒たおしてきた彼の顔を思い出す。

　ちょっとクールに見えるけど、瞳ひとみは優やさしい……いつもの彼とはまるで別人みたいな顔。

　彼は怒おこったような、そしてどこかがとても痛むかのようなつらそうな顔をしていた。

　そしてオレを見下ろしてきたその目は……とても獰どう猛もうだった。

　私はゲイだ、と告白してきた彼の、なぜか苦しげだった声が忘れられない。

　君が欲しい、と言った時の切なげな声も。

　ゲイだと告白されても、不思議と嫌けん悪お感は湧わかなかった。

　オレの中で、ほかのホモっぽいオヤジと彼は、まったく別の次元にいたし。

　……だけど……。

　彼はオレに身体からだを差し出せと要求してきた。

　男とはもちろん、女の子とだってそういう経験のないオレは、その言葉にもちろん動どう揺ようしたけど……それだけじゃなくて……。

　彼が提示してきた契約条件は、オレの心を痛ませる。

　……三年間、服従し、セックスのおもちゃになれ……なんて。

　前の彼は、笑いかけるたび、優しい目でオレを見つめてくれた。

　オレは彼に不思議な親しみを覚え、もしも可能なら、いつまでもそばにいて欲しかった。

　……だけど、彼は違ちがったんだ。

　彼はオレを、ただの欲望のはけ口として考え、たった三年間で壊こわれてしまう期限付きのおもちゃみたいに思っていたんだ。

　大金持ちらしい彼にとって、立て替かえてくれたお金にはきっとたいした価値はない。

　それに高校生が好きらしい彼にとっては……。

　オレは目を上げて、ショーウインドウに映る自分の姿を見る。

　黒い学ラン。羽織ったピーコート。

　……彼が欲しいのは、制服を着た高校生で。だからオレじゃなくても全然いいわけで……。

　かき上げる癖くせがあるからくしゃくしゃになってる髪かみ。

　クラスの女の子たちが、黙だまってればすごく美形だよね、って言ってくれる顔は……でも、爽二みたいに綺麗でもなんでもない。

　着始めて三年目になる学ランは、ちょっとヨレヨレしていて、襟えりのボタンをはずす癖があるから、けっこうだらしなく見えて。

　……本当は、こんなみすぼらしいやつじゃなくて、もっと……。

　オレはため息をつき、それから銀行に行かないとお金が全然ないことに気づく。

　……入学式の日に、生活費を入金するって言ってたよな。

　本当はあの男からのお金を使うのは悔くやしいけど……贅ぜい沢たくをしているわけでもないのに、わずかな貯金を切り崩くずしてのオレと爽二の生活費は、あっというまになくなった。

　敷しき金きん礼金はゼロにしてくれたけど、やっぱりアパートの家賃は払はらわなくちゃいけなくて。

　今まで無む尽じん蔵ぞうに使っていいと思っていたガスも水道も電気も、実は使っただけお金のかかるものだって解って。

　爽二の制服は、合格が決まった時にすぐに父さんと母さんが買ってくれていたけれど……学生鞄かばんとか、授業に必要な参考書とか、まだまだ買わなくちゃいけないものはたくさんあって。

　オレは、自分の金銭感覚、そして社会に対する考えの甘さを痛いほど思い知っていた。

　……もしも真堂さんがあの契約を持ち出してくれていなかったら……。

　オレは銀行に入り、キャッシュディスペンサーの前に立ちながら思う。

　……オレと爽二は今いま頃ごろもうめちゃくちゃになっていたかもしれない……。

　思いながら通帳を入れ、ボタンを操作して……。




　　　　＊




「これ、どういうことだよ？」

　ここは、彼の屋敷のリビング。

　オレはローテーブルの上に通帳を広げながら、彼に向かって言う。

　残金がほとんどないはずの銀行口座に……なんと三十万円もの振ふり込こみがあったんだ。

　振込人の名前は、『シンドウヒデタカ』。もちろんこの男だ。

「生活費をこんなに出してくれなんて言った覚え、ないぞ！」

　今のアパートの家賃が三万円。水道光熱費が節約して一万円。そこから換かん算さんして、生活費っていうのは……せいぜい六、七万円くらいのことだと思ってた。

　オレが叫さけぶと、彼は平然とした顔のままで、

「君が行っている緑山第二高校は、アルバイト禁止だ。しかもこれから毎日のように私の家に通うことになるであろう君に、働いている暇ひまはない。爽二くんと二人で生活し、その中から借金を返していくにはこれくらいの金額は必要だろう？」

　オレは言葉に詰つまる。

「ぎりぎりの生活費だけを私からもらい……百万円ある借金はどうやって返す気だった？」

　彼の言葉に、オレは唇くちびるを嚙かむ。

　……それは、オレが一人でずっと考えてきた問題で。

「……あなたに言う義理はない」

　言うと、彼は手を伸のばしてオレの顔を持ち上げる。

「契約書に書いてあったことを忘れたのか？　私に反はん抗こうすることは許さないよ」

「反抗？　別に暴力ふるったわけじゃないだろ？　言いたくないことだって……！」

　オレが睨にらみ上げると、彼は息が触ふれそうなほどオレに顔を近づけてくる。

「私の命令はすべて聞くこと。……言いなさい」

　彼の顔はいつものように無感情で、だけどその瞳の奥には怒いかりに似た光が煌きらめいていた。

「……学校に内ない緒しよで、バイト……」

「なんの？」

　オレは昨日買ってそのまま鞄に忍しのばせてあるアルバイト雑誌を思い出す。

「……まだ……決めてないけど……」

　言ったけど……それは噓うそだ。

「アルバイトというのは、雑誌で探すものなんだろう？　今、その雑誌を持っている？」

「え？　持ってるけど……」

「出して、見せてくれないか？」

　オレは、彼みたいなお金持ちがこんな雑誌に興味を示すなんて意外だな、と思いながら雑誌を取り出して彼に渡わたす。

　彼はページをバラバラとめくり、そして『サービス業』のところを開く。

「……あっ……！」

　オレは昨日書き込みをしたことを思い出して、慌あわてて雑誌を取り返そうと腰こしを浮うかす。

　彼は片手でオレの反はん撃げきを封ふうじ込め、オレが丸で囲んだ欄らんに目を走らせる。

「……こんなことではないかと思ったんだ」

「なっ、なんだよっ？　だって、ここなんか『楽しいお店でウエイター』をするだけで、時給が一万五千円だし、ここなんか『寂さびしい方のお宅に行って話し相手』をするだけで、一回三万円もらえるんだぞ！」

「ただのウエイター？　話し相手？」

　彼は眉まゆを顰ひそめて誌面を覗のぞき、それからオレの顔をじっと見つめる。

「ただのウエイターに時給一万五千円払う雇やとい主はいない。話し相手に一回三万円払う客も」

「……どういうことだよ？」

　彼が何を言っているのか解わからずに見上げるオレに、彼はまた深いため息をつく。

「君がウエイターをしようとしていた店は、たぶん売春ありのホストクラブで、君が話し相手をしようとしていた客は、最終的にはセックスをすることが目的で君を部屋に呼び寄せる」

「……えっ？」

　オレは彼の言葉に呆ぼう然ぜんとする。

「……本当に……？」

「詳しよう細さいは解らないが、当たらずとも遠からずというところだろう。……君の、社会への認識の甘さは致ち命めい的てきだ」

　彼はアルバイト雑誌を、サイドテーブルの脇わきにあったゴミ箱に投げ入れる。

「……あっ、何するんだよ？　もっと別のバイトでも……」

「アルバイトは禁止だ。私が送金する生活費だけで暮らすこと。……いいね？」

「……そんな……」

「不足なら、言ってくれれば増額する」

「……だけど、オレ……」

「口答えは許さない。君は私の従順な恋こい人びとのはずだろう？」

　彼は言いながら手を伸ばし、オレの頰ほおに指先を触れさせる。

　彼の手はとても美しく、いかにもお金持ちのそれらしくきちんと手入れされていて、その指先はすごく滑なめらかだ。

　指先はオレの頰を滑すべり、オレの唇の端はしに触れてくる。

　指先で、愛いとおしむようにゆっくりと唇のラインを辿たどられて……鼓こ動どうが速くなる。

　オレの身体からだがトクンと疼うずいて熱くなる。

「……や……やだ……触さわるなよ……」

「また口答えだ。恋人として、きちんとマナーを教え込まなくてはいけないようだね」

　逃にげなきゃ、と思うけれど、至近距きよ離りから真っ直すぐに見つめられてそのまま身動きができなくなる。

「知らない人間に身体を売ることを考えれば、この契けい約やくは、君にとっても有利なはずだ」

　彼の指先がオレの顎あごにかかり、そっと顔を上げさせられる。

「相手をするのは私だけでいい。誰だれかに媚こびを売る必要も、乱暴に犯おかされる心配もない」

「……乱暴に……？」

　オレはあまりにも強きよう烈れつな言葉に青ざめ、それから彼の言った言葉の意味に気づく。

「……じゃあ、あなたは、オレを乱暴に犯したりはしない……んだな？」

　もしかして身体の関係だけは勘かん弁べんしてくれるんじゃないか、と思ったオレの期待は、彼の一言でうち砕くだかれた。

「犯さないとは言っていない。乱暴にはしないと言っただけだ」

　青ざめるオレに、彼は息が触れそうなほどに顔を近づけてくる。

「だが、あまりに反抗的な態度をとると、私の理性が吹ふき飛んでしまうかもしれないよ？」

　彼はすごく意地悪な声で囁ささやいて、オレの唇のすぐ脇にそっと唇を押しつける。

「……あ……っ」

　ふわり、と鼻び孔こうをくすぐる、彼のコロンの香かおり。

　柑かん橘きつ系のすごく爽さわやかなコロンだけど……その奥に微かすかなムスクを宿している。

　こんなやつ大だい嫌きらいだ、キスなんかされたくないから逃げなきゃ、頭ではそう思ってるはずなのに……彼のコロンの香りがあんまりにも芳かんばしくて……オレは動くことすらできない。

「……そう。そうやっておとなしくしていなさい」

　こんなことをしているのに、彼の声はなんだか不思議と優やさしい。

「……君が私の恋人であるということは、私は君の恋人だ。怯おびえなくていい」

　なんだか、本当に恋人に囁かれているのだと錯さつ覚かくしてしまいそうなほど。

　顔を近づけられて……でも、どうしても逃げることができない。

「……や……やめろよ……っ」

　囁いた声も、情けなくかすれてしまう。

　そして、ゆっくりと重なってくる彼の唇。

「……んん……っ」

　彼の唇は、男らしい見た目に反して、とても柔やわらかだった。

「……う……っ」

　彼は、愛あい撫ぶするようにオレの唇を甘嚙みした。

　微かな痛みと、それに勝まさる不思議な快感に、オレの身体がヒクリと震ふるえる。

　力が抜ぬけて開いてしまった歯列の間から、彼の濡ぬれた舌が少し強ごう引いんに忍び込んでくる。　>>>♥

「……んう……っ」

　彼のあたたかな舌は、オレの舌をすくい上げる。

「……んくっ……ん……っ」

　チュッと音を立てて、彼がオレの舌を甘く吸い上げた。

「……んんー……っ」

　その、なんだかものすごく淫みだらな感じに、オレの身体に不思議な電流が走る。

　……やばい……どうしたっていうんだよ、オレ……？

　オレの顎を支えていた彼の手がそっと下りて、オレの学ランの襟えり元もとに触ふれてくる。

　開いたままの学ランの襟から指が滑すべり込み、オレのカッターシャツのボタンに触れてくる。

　その感かん触しよくに、オレはハッと我に返る。

　……そうだ、この男はオレ自身に興味があるわけじゃないんだ……。

　彼の唇くちびるが一いつ瞬しゆん離はなれた隙すきに、オレは彼のことを突つき飛ばして立ち上がる。

「こ……この、ヘンタイ野や郎ろうーっ！」

　彼は少し驚おどろいたようにオレを見上げ、それから可お笑かしそうにクスリと笑う。

「キスだけでこの反応か、よほど不慣れなようだな」

「不慣れなんじゃないっ！　要するにあなたは高校生の男子に発情するヘンタイで、だけど学園長の地位を失うのが怖こわいから自分の学校ではその本ほん性しようを現せないんだろっ？」

「……え？」

「だからその欲望を、負い目のある、しかも他校の生徒であるオレに全部ぶつけようっていう魂こん胆たんなんだろっ？　このヘンタイ野郎っ！」

「欲望を全部？　純情そうな顔をしてずいぶんと大だい胆たんなことを言うんだな」

　彼は言ってから、ふいに真ま面じ目めな顔でオレを見つめる。そして声量を落として囁く。

「……それとも、誘さそっているのか？」

　それはまるで横おう隔かく膜まくを揺ゆらされるような低くて甘い声で。

　男っぽい目を少しすがめたところなんか、見とれちゃうほどハンサムで。

　それは、女の人なら残らず腰こし砕くだけになっちゃいそうなほどセクシーな声。

　男はもちろん、女の人ともそんなディープな恋れん愛あい関係なんかないオレは、不覚にもカアッと赤くなってしまう。

　鼓動が、いきなり壊こわれそうなほど速くなる。

　……ち、畜ちく生しよう！　こいつのペースにはまってどうするんだよ？

　……静まれ、オレの心臓っ！

　オレを見つめていた彼が、ふいに可笑しそうな笑えみを浮うかべる。

「どうした？　黙だまったと言うことは図星かな？」

「違ちがう、違う、ちがーうっ！」

　オレは思い切り叫さけび、そして目の前にいる男の憎にくらしいほどハンサムな顔を睨にらみつける。

「契約だからあなたの愛人にはなってやる！　契約だからあなたの好きなようにされてやる！　だけど好きになってやるなんて一言も言ってないからなっ！」

　彼は一瞬怒おこったように眉を顰ひそめ……その迫はく力りよくに、オレは思わず後ずさる。

　そのまま逃げようとしたオレの手首を、彼の手がしっかりと摑つかんだ。

「……あっ……」

　彼はオレの手首を摑んだまま立ち上がる。そしてオレを真っ直ぐに見つめてくる。

「……私は、君のことが好きだよ」

「……えっ……？」

　信じられない言葉に驚いて、オレはそのまま硬こう直ちよくする。

「……これはそう……ある種の賭かけだ」

「……賭け……？」

「……君が私を好きになり、私に抱だかれたいと思う方に賭ける」

　……オレが、目の前のこの男のことを好きになる？

　……しかも、抱かれてもいいほど？

　彼はモデル並のハンサムだし、名門真堂家の御おん曹ぞう司しだからものすごいお金持ちのはずだし、男のオレですらドキドキするようなセクシーな大人の男。

　もしもこんなふうにならなかったら、彼に憧あこがれ続けてたに違ちがいない。……だけど……！

「……オレがあなたを好きになるなんて……そんなこと、あるわけない……っ！」

「……私が嫌きらいか？」

　彼が囁いて手を伸のばし、オレの頰を手のひらで包み込む。

「……き……嫌いだよ。嫌いに決まってるだろ……っ？」

　言った声が、思わずかすれてしまう。

「……それにしては目が潤うるんでいる。頰も赤いし、声も甘い」

「……えっ？」

「……出だしは私が有利だな」

　彼が囁いてふいに身を屈かがめてくる。

「……な、何が有利だよっ……オレは……っ」

　空気が動いたとたんに、彼のコロンが、また、ふわり、と鼻孔をくすぐった。

「……あなたのことなんか……っ」

「……もう一度キスをされてもよければ……」

　オレの理性を狂くるわせるような、甘い甘い声。

「……目を閉じなさい」

　誓ちかって言うけど、オレは男とキスをする趣しゆ味みなんか断じてない。

　ましてや、こんな意地悪男となんか、とんでもない！

「……陽汰……？」

　なのに、低く囁かれたら、まるで催さい眠みん術じゆつにでもかけられたかのようにゆっくりと……。

　……ああ、どうしたんだよ、オレ……？

　閉じてしまったオレの瞼まぶたの上を、彼の手がそっと覆おおう。

「……なかなか見所があるな」

　視界を奪うばわれたオレの唇に、あたたかな息が触れてくる。

「……あ……」

　そのくすぐったさに、身体からだが震えてしまう。

　……逃にげなくちゃいけないのに……っ！

　唇に触れてくる、柔らかくてあたたかな感かん触しよく。

　……これは、彼の唇……。

　さっきと同じように、唇で唇を愛撫し、それから感じやすいところにそっと歯を立てる。

　オレが身体を震わせたのを確かめてから、そっと柔らかな舌が滑り込んでくる。

　……ああ……これが、彼のキスなんだ……。

　思ったら、なぜか身体の奥がズキリと甘く痛んだ。

　彼とキスするなんて嫌いやだ、と思うのに、どうしても彼を突き飛ばせない。

　彼の逞たくましい腕うでが、オレの腰こしを強く引き寄せる。

　彼の唇が、オレの唇に深い深いキスをする。

「……んんー……っ」

　力の抜けた唇の端はしから、飲みきれなかった唾だ液えきがゆっくりと滑り落ちる。

　……ああ、どうして……？

　全身がジワリと熱くなり、なぜだか泣いてしまいそうになる。

　チュプッという濡れた音を立てて、彼が名な残ごり惜おしげにオレの唇を解放する。

「……ば、ばかやろう……っ」

　オレは最後の力を振ふり絞しぼって囁ささやくけど、それも甘くかすれて吐と息いきにしか聞こえない。

　いくらものすごく巧たくみだったからって、キスに翻ほん弄ろうされてしまった自分が、なんだかすごく情けなくなる。

「……可か愛わいいよ、陽汰」

　囁かれて赤くなってしまうところが、泣きたいほど悔くやしい。

　……ああ、どうしてオレ、こんなふうになるんだろう……？

「……さてと」

　彼が、さっきまでのことなんか忘れたかのように平然と立ち上がる。

「……夕食につきあってくれないか？」

「えっ？」

　もしもこんな関係になっていなかった時なら、彼に食事に誘われたらきっと有う頂ちよう天てんでついていっただろう。

　……だけど……。

　オレは彼をキッと睨みあげる。

　……こいつと一いつ緒しよじゃ、どこに連れて行かれるか解わからない！

「ええと……」

　ソファから立ち上がりながら、オレは口ごもる。

　……なんとか逃げられるいいわけを考えなきゃ。

　……爽二は今日は親しん睦ぼく会で遅おそくなるって言ってたけど、やっぱり弟のことをいいわけにするのが一番妥だ当とうな線で……。

「……あの……爽二の夕食を作ってやらなきゃならない。だから帰る」

「爽二くんが？」

「……え？　あ、うん。おなか空すかしてるといけないし……」

「ふうん」

　彼が、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの向こうからオレをジッと見つめてくる。

　前は、知的でクール、とか思ってたその視線が、今はなんだかとっても怖こわい。

「今日はクラスごとの親睦夕食会の日だ。爽二くんは帰りが遅いはずだが……？」

　……うっ……バレバレ……！

　あっさりと噓うそを見み抜ぬかれたことに、オレはカアッと赤くなる。

　……解ってるならすぐ言えよ……っ！

「契けい約やくした早々、そういう噓をつくとはね」

　彼の言葉に、オレはギクリとする。

「さっきのアルバイトのことといい、今のことといい……君の言葉はすぐに信用してしまっては危険かもしれないな」

　あきれたようにため息混じりに言われて、オレの頭に血が上る。

「な、なんだよっ！　先に噓をついたのはあなたの方だろっ？」

　オレは拳こぶしを握にぎりしめて叫さけぶ。彼は心外だ、という顔でオレを見下ろす。

「私がいつ君に噓をついた？」

「だって、この間までのあなたは、親切で、優やさしくて……だけどそれって噓じゃないか！」

「……噓？」

「だって本当のあなたはこんなに意地悪で、冷血漢でっ！」

　叫んでいたら、なんだか泣いてしまいそうになる。

「オレ、ずっと、あなたのこと、こんな兄さんがいたらいいな、とか思ってたのに！」

　彼は、拳を握りしめて立つオレを見つめ、何かを考えるかのように黙だまる。それから、

「兄弟のように思われたりなどしては、困るな」

　彼の突つき放はなすような言葉が、オレの心にグサリと刺ささる。

「どうせオレの家はただの庶しよ民みんで、だけどあなたの家はこんなにお金持ちでっ！　だからそんなふうに思われたら迷めい惑わくなんだろっ？」

　オレはソファの上に置いてあった鞄かばんを摑つかみ、彼を睨にらみ上げて叫ぶ。

「そんならもう食事になんか誘さそうなっ！　オレみたいな貧びん乏ぼう人と一緒に食事したってつまんないだろ？……帰る、さよならっ！」

　……ああ、オレ、なんでこんなに怒おこってるんだろう？

　……しかも、なんだか今にも涙なみだが溢あふれそうだし。

　……どうしちゃったんだよ、オレ？

　オレは鞄を抱かかえてドアの方に走り出そうとし……。

「待ちなさい」

　オレの腕を、彼の手が強く摑んだ。

「どうしてそんなに怒っているんだ？」

　オレは摑まれた腕をもぎ離はなそうとして、必死で暴れる。

「知らないよっ！　離せよっ！　離せってばっ！」

「……陽汰」

　ふいに低くなった彼の声に、ギクリとして動きを止める。

　振り向くと、彼は真意を読みとろうとするかのような厳しい顔でオレを見つめていた。

「何を荒あれている？　学校で何かあったのか？」

「……え？……あ……」

　彼が、前からとても鋭するどい人だったことを思い出す。

　落ち込んでた時も、嬉うれしいことがあった時も、彼はオレの顔を見るとすぐに、何かあった？　と聞いてくれた。

　彼を心から信しん頼らいしていたオレは、本当の兄にするように、彼にいろいろなことを告白してしまった。

　テストの点が悪くて担任にお小言を言われたこと。

　サッカーの校こう外がい試合で三位に入れたこと。

　……だけど、今の彼には……。

「あなたに言う義理はない」

　睨み上げるオレを、彼は厳しい目で見下ろす。

「恋こい人びとである私に、隠かくし事をするのか？」

「恋人じゃなくて愛人だろっ？　だってこんな関係、あんたが一方的に……」

　言いかけたオレの身体を、彼の腕がグッと引き寄せる。

「そんなに憎にくらしいことばかり言うのなら、一方的な関係ではなく、特別な関係にしてしまってもいいんだが？」

「えっ？　特別な……？」

「特別な関係になるのは簡単だ。こうして……」

　彼は身を屈かがめ、いきなりオレの身体からだを抱だき上げる。

　驚おどろいたオレの手から、鞄が床ゆかに落ちる。

「うわっ！　何するんだよっ？」　>>>♥

　驚いている間に彼はオレの身体をやすやすと運び、ソファの上に押し倒たおす。

　そのままのしかかられそうになってオレは青ざめる。

「来るなっ！　なんでこんなこと……あっ！」

　彼の胸を押し返そうとしたオレの両手を、彼が片手でまとめて摑む。

　スマートで都会的な見かけとは似合わず、彼はすごく力が強かった。

　摑まれた両手が、頭の上に押し上げられる。

「……やめろよっ！　離せ、離せってばっ！」

　長いことスポーツをやってるし、背だって小さい方じゃない。

　サッカー部じゃずっとレギュラーを張ってきたし、だからオレの筋力が平均の高校生よりも弱いとは思えない。

　……だけど。

　ソファのクッションにグッと両手首を押さえつけられて、オレは圧あつ倒とう的てきな力の差を感じる。

「……あ……」

　そのままのしかかられて、完かん璧ぺきに身動きがとれなくなる。

　……もしもこのまま無理やりされてしまったら、オレは抵てい抗こうできない。

　こんなに簡単に自由を奪うばわれてしまったことが、すごく悔しい。

　……どんなに大人ぶっても、オレはまだ社会的にも、肉体的にも、まだまだ子供なんだ。

　急に、不思議な寂さびしさが胸に湧わき上がる。

　オレには、自分の力で爽二を守る力すらなかった。

　しかも、この男の力が借りられなかったら、きっと生きていくことすらやっとで……。

「……う……っ」

　オレは涙をこらえようとして必死で唇くちびるを嚙かむ。

「陽汰」

　彼はオレを押さえつけたまま、なんだかちょっと心配そうな声で、

「どうして泣く？　やはり学校で何かあったのか？」

「違ちがう！　あなたにこうして押さえつけられちゃう、ひ弱な自分が情けないんだよ！」

「……え？」

「爽二を支えるだけのお金がない。しかもあんたに力で押さえ込まれて……」

　いきなり視界が曇くもり、オレは慌あわてて横を向く。

　こらえきれなかった涙が溢れて、目め尻じりを滑すべり落ちた。

「……自分がこんなにか弱いガキなんだと思ったら、なんだか泣けてきた……」

「……陽汰……」

　彼が、なんだか急につらそうな声で言い、オレの上からどいて両手首を離す。

　このまま何かされるんじゃ、と心の中で思っていたオレは、彼が立ち上がったのを見て心からホッとする。

　爽二のためだからどんなことでも、と思うけど、やっぱり男にヤラれるのは怖こわい。

　それに、オレを無理やり抱こうとしているのが、この間まであんなに慕したっていた彼だってことが……ますますオレを落ち込ませる。

　ソファに座り直し、深いため息をついたオレに、彼が手を差し出す。

「……え？」

「よかったら……私と一いつ緒しよに夕食を」

　見上げた彼の顔は、光線の加減か、それともオレの見間違いか……ともかく、こんな関係になる前みたいに優しく見えた。

　オレが大好きだった頃ころの、彼みたいに。

「……陽汰？」

　囁ささやかれて、オレの手が勝手に上がってしまう。

　彼はその美しくて大きな手で、オレの手をそっと包み込む。

「……あ……」

　彼の手はお金持ちらしくとても滑なめらかで、そしてふわりとあたたかかった。

　その手のひらのあまりの心ここ地ちよさに、オレの頰ほおが思わず熱くなってしまう。

　彼は優やさしい仕草のままでオレの手を引き、オレをソファから立たせてくれる。

「ダイニングに行こう。君が来るというのでシェフが張り切って腕うでを振ふるったんだ」

　耳に顔を寄せ、囁くようにされて、不覚にも鼓こ動どうが速くなってしまう。

　……ああ、彼は恋人に、こんなセクシーな声で囁くんだろうか？

「君が帰ると言ったら、シェフはとてもがっかりするだろうな」

「わ……解わかった。行くよ、行くってば」

　言うと、彼はうなずき、身を屈めてサイドテーブルの電話を取り上げる。

「……私だ。ダイニングに行きたいのだが、食事の準備は？」

　言ったところを見ると、これは執しつ事じさんへの直通電話なんだろう。

　……昔の映画で、貴族の人が紐ひもを引いて執事さんを呼び出してたのがあったけど……あれの現代版？

　……どっちにしろ、使用人さんがいて、彼らを日常的に使ってるってすごいことだよね。

「解った。では、すぐに」

　彼は言って受話器を置く。オレを振り向いて、

「食事の準備はもうできているそうだ。……行こう」

　彼は言って、恋人にするような仕草でオレの肩かたをそっと抱く。

　オレの心臓が、またトクンと高鳴ってしまう。

　彼に肩を抱かれ、リードされて豪ごう奢しやな廊ろう下かを歩く。

　オレはなぜか抵抗できないまま、頰を赤くする。

　……優しくするなんて、反則だ……！

　思うけど、なぜかその腕を振り払はらうことができない。

　……ああ、どうしてオレ、抵抗できなくなっちゃうんだろう……？







真堂秀隆







「すっごい、美お味いしいよ！」

　陽汰が、無む邪じや気きな様子でシェフに向かって言っている。

　いつも無愛想な私の面めん倒どうばかり見ている執事も、シェフも、今夜はとても嬉うれしそうだ。

　ここは、屋や敷しきのダイニングルームのうちの一つ。

　二つあるうちのもう一つは晩ばん餐さん用のスペースで、アンティークの家具と二十人は座れる長いダイニングテーブルのある、公式の来客用の部屋だ。

　そしてここは私が日常的に使っているダイニング。

　白い大理石の床ゆかを持つ、ガゼボ風の八角形の部屋で、大きく取ったフランス窓から、木々の茂しげる庭を見み渡わたせる。

　陽汰はこのダイニングが気に入ったらしく、綺き麗れいだ、と天てん井じようを見上げ、ライトアップされた庭を覗のぞいて……とても機き嫌げんがいい。

　今夜は、シェフが、腕をふるいますので、と言ったのがうなずけるメニューだった。

　トリュフを散らして作ったフォアグラのテリーヌは、うっとりするようなコクがあり、滑なめらかな舌した触ざわりで、いつものことながら絶品だった。

　これもシェフ自じ慢まんの、フランス田舎いなか風のライ麦パン。

　生野菜と、シェリー酒の香かおりのコンソメジュレをたっぷりと添そえた、オマール海え老びの冷製。

　奮発して高いボルドーワインをたっぷりと使ったらしい、香り高たかい牛肉のワイン煮に込こみ。

　デザートには、さっぱりとしたレモンのソルベ。

　……そして。

　陽汰の賛辞に嬉しそうにしていたシェフが、ふいに私の方を振り返る。

「秀隆さま、そろそろ我が慢まんも限界ではないですか？」

「限界って？　まさか……っ」

　なにかセクシーなことでも考えたのか赤くなる陽汰に、私は眉まゆを上げてみせる。

　私と彼との契けい約やくは、正義感の強い使用人たちにはもちろん秘密だったからだ。

　陽汰はそれを敏びん感かんに察したようで、シェフと執事の顔を見比べて言葉を切る。

「秀隆さまは、食事の時にはいつもワインを召めし上がるのです。が、今夜は未成年の陽汰さんとご一緒なのでまだお飲みになっていないのですよ」

　執事がいらないことを言ってしまう。

「なんで我慢するの？　そんなことしなくてもオレに飲む許可をくれればいいんだよ」

「ダメだ。君はまだ未成年だろう？　二十歳はたちになったら嫌いやというほど飲ませてあげるよ」

「えええーっ？」

　陽汰はとても不満そうに声を上げる。

「父さんと同じことを言ってる！　歳としは未成年だけど、もうオレは立派な大人なのに！」

「君の年代の子供は、みんなそう言うんだよ。……今日のフロマージュは？」

　シェフに言うと、陽汰は不満そうに頰を膨ふくらませる。シェフは笑いながら、

「クロタン・ド・シャヴィニヨル、ブルビ・ピレネー、ポンレヴェック。そしてフランスの農家から今朝ほど上等のルブロションが届きました」

「いいルブロションがあるのなら、シャトー・ベイシュヴェル、一九九七年でいい」

　ソムリエとしての知識も豊富なシェフは満足げにうなずく。

「かしこまりました」

　彼がダイニングを出ていくと、陽汰は目を丸くして、

「今の、何？　オレには呪じゆ文もんみたいにしか聞こえなかったけど？」

「ああ……食後のチーズの種類を聞いた。ルブロションというのはサヴォア地方特産のしっとりとしてコクのあるチーズだ。シャトー・ベイシュヴェルは、フランスはボルドー地方、サンジュリアン地区にあるシャトーで作られているワインだ。高価ではないが上品な赤で、ルブロションとの相あい性しようはとてもいいんだ」

　私は長々と言ってしまい、陽汰は聞いてはいないかな、と思って目を上げるが……意外にも陽汰はキラキラと目を輝かがやかせて私を見つめていた。

「そうかぁ。チーズの種類によっても、合うワインって違ちがうんだね。チーズってこってりしてるから、どれでもドイツの辛から口くちの白かなんか合わせればいいのかと思ってた」

　……彼のこんなに楽しげな口調は、私たちがこんな関係になってから初めて聞いたな。

　私は少し感動してしまい、それからもっと彼を喜ばせてやりたい、と思う。

「そうだね。とても香りのきついロックフォールなどだと、極ごく甘口のデザートワインに近いものを合わせることもある」

　言うと、陽汰はテーブルの上に身を乗り出す。

「へえ～、ロックフォールってあのカビがはえてるやつだろ？　一回、父さんが店に置くのにどうだろうって安いロックフォールを買ってきたことがあった。でも、めちゃくちゃ臭くさくて、食べたらすごく辛からくて……家族全員の反対で、却きやつ下かされたんだ」

「香りや辛さは、熟成の度合いや生産者によって、大きく変わる。本当に上等なものは、クリーミーな中に上品な辛味があり、それを癖くせのある香りが引き立てて……そうとう美味しいものなのだが」

「へえ～、そういうのなら食べてみたいなぁ」

「取り寄せるように言っておく。とても美味しいロックフォールを食べさせてあげるよ」

「そうしたら、それに合ってるワインも飲ませてもらえる？」

　いたずらっぽい上うわ目め遣づかいに見上げてくる彼は、気が遠くなりそうなほどに可か愛わいらしくて……私の心が切なく痛む。

　……いつでもこんな目をして見つめてもらえたら……どんなに幸せだろう？

「二十歳になったら、いくらでも」

「なんだよー、ケチっ！」

「お待たせしました」

　いつになく楽しそうに笑えみを浮うかべたシェフが、いろいろな種類のチーズと、何種類かのブドウの房ふさが盛り合わされた籠かごを持ってきて、テーブルクロスの上に置く。

「ブドウだ！　オレ、ブドウ、好きなんだ！　だけどこれ、小こ粒つぶのわりに色が濃こくて……初めて見たな」

「……食べてごらん」

　濃い紫むらさき色いろのブドウの房から、陽汰の指がブドウを一粒千切る。そして大だい胆たんにもそれを皮ごと口の中に放ほうり込んで嚙かみ……。

「何これっ？　なんか変なブドウ！　皮と種ばっかりって感じ！」

「君が食べたのは、カベルネ・ソーヴィニオン。シャトー・ムートンや、シャトー・マルゴーはこのブドウからできている」

「ワイン用のブドウって……あっ……」

　いぶかしげに睨にらんできた彼の顔に、ふいにうっとりとした表情が浮かぶ。

「……食べにくいけど……すんごいいい香りがするし、甘いよ、これ……」

「一いつ般ぱんに、ワインを作るブドウは生食用には向かないとされているが……まずいブドウから美味しいワインができるわけがない。食べづらいだけで、美味しいものなんだよ」

　私は色や大きさの違うブドウの房を指さしながら、

「この粒が大きいのがメルロー。シャトー・ペトリュスができるので有名だ。マスカットに似ているのがシャルドネ。シャンパンはこれから作られる。これがセミヨン。これにボトリティス・シネレア菌きんがついて黴かびが生えると、最高級の貴き腐ふワインができる」

　陽汰は次々にブドウを摘つまみ、その香りと甘さを確かめている。

「たしかに食べづらい。だけど、めちゃくちゃ美味しいかも……！」

　感動したように言う陽汰を、シェフがあたたかな目で見ている。

「味がよくお解わかりのようです。チーズと一いつ緒しよに送らせたばかりの、第一級の畑で採れたブドウばかりですから。傷いたみやすいものですし、日本ではなかなか食べる機会はありませんよ」

「へえ、じゃあ、これを食べられたオレってラッキーだったんだね？」

　無邪気な声で言う陽汰は、本当に、会ったばかりの彼のようで……私の心が痛んだ。

「オレもワインが飲めたらなぁ」

　その声は、彼が本当にその日を待ちわびていることが伝わってきた。

　執しつ事じが、少しならいいのでは？　という顔で私を盗ぬすみ見ながら、ワインをグラスに四分の一ほど注ぐ。

　私がグラスの脚あしではなく台を持ち、白いテーブルクロスの上で傾かたむけると、陽汰はまた目を輝かせて私を見つめる。

「ねえ、それってテイスティングってやつだろ？　父さんが一人でよくやってた」

「やり方が知りたい？」

　聞くと、彼は好こう奇き心しんに顔を輝かせながら何度もうなずく。

「知りたい！　教えてよ！」

　私と陽汰の関係を知らない執事とシェフは、微ほほ笑えましげに陽汰を見、お二人でごゆっくり、とでもいうようにダイニングをそっと出ていく。

「まず、テイスティングに使うグラスは、晩ばん餐さん用のものとは別に、国際基準協会が定めた一定のサイズのものを用意する。ちなみにグラスの高さが百ミリ、脚の高さが五十五ミリ、口の口径四十六ミリ、一番太い部分の口径が六十五ミリ。ガラスの厚さは〇・八ミリで誤差は〇・一ミリ以内でなくてはいけない。……君のお父さんも、きちんとそれを使っていたよ」

「そうなんだ。知らなかったぁ」

　私はグラスの台部分を持った手を示して、

「まず、脚か台の部分を持って、斜ななめに持ち上げる。角度は四十五度、白いテーブルクロスか壁かべをバックにして色と透とう明めい度を確かく認にんする」

　陽汰は楽しそうにうなずく。

「うん、うん。父さんも、ちゃぶ台に白いナプキンを敷しいてやってたよ」

「一般的に、ボジョレー・ヌーボーは紫がかった赤。五～六年もののボルドーはレンガ色を帯びた赤。十年以上のボルドーは褐かつ色しよくがかった赤。そしてさらに茶色がかったものは……」

「解った！　ヴィンテージワインってやつだろ？」

「劣れつ化かして、すでに飲めないワインだ。透明度が低く、かなり濁にごっているものも同じだよ」

　私が言うと、陽汰はがっくりと肩かたを落とす。

「それから、鼻にグラスを持ち上げ、香かおりを確認する。香りには二種類あって、一つは原料になったブドウそのものの香り、次にワインとして発はつ酵こうする時にできる香りだ」

「ああ、ピーマンの香りがどうのこうのとか、ハチミツの香りがどうのこうのとか、ろうそくの香りがどうのこうのとかいうやつだろ？　父さんは飲ませてくれなかったから解らないけど、そんなワインなんか美お味いしいわけ？　ピーマンやろうそくの香りがするなんて！」

　彼の正直な言葉に私は思わず微笑んでしまう。

「別にいきなりピーマンの香りがするわけではない。鼻の奥で味わい、複雑な香りの奥に感じられる、青味や熟成度をそう表しているだけだ。ちなみに、ピーマンの香りというのは熟成されたカベルネ・ソーヴィニオン、ハチミツというのは上等の貴腐ワイン、そしてろうそくというのはどっしりと重みのあるやはり上等の赤ワインによく出るものだ」

　言うと、陽汰は少し驚おどろいたように目を丸くする。

「上等の？　父さんは、よくそんなこと言ってたけど……うちってそんなに高いワインをたくさん買えるほど裕ゆう福ふくじゃなかったし、あれってハッタリ？」

　私はかぶりを振ふって見せて、

「値段が高ければ上等とは限らない。よいワインを見分ける知識と審しん美び眼がんを持っていれば、決して高くないワインの中からでも上等のものを手に入れることができる。……君の家族が思っていたよりもさらに、君のお父さんは偉い大だいな人だったんだよ」

　言うと、彼は目を見開き……それからふいにふわりと涙なみだぐむ。

「あはは、本当？　そうかぁ。……ねえ、続きは？」

　涙をこらえ、強がって笑い飛ばす顔がとても健けな気げで……私の心がズキリと痛む。

「グラスを回してもう一度空気に触ふれた時の香りを確認するのだが……この時に気をつけなくてはいけないことがある」

「何？」

「ワインは必ず、反時計回りに回すこと。時計回りに回すと、ソムリエに眉まゆを顰ひそめられる」

「なんで？　どっちだって関係ないじゃん！」

「ワインを勢いよく回し過ぎたとする。反時計回りに回した時には、跳はねた雫しずくは自分の方に向かって飛んでくる。だが、時計回りに回していると、跳ねた雫は隣となりに座ったゲストの服を汚よごすことになるからだ」

「えっ？　本当？」

　陽汰は自分の前にある、ミネラルウォーターの注がれたクリスタルのグラスを持ち上げて、それを実じつ践せんしてみる。

「あっ、そうかも！」

「これはテイスティングをする時の基本的なマナーなんだよ」

　私は言って、ワインを反時計回りに回し、香りを確認する。

　陽汰が、ミネラルウォーターのグラスで真ま似ねをしているところが微笑ましい。

「上等のワインほど香り高く、余よ韻いんも深い。日常的に飲まれるワインほど香りが弱い」

「ふう～ん」

「そして、ワインの雫……ティアーズと呼ばれるのだが……が、グラスの内側を伝って落ちる速度を確認する。アルコール度が高いものほど落ちる速度が速い」

「へえ～」

「それからワインを少しだけ口に含ふくみ、舌の上に転がして、味をみる。その時に確認するのは、渋しぶ味み、酸味、余韻、そして舌を刺し激げきする強さ……収しゆう斂れん性だ」

　私がワインを一口含んで味を確かめると、陽汰も真似をしてミネラルウォーターを一口含み、口の中で転がしている。私はそのワインをゆっくりと飲み込み、

「飲み込む時に、鼻び孔こうを抜ぬける香り、喉のどごし、後味を確かめる」

　言うと、陽汰は真ま面じ目めな顔で、ミネラルウォーターをゴクリと飲み込む。

「うう～ん……水の味。美味しい水だけど」

　言って、私のグラスに残っているワインをうらやましそうに見る。

「その、残っている分だけでいいから……飲ませてもらえない？」

「未成年に？　私はこう見えても教育者なのだが？」

「オレはあなたの生徒じゃないし、ここは学校じゃないよ」

　彼の言葉を私は少し考えてから、

「……飲ませてあげてもいい」

「本当っ？」

「……おいで」

　言うと彼は嬉うれしそうに椅い子すから立ち上がり、テーブルを回り込んで私の横に立つ。

「飲ませてもらえるのだから、きちんとテイスティングができる？」

「できる、できる！」

「それなら、隣に座って。目を閉じなさい」

　彼は私の隣の椅子に座り、目を丸くする。

「へっ？　だけど、色とかも見るんじゃないのか？」

「今夜は味だけでいい。……目を閉じなさい」

　言うと、彼は戸と惑まどいながらも従順に目を閉じる。私は、彼が目を閉じたことを確かめて、自分が椅子から立ち上がる。

「今から君にワインを飲ませる。……きちんと味わうんだよ」

　言いながら指先で顎あごを持ちあげてやると、彼は少し驚いたように身体からだを震ふるわせ、それから目を閉じたままでうなずく。

　私は、彼の睫まつ毛げの長さと、目を閉じた彼の顔立ちの美しさに見とれる。

　グラスを傾かたむけてワインを一口含み、そのまま、彼の唇くちびるにキスをする。

「……ん、く……っ！」

　驚いたように身体を震わせる彼の口こう腔くうに、ゆっくりとワインを流し込む。

「……ん……」

　コクン、と音を立てて、彼がワインを飲み込む。

「……あぁ……」

「未成年の君には……」

　目を閉じたまま、睫毛を震わせる彼の唇に、もう一度キスをする。

「……こうしてワインを飲ませることにしよう」

「……あ……」

「グラスから飲んだらお仕置きをするよ。覚えておきなさい」

　彼は恥はずかしげに呻うめき、それからパチッと瞼まぶたを開く。

「なんだよ、それっ？」

　言って、私の胸を押しのけて立ち上がる。

「グラスから飲ませてくれたっていいじゃんかっ！」

「君は未成年で、私は教育者だ。許可はできないな。それに……」

　私は彼を横目で見てやり、

「……とても美味しそうに飲んでいたようだが？」

「うっ！」

　彼は呻いて真っ赤になり、鞄かばんを拾い上げてドアの方に走りだす。

「かっ、帰るよっ！」

　叫さけんで走り、ドアのところで振り返って、

「キスしたって文句は言えないけど……オレの心まで自分の物にできると思うなよ！」

　叫んで、ドアから走り出ていく。

　……まるでライオンの子供だ。

　私は、彼の走り去る足音を聞きながら思う。

　……誇ほこり高く、そして力では屈くつ服ぷくさせることができない。

　強い力で押さえつけようとすればするほど、彼は必死で抵てい抗こうし、その心の中で嫌けん悪お感を大きく育てていくだろう。

　……こんなに愛いとおしいのに……。

　私は思い、つらいため息をつく。

　……欲しいと思えば思うほど、彼からは逆に嫌きらわれることになるなんて。

　前は人なつこい顔でいろいろな相談を持ちかけてくれた彼が、今はまるで敵でも見るような顔をして、プライベートなことを隠かくそうとする。

　もしも彼が慎しん重ちような性格の子ならこんなに心配しなくてもいいのだろうが……彼は不思議なほど世間知らずで、目を離はなすと何を始めてしまうか解わからないような、危あやうさがある。

　しかも、自覚はまったくないようだが、彼は見れば見るほど……驚おどろくほど美しい。

　彼は弟の爽二くんの儚はかなげな美しさを賞賛し、心配しているようだ。

　……しかし。

　兄の陽汰には甘えている様子だった爽二くんだが、学園で見る彼は少し違ちがっていた。

　爽二くんには、気に入らない人間はきっちりと拒きよ絶ぜつする、と宣言しているような、潔けつ癖ぺきな雰ふん囲い気きがある。

　それに、抜ばつ群ぐんの成績のよさも相まって、彼は早くも学園のカリスマになりつつあり……とても気安く手を出せるような雰囲気ではない。……それに比べて。

　私に対してはなんとか拒絶の姿勢を取り始めるようになってきた陽汰だが、それでもまだ本気で抵抗することができない。

　キスを迫せまれば嫌いやがるが、最後には目を閉じてしまう。押し倒たおされてのしかかられれば暴れるが、力で敵かなわないと解ったとたんにふいに抵抗をやめておとなしくなってしまう。

　……私だからやめてあげることができたが……。

　私は、抵抗をやめた彼がどんなに色っぽく見えたかを思い出して、心配に心を痛ませる。

　……ほかの男だったら、絶対に我が慢まんすることなどできなかっただろう。

　このままの彼を世間に解き放ったら大変なことになる、という思いが改めて湧わき上がる。

　彼は、自分が、その気のあるゲイの男たちの欲望を果てしなく刺激してしまうタイプだとは……夢にも思わないだろう。

　彼のやんちゃそうな様子、煌きらめく黒い瞳ひとみ、そして青年期に入りかけた危うさは、その気のある男にはとてつもなく色っぽく見えるはずだ。

　私の脳のう裏りに、爽二くんの入学式の時のことが甦よみがえる。

　彼にしつこく話しかけていたのは、現生徒会長の小宮光輔の父親で、現ＰＴＡ会長でもある小宮光三郎だった。女性と結けつ婚こんし、光輔という子供をもうけてはいる。婿むこ養よう子しに入った小宮家の会社で取とり締しまり役やくを務めている彼は、ほかの保護者たちからの信しん頼らいもあついが……私はどうしてもあの男が信用できない。性せい癖へき的に言っても彼はストレートではないだろう。たぶん、男女両方に興味のあるバイだ。

　前学園長である伯お父じの代からＰＴＡ会長を務めている彼をいきなりクビにすることはまず無理だったが、できれば学園に関かかわって欲しくないタイプの人間。私は彼を危険な男として認にん識しきしている。……しかも。

　さすがに自分の息むす子こと同じ学校の生徒に手を出すことには気が引けるのか、彼は目をギラつかせるだけで、今までは特に問題を起こしたりはしなかった。

　だが、入学式に来た陽汰を見る彼の目は、まるで獲え物ものを見つけたハイエナのようで。

　基本的に、明るく人なつこい陽汰は、なんの疑いもなく小宮光三郎と談笑していた。

　この学園では保護者会も頻ひん繁ぱんに行われるし、保護者参加の行事も多い。陽汰はこれから爽二くんの保護者としてこの学園にたびたび出入りすることになるだろう。

　しかも、ＰＴＡの会長と新入生の保護者という関係では、陽汰の立場はとても弱い。

　……陽汰に目を付ける男は、これからどんどん増えるはずだ。

　……陽汰のことは、どんなことをしても私が守らなくては。

　私は、彼のご両親の優やさしい笑え顔がおを思い出す。

　金銭的には裕ゆう福ふくだが両親のあたたかさを知らずに育った私は、どこかがきっと欠けている。

　だが、陽汰の家族と話している時、私は自分が少し優しい人間になれた気がした。

　あんなにあたたかな家族の存在があったことは、私の心を本当に慰なぐさめてくれた。

　……息子さんのことは、私が絶対に守ります。

　私は心の中で彼のご両親に誓ちかう。

　……ご安心ください。







速川陽汰







「遅おそい、遅いっ！」

　門の前に立っていたオレは、足あし踏ぶみをしながら叫ぶ。

「何やってたんだよ、隆っ！」

「ごめん、ごめん！　行きがけに母さんに捕つかまっちゃって」

　走ってきた隆は息を切らしながら言う。

「試合が始まっちゃうだろっ！　さっさと行くぞっ！」

　オレは隆の手を引いて、清祥学園の裏門をくぐる。

「やっぱり日本一と言われるお金持ち高校は、豪ごう華かだよなあ」

　隆が、ノンキに辺りを見回しながら言う。

「しかし、爽二くん、入学早々いきなり試合に出られるなんてすごいじゃないか」

「だろ？……なんて」

　日曜日。今日は爽二の入ったテニス部の練習試合だ。

「本当はレギュラーじゃなくて、新入生同士の前座試合みたいなものに出るらしいんだけど」

　入学して間もない爽二がレギュラーになれるわけがなかった。だけど、強きよう豪ごうで知られている清祥学園のテニス部で、新入部員同士の試合の選手に選ばれるだけでもそうとう偉えらい。

「だけど爽二くんならすぐレギュラーだろうなあ。中学の時だって部長だったんだから」

　そう。爽二は中学の時からめちゃくちゃテニスが上手で。

　部長なんて柄がらじゃないんだよね、って照れながらも三年間部長をつとめ、全国大会にも出場してなかなかの成績を上げていたんだ。

「そうだろ？　爽二になら、どんなに強くても相手校の生徒はボロ負けだぜ！」

「……あっ」

　隆がオレの肩かた越ごしに後ろに視線を流し、ちょっと慌あわてたように言う。

「え？」

　オレが振ふり向こうとした時……、

　ドンッ！

　後ろから、いきなり肩かたにぶつかってきたやつがいる。

「……えっ？」

　振り向くと、そこには黒いジャージを着た、五、六人の男子が立っていた。

　胸には『渋三』の文字。肩に大きなスポーツバッグ、手にはテニスのラケット。

　これは……今日の爽二たちの試合相手、渋しぶ谷や第三高校のやつらだろう。

　テニスっていうと爽さわやか、っていうイメージがあるけど……茶ちや髪ぱつや金髪にピアスの彼らはどうみても一ひと癖くせありそうで、ラケットが凶きよう器きに見えてくる。

　……うわ、なんて柄の悪い連中なんだ！

「よう。ぶつかったんだからおわびくらい言えよ」

　一番先頭に立っていたピアスの男が、オレを見下ろしながら言う。

　隆が、逃にげよう、というようにオレの腕うでを引っ張っている。

　……だけど。

「あれ？　なんか誤解してませんか？　ぶつかってきたのはそっちですよね？」

　オレはわざとにっこり笑ってやりながら、言う。

「おわびくらい言ってくださいよ」

「……なんだと？」

　男は一いつ瞬しゆん顔色を変え、だけどふいに可お笑かしそうにフッと笑う。

「いいねえ。その根こん性じよう。スポーツマンとして見習わなきゃいけないかなあ。……ところで」

　彼はオレの顔を覗のぞき込み、

「ソウジって誰だれだよ？　レギュラーか？」

　オレは話を聞かれていたことにちょっと青ざめる。だけど、もうリセットはできない。

「爽二はオレの弟だ。爽二に何かしたらオレが容よう赦しやしないからな！」

「ソウジ……ソウジ……？　そんなやつレギュラーには……」

　マネージャーらしいやつが、試合ノートを取りだしてチェックしちゃってる。

「……あっ、これか？　速川爽二！　レギュラーじゃなくてまだ一年か？」

　バカにしたように言って笑う。

「うるさい！　爽二はまだ一年だけどメチャクチャ強いんだからなっ！」

「へえ、そりゃ面おも白しろいや」

　ピアスの男が、後ろにいた少し小こ柄がらなやつを前に出させる。

「こいつ、一年同士の試合に出るおれの弟。おまえの弟と戦う相手だ」

　よく見るとピアス野や郎ろうによく似た顔の金髪の彼は、可笑しそうにオレに笑いかける。

「爽二とかいうおまえの弟、めちゃくちゃに負けさせちゃっていい？」

「うるさい、うるさいっ！」

　オレは拳こぶしを握にぎりしめて叫さけぶ。

「爽二は絶対に負けないからなーっ！」

「そこ、何やってる？」

　駆かけ寄ってきたのは、この学校の先生らしい、白いジャージを着た人だった。

「もうすぐ試合が始まるぞ！」

「はーい」

　彼らは急にいい子な返事をする。金髪の一年が、

「試合、楽しみだよ、熱血お兄ちゃん！」

　からかうように言って、踵きびすを返す。歩き出した連中の後ろ姿に向かって、オレはベーッと舌を出してやる。

「……ばぁ～～～か！」

　彼らに聞こえないように言ってやって、隆を振り返る。

「お待たせ。アホにかまってて時間無む駄だにしたな」

　言うと、隆はあきれたようにため息をつく。

「いつものこととはいえ、本当に危なっかしいよなぁ。あの人数で襲おそいかかられたらどうする気だよ？」

「オレが負けるわけが……っ！」

「はいはい」

　隆は言って、オレの頭をポンポンと叩たたく。

「何かあっても、空手三段のおれが、守ってやるからな」

「別に守ってくれなくても……っ！」

「だけどさぁ」

　隆はなんだか心配そうな顔になって、

「おれがいない時には本当に気をつけるんだぞ。おまえが一対一の喧けん嘩かに強いことは認めるけど……一人ずつかかってきてくれるような親切な相手ばっかりじゃないんだからな」

「一人ずつじゃなくたって大だい丈じよう夫ぶだってば！……そんなことより、試合が始まっちゃう！」

　さすがお金持ち学校って感じで、コートは晴雨兼けん用ようの、観客席もある本格的なものだった。

　半円形のすり鉢ばち型に設置された客席は、びっしりと生徒で埋うまっている。

　それだけじゃなく、周りのフェンスにも驚おどろくほどのギャラリーが張り付いている。

　隆が人をかき分けながら、驚いたように、

「何、これ？　本当は公式試合とか？」

「いや、練習試合のはずだけど……」

　ギャラリーの全員が清祥学園の制服を着ていて、目を輝かがやかせながらコートを見つめてる。

「……誰か、アイドル部員でもいるのかな？」

「すみません！」

　オレのそばに、クリップボードを抱かかえた、可か愛わいい感じの男の子が駆け寄ってくる。

「あの、速川爽二くんのお兄さんですよね？」

　胸に水色で『ＳＥＩＳＨＯＵ』の文字が刺し繡しゆうされた、白いジャージ。その下に小さく『Ｔｅｎｎｉｓ　Ｃｌｕｂ』の文字があるってことは、彼はテニス部の部員だろう。

「こんにちは。僕、村むら雨さめです。村雨誠まこと。二年でテニス部のマネージャーです、よろしく」

「よ、よろしく。だけど、どうしてオレのこと……？」

「入学式にいらしてたでしょう？　保護者席にすごい格好いい人がいる、誰かのお兄さんかなって噂うわさになってたんですよ。そしたら、爽二くんのお兄さんだって言うから」

　彼はその可愛い顔に人なつこい笑え顔がおを浮うかべて、

「さすが爽二くんのお兄さん、目立ちますよね」

「う……オレの場合、ガラが悪くて目立ってる気がするけど……」

「そんなんじゃありませんよ」

　彼は言って、オレの腕を取る。

「爽二くんから、お兄さんが来たら席に案内してくれって言われてます。お友達の分も空けてありますから。……どうぞ」

　言って、オレの腕を引っ張って人ひと混ごみの中を素す早ばやく歩きだす。オレは隆がなんとかついてきてるのを確かく認にんしてから、

「しかし、練習試合なのにすごいギャラリーだよね。誰かアイドルでもいるの？」

　言うと、彼は可笑しそうに笑う。

「ええ。もともとうちの部は美形が多いので有名で、人気はあったんですが……今回のギャラリーの目的は爽二くんですよ」

「えっ？」

「爽二くん、受験しに来た時から、『すごい美少年が受けに来た』って噂になってたんですけど、さらにトップで合格して入学式で挨あい拶さつまでしたでしょう？　だから、このありさまです」

　オレは、観客席とコートの周りを取り囲んだすごい人数のギャラリーを見回す。

　……これだけの人間が、爽二のことを？

　しかも、この清祥学園はしつこいようだが男子校だ。

　……オレがしっかり守ってやらないと、爽二が危険だっ！

　……爽二に変なことをしたら、オレがただじゃおかないからなっ！

　オレは周りを視線で威い嚇かくしながら、案内された席に座る。

　すり鉢状になった客席の下の方、コートを間近に見み渡わたせる特等席だ。

「それじゃ、僕は戻もどりますので。ごゆっくり」

　村雨くんはオレと隆に笑いかけ、身軽に客席の間を縫ぬって消えていく。

「まだ入学して間もないのに、もうこれだけの人間が、爽二くんのファンだって？」

　隆が、驚いたように呟つぶやく。

「さすがは爽二くんって感じだよなぁ。綺き麗れいな顔して、なんだかカリスマ性あるもんなぁ」

　その時、コートの上に、さっきオレに因いん縁ねんをつけてきた相手校の選手たちが出てきた。彼らはコートの端はしにあるベンチに座って、威嚇するように辺りを見回している。

　一年と言ってたあの金きん髪ぱつが、ジャージを脱ぬぎ捨すて、軽く素す振ぶりを始める。

　そのフォームはオレから見ても力強く、堂に入っていて……だらしなさそうなルックスに反して、彼が決して下手な選手ではないことを物語っていた。

　……爽二みたいな華きや奢しやで上品な子が、あんながさつなやつに対たい抗こうできるだろうか？

　オレがちょっと青ざめた時、ギャラリーがいきなりわあっと歓かん声せいを上げた。

　何事だ、と思って見渡すと、客席の下、たぶん控ひかえ室から続いているのであろうドアが開いて、真っ白いジャージに身を包んだ男子が、次々に出てきたところだった。

　さっきオレたちを案内してくれたマネージャーの村雨くんが言っていたとおり、みんな背が高くて大人っぽくて……しかも揃そろって格好いい。

　そして一番後ろから、一人の華奢な人ひと影かげが現れ……歓声がひときわ大きくなった。

「……爽二だ！　ほら、爽二だぞ、隆っ！」

　オレだったら思わず萎い縮しゆくしてしまいそうなところだけど、爽二は先せん輩ぱいたちとにこやかに言葉を交かわしながら歩いてくる。

　彼らがベンチに並んで座り、コートの隅すみには爽二だけが立った。

　煌きらめく薄うす茶ちやの髪かみ、まるでアンティークドールみたいに整った小さな顔。

　陽光の下、歓声の中。顔を上げ、コートの上にすっくと立った爽二は……本当に、見とれるほど綺麗だった。

　水色の刺繡が施ほどこされた、真っ白なジャージ。

　新しい真っ白なシューズと、テニスラケット。

　全部、オレが貯金を切り崩くずして買ってあげたものだ。

　爽二はすごくすまながってたけど……こんなに綺麗で堂々とした爽二を見るためなら、いくらだって惜おしくない。

「……ああ、オレの爽二は、本当に綺麗だなぁ……！」

　思わず呟くと、隆があきれたように呟く。

「……まったく。本当に弟に甘い、ブラコンお兄ちゃんなんだから」

「ブラコンってなんだよ？　こんなの普ふ通つうだっ！……頑がん張ばれ、爽二ーっ！」

　オレが思わず叫さけぶと、爽二は敏びん感かんに反応してオレの方を真っ直すぐに見上げてくれる。

「お兄ちゃん！　来てくれたんだ？」

　歓声に負けないくらいの声でオレに向かって叫ぶ。オレも声を張り上げて、

「おう！　頑張れよ、爽二！」

「うん。お兄ちゃんのためにも頑張るよ！」

　言って、うっとりするような笑みをオレに送ってくれる。

　それは嬉うれしいんだけど……ギャラリーの視線が、なぜかオレの方にも集まっているのを感じて、たじろいでしまう。

　……うっ、なんなんだ、この注目は？

　……オレみたいながさつっぽいのが、あの爽二の兄貴だなんて信じられない、って意味？

「あ～あ、しかも自分までヤローどもの視線を釘くぎ付づけにしちゃって」

　隆が隣となりでため息をついている。

「なんだよ、それ？……爽二、負けるなよっ！」

　爽二はオレに手を振ふってみせてから、ベンチのところに歩く。

　コートの向こうからあの金髪がすごい挑ちよう戦せん的な目つきで姿を追ってるけど……爽二は全然それに気づいていないみたいだ。

　爽二はベンチの端にラケットを置き、ジャージの上下をゆっくりと脱ぎ捨てる。

　胸に水色で『Ｓ』の刺繡のある真っ白なポロシャツ。それに包まれた、しなやかな上半身。

　真っ白な短パンから伸のびるのは、ミルク色の肌はだを持つ、少女みたいにすらりとした脚あし。

　観客席の男どもが、うっとりしたように見とれてるけど、爽二は気づいてないのか顔色一つ変えない。

「……うわあ、爽二くんの生脚だぁ……鼻血でそう……！」

　オレの隣に座っていたやつが、思わずって感じで呟き、オレに睨にらまれて口をつぐむ。

　ジャージを畳たたんでベンチに置き、ラケットを持ち上げると、また客席が歓声に包まれる。

　……しかし、すごい人気……しかもこんなに堂々として……。

　オレは、コートにすっくと立った爽二を、感かん嘆たんの気持ちとともに見つめる。

　……爽二を、この学園に来させてあげることができて、本当によかった。

　……だって、爽二は、この学園で学生生活を送るために生まれてきたような……。

　思った時、別の方で歓声……というか黄色い悲鳴に近い声が上がった。

　なんだろう、と思って見ると……そこには……。

　観客席の上の通路に、背の高い男の人が二人、姿を現したところだった。

　……あっ……。

　それが誰だれかを確認したオレは、思わず客席の上で身構えてしまう。

　……真堂秀隆……。

　太陽に煌めく色素の薄うすい髪、知的な銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね、そして完かん璧ぺきに整った顔。

　モデル並のスタイルで一分の隙すきもなく着こなした、仕立てのいいダークスーツ。

　悔くやしいけど……彼はやっぱりものすごく格好いい。

　そして、彼の隣には、きっちりと整えた黒髪をした、凜り々りしい感じの男の人。

　入学式でも見た……彼はたしか、花房敬吾さん。この学園の教頭だ。

　一年生らしい小こ柄がらな生徒たちが、後ろに立つ二人を見上げてきゃあきゃあ言っている。

　騒さわがれるのも無理はないくらい……二人が並んでいると、そこだけ世界が違ちがって見える。まるでここが、パリコレのキャットウォークにでもなったかのような。

　真堂は、オレといる時のイジワルな彼とはまるで別人のような優やさしい顔で、周りの生徒たちの挨拶に答えている。

　その顔に、オレはこんな関係になる前の彼を思い出す。

　……あの頃ころは、オレにだってあんな優しい顔をしてくれたのに。

　心が、ズキリと痛む。　>>>♥

　……彼はきっと、自分の学校の生徒のことは、手なんか出せないくらい大切なんだ。

　……そして、がさつで、綺麗でもなんでもない他校の生徒のオレは、気軽にエッチをしちゃってもいいくらい、どうでもいい存在なんだ。

　思ったら、なぜか泣いてしまいそうなほど寂さびしくなる。

　……どうしたんだよ、オレ？

　……爽二のためなら、あの男にどう思われてようが、関係ないことで。

　……なんでこんなにつらくなるんだろう？

「……うわあ、めちゃくちゃ格好いい人たち。誰だろう？　なんかの撮さつ影えいとか？」

　隆の能天気な声に、オレはため息をつく。

「……違う。あれが、この学園の学園長と教頭だよ」

　オレが仏ぶつ頂ちよう面づらで言うと、隆は驚おどろいたように言う。

「あれが？　ってことは、陽汰のお父さんのお店に通ってたのって……」

「あの、銀縁眼鏡の方」

「俳優かモデルにしかみえないようなハンサムだ。やっぱお金持ち高校の学園長はルックスからして庶しよ民みんとは違うんだなぁ」

　隆が、なぜか悔しそうに言う。

「そりゃたしかにハンサムだけど、あいつは、本当は……」

　オレは言いかけて、言葉を切る。

　……この学園の生徒がたくさんいる場所で、あいつは本当は男子高校生にエッチなコトをするのが好きなヘンタイなんだぞ、なんて言ったら、とんでもない騒ぎになる。

　……いっそのこと、大声で叫んでやりたいくらい、憎にくらしい。

　オレは、可か愛わいらしい生徒たちに囲まれている彼を睨み付けながら思う。

　……だけど、いちおう我が慢まんしてやる。爽二のために、な。

　オレの心の声が聞こえたかのように、真堂がふいにこっちに目を向ける。

　彼の顔から、ふと笑えみが消える。オレを真っ直ぐに見つめてきた彼の視線は、二人だけでいる時と同じ、厳しくて、イジワルなそれ。

　……なんだよ、オレがいたからって、そんな不ふ愉ゆ快かいそうな顔することないじゃないか！

　オレは彼をキッと睨み付け、それから、ふん、と顔を背そむけてやる。

　……オレは、綺き麗れいな爽二の晴れ姿を見に来たんだぞっ!!

　……あなたのその気取った顔を見ちゃって、オレの方が不愉快だっ！

　コートの向こう側では、一年の金きん髪ぱつと、その兄のピアス野や郎ろうが何かを相談していた。

　ピアス野郎が何かを探すように客席を見み渡わたし、それからめざとくオレに視線を合わせる。

　そして弟に何かを囁ささやき、弟の方がやっぱりオレを見ながらにやりと笑う。

「なんなんだよ、あいつら！　オレの悪口かよっ？　めちゃくちゃ不愉快！」

「え？　あ……見られてるな、あいつらに。あんなに挑ちよう発はつするからだよ」

「挑発じゃないってば。絡からんできたのはあいつらだぜ？……ば～か、そんな不ふ真ま面じ目めな態度で試合に臨のぞんだら、爽二にギタギタにされるんだからなっ！　見てろよっ！」

　オレの言葉の最後のところは、コートの向こう側にいる連中に向けられたものだ。

　オレが舌を出してやると、金髪とピアス野郎が一いつ瞬しゆん顔色を変え、それからまた不気味な顔でにやにや笑う。

　……なんだよ、あいつら？　気分悪いなっ！

　金髪の弟の方が、ふいに爽二に向き直り、大声で叫ぶ。

「ねえねえ、君……速川爽二くん、だっけ？」

　コートのこっち側で先せん輩ぱいと話していた爽二が顔を上げ、にこやかなままの顔で、

「はい。そうですが？」

「あそこにいるのって、君のお兄ちゃんだよねぇ？」

　金髪にラケットで示されて、オレはむかっとくる。

　……なんなんだよ、あいつ！　試合前の爽二の集中の邪じや魔まするなっ！

　爽二は彼が示している方を追い、その先にオレがいるのを確かく認にんしてから、

「そうです」

「賭かけがしたいんだよね。もちろんお金じゃなくて……この試合におれが勝ったら、君のお兄ちゃんをくれない？」

　金髪の口から出た言葉に、オレはものすごく驚いてしまう。

「……はあっ？」

　会場が、騒そう然ぜんとする。ジャージを着た審しん判ぱんの先生が、怒おこった顔で金髪に近づく。

「君、高校生が、テニスの試合で賭けなどと……！」

　金髪野郎が、対・先生用らしいにこやかな笑みを浮うかべる。

「すみません、先生。賭けっていうのは言葉の綾あやですよ。ええと……おれたち、彼のお兄さんとちょっと言い争いをして気まずくなってて。だけどお兄さんとぜひ友達になりたいし……」

　……何が友達、だ！　噓うそつけ、この野郎っ！

　……自分の方から因いん縁ねんつけてきたのは、どこのどいつだよっ！

「だから、おれたちが試合に勝ったら、仲直りの仲ちゆう裁さいをして欲しいなって」

　……不良のくせに、大人に媚こびを売る世よ渡わたり上手だなんて！　サイアクのタイプ！

「仲直りの……仲裁？」

　審判の先生はあっけにとられ、事情を察したらしい、清祥テニス部の部長らしき人が、

「どちらにしろ、失礼じゃないですか？　コートの上でそんなことを持ち出すのは」

「断られちゃったら、悲しみのあまり、清祥のテニス部員は腰こし抜ぬけだって噂うわさを立てちゃうかもしれないなぁ」

「なんだと？」

　清祥の部員が、ベンチから腰こしを浮かしている。爽二はさぞや怯おびえているだろうと思いながら目を移すと……爽二はなぜか顔色一つ変えていなかった。

「僕ではダメですか？」

　爽二の口から漏もれた言葉に、オレは驚いてしまう。

「あなたたちの友達になるのは、僕ではダメですか？」

　……ああっ、天てん真しん爛らん漫まんにもほどがある！

　オレは青ざめて、思わず観客席の椅子から立ち上がる。

「爽二！　やめろよ！　おまえが負けたら……」

「お兄ちゃん」

　オレを見上げてきた爽二の目は、いつもの甘えるようなそれとは別人のようだった。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕が負けるわけがない」

　なんていうか……勝負を前にした、強い、男の目で。

　それは凜り々りしくて、そして……なんだか不思議に格好よくて。

　……爽二が、こんな目ができる子だったなんて。

　子供だ、子供だとばっかり思っていた爽二の意外な面にオレは思わず感心する。

　……あんなに可愛い顔をしていても、爽二もやっぱり、しっかり男なんだなぁ。

　……っていうか、感心してる場合じゃない！

「お兄ちゃんは許さないぞ！　そんな賭けをするなんて……！」

　爽二は手を上げて、オレの言葉を遮さえぎる。

「ここから先は、歴史のある清祥学園テニス部の威い信しんに関係してくることだから」

　爽二の言葉に、一瞬客席が静まる。

「僕は負けません。清祥学園に挑ちよう戦せんしたあなたたちは、後こう悔かいすることになりますよ」

　にっこり笑って言われた言葉を合図にしたように、客席がいきなりすごい歓かん声せいに包まれる。

　爽二、爽二、という我を忘れたようなコールに包まれて、爽二がラケットを持ち上げる。

　オレは、コートの上に凜々しく立った爽二を見下ろしながら、驚きに呆ぼう然ぜんとしていた。

　……爽二は、本当にこの学園に来るために、そして生徒たちの賞賛と憧あこがれを一身に受けるために生まれてきたような子なんだ……。

　……爽二を、この学園に入れてやることができて、本当によかった……。







真堂秀隆







　爽二くんが、そのほっそりした身体からだから出るとは思えない、力強いサーブを打つ。

　抜ばつ群ぐんのコントロールで相手を走らせ、体力を奪うばい、そしてとどめを刺さすようにして渾こん身しんのスマッシュを決める。

　爽二くんと相手選手との点差が、みるみるうちに開いたのは、当然だった。

　試合は最初から爽二くんのもので、相手はただ疲ひ労ろうするためにコートに上げられたのも同然だった。

　……最初から、実力がまったく違ちがっている。

　スパン！

　爽二くんのラケットが鋭するどいスマッシュを決める。ギリギリでオーバーするかと見えた球が、コートのラインからほんの一センチ内側に落ち、審判のホイッスルが鳴る。

　すでに疲つかれ果てている相手は、肩かたを喘あえがせながら呆然と球を見送ることしかできない。

　爽二くんの顔に、嬉うれしそうな微ほほ笑えみが浮かぶ。

　観客席にいる全員が立ち上がり、爽二くんの名前を叫さけび、熱ねつ狂きようする。

　……なんというカリスマ性だ。

　私は、コートの上の爽二くんを見下ろしながら思う。

　陽汰とそのご両親が、彼をどうしてこの学園にそんなに入れたがったのか、その理由が解わかる気がする。

　……今はこんなに可か愛わいらしく見える彼は、いずれとんでもない大物に変へん貌ぼうするだろう。

　爽二くん本人は、医者になるのが夢だ、と言っているようだが……それだけでは彼は留とどまらないかもしれない。

　日本中から権力のある家の子息が集まるこの学園での生活は、彼の将来に大きく役立つに違いない。

　陽汰とそのご両親は、爽二くんのその資質を本能的に見み抜ぬき、そして無意識のうちに彼を後押しするようになっていたに違いない。

　いずれにせよ……。

　爽二くんは、陽汰に向かって、安心して、という顔で微笑みかけている。

　……彼は、陽汰が思っているような、守られるべき、か弱い美少年ではない。

　ラケットを構え直した爽二くんの目の奥に、怒いかりに似た炎ほのおのような光が、一瞬ひらめく。

　……守られているのは……陽汰の方か？

　本当なら、爽二くんは自分からこの学園への入学を辞退し、公立高校に進むこともできたはずだ。清祥大学はもちろん外部からの受験生も受け入れており、ただ医者になるのが夢ならそこから勉強を始めてもまったく遅おそくはないからだ。

　だが、爽二くんが、私からの『特別奨しよう学がく金きん』（がもらえたと陽汰が話したらしい。私とこんな関係になったとはもちろん爽二くんには秘密だろう）を断らず、この学園に来たのには……彼なりの思おも惑わくがあるに違いない。

　陽汰は、その容姿で人の欲望を否いや応おうなしにかきたて、なのに中身は純情で、熱血で、脆もろい。彼こそ、誰だれかが守ってやらなくてはいけない存在だ。

　爽二くんは、陽汰を自分の力で守っていけるようになるためにも、この学園に来ることを決めたに違いない。

「いずれにせよ、彼は……」

「……ただ者ではありませんね」

　思わず漏れた私の呟つぶやきを、花房が引き継ついだ。

　横を見ると、彼は口の端はしだけでチラリと笑う。

「そのことを考えていらっしゃいましたね？　違いますか？」

「すべてを口にしなくても察してもらえるのは、普ふ段だんは楽だが、時にはうっとうしいな」

「私だって、察したくて察しているわけではありません。たまたま当たってしまうだけで」

　彼は、その黒い瞳ひとみでチラリと私を見る。

「……あなたの思考が、よほど単純なのでは？」

「一いつ瞬しゆんで同じことが思い浮うかぶ、おまえも同レベルだと思うが？」

　言ってやると、彼はひょい、と肩をすくめてみせる。

「今のところは、そういうことにしておいて差しあげましょうか」

　……まったく、なんて憎にくらしい男なんだ。

　観客席を埋うめ尽つくした生徒たちが、一いつ斉せいに立ち上がった。

　歓声が、テニスコートの上に大きく響ひびく。

　コートでは、爽二くんが嬉しそうにラケットを上げ、陽汰に向かって手を振ふっていた。

　……どうやら、勝ったらしいな。

　陽汰は観客席の通路を駆かけ下り、コートの爽二くんに向かって何かを言っている。

　爽二くんは、戦いの最さ中なかとは別人のような優やさしい顔で兄を見つめている。

　相手側の生徒は悔くやしげにラケットをコートに叩たたきつけ、コートの隅すみのほかのメンバーに呼ばれて厳しく叱しつ責せきされている様子だ。

　……陽汰は、自分が爽二くんを守るナイトのような気でいるのだろうが……。

　爽二くんの顔によぎった満足げな表情を見ながら、私は思う。

　……どちらかと言えば、爽二くんが陽汰を守るナイトという方が正しいだろうな。

　陽汰は、爽二くんを守ろうとして私のような男と契けい約やくを結び、その美しい身体を自由にできる権利すら私に差し出してしまった。

　……このことを知ったら、爽二くんはその穏おだやかに見える仮面を捨て、怒り狂くるうはずだ。

　……もしかしたら、自分からこの学園を去ろうとするかもしれない。

　私はその時のことを思い、苦しいため息をつく。

　……弟に反対された時、陽汰はどう答えるだろうか？

　……契約がなくなったとしても、陽汰が私とともにいてくれる可能性はあるだろうか？

　……そして、陽汰が、私のことをいつか愛してくれる可能性は？

　その答えは……限りなくゼロに近いだろう。

　私の心が、どん底に向かって滑すべり落ちていく。

　観客席の階段を駆け下りたテニス部のマネージャーが、陽汰に駆け寄り、何かを話している。

　爽二くんと話せるように控ひかえ室にでも移動しようと言われたのか、陽汰は嬉しそうにうなずく。陽汰は、連れらしい背の高い少年（私服の、他校の生徒だ）に声をかけ、村雨くんと一いつ緒しよに観客席を駆け上ってくる。

　陽汰が、チラリと私の方に視線を寄こし、フン、とでもいうように勢いよく目をそらす。

　……ああ、いつでも彼が笑ってくれたら、どんなに幸せだろう。







速川陽汰







「先せん輩ぱいの試合中には、ちょっと戻もどって来れないと思うんですけど……」

　村雨くんが、控え室への廊ろう下かを歩きながら、時計を見る。

「この試合が終わったらひとまず休きゆう憩けいですから。そしたら爽二くんもここに来ます」

「どうもありがとう、村雨くん。村雨くんは、戻らなくていいの？」

「この試合のスコア表は別のマネージャーが担当してるんで。それに、うちの副部長と、あっちの副部長の試合だから、力の差はあまりにも歴然としてる。わざわざ見る必要ありません」

「そんなこと言っていいの？」

　オレが言うと、彼はいたずらっぽい顔で片目をつぶってみせる。

「爽二くんの試合を見たでしょう？　あれと同じことになりますよ。だってうちの部、めちゃくちゃ強いし」

　彼が、『Ｃｌｕｂ　Ｍｅｍｂｅｒｓ　Ｏｎｌｙ』と書かれたドアを開いてくれる。

「ここ、テニス部の部室です。どうぞ」

　オレは、真っ白なピータイルの床ゆかを持つ部室に入って、思わず見とれる。

「うわあ、さすがお坊ぼつちゃま学校。部室まで豪ごう華かなんだ～！」

　床に敷しかれたピータイルも、壁かべも、名札が貼はられた部員用の大きなロッカーも、清潔な真っ白で統一されている。

　床の真ん中に置かれたベンチと、『シャワー』と書かれたドアだけが赤で、現代風のお洒しや落れな感じ。

　高校の運動部の部室っていうよりは、なんだか今風のカフェに近いようなお洒落っぷりだ。

「すっごい。オレのいるサッカー部の部室なんか、臭くさいわ、汚きたないわ、ものすごいぜ？」

「あはは。それもまた青春って感じでいいですけどね」

　彼は言いながら、部屋の隅にある冷蔵庫から、スポーツドリンクの小型のペットボトルを二本出してくる。

「あのですね、ここにお呼びしたのには、爽二くんに会ってもらうだけじゃなくて……ちょっと理由があるんです」

「理由？」

「爽二くんはきっと言わないだろうけど……ちょっと心配だからお兄さんに聞いてみた方がいいかなって。あ、これはコーチや顧こ問もんに言われたのではなくて、僕の一存ですけど」

『心配』という言葉に、オレの心臓がトクンと反応する。

「……もしかして、何か問題を起こしてテニス部をクビになりそう……とか？」

　まさか、と思いながらも青ざめると、彼は慌あわてたようにブンブンとかぶりを振る。

「まさか、まさか！　爽二くんはあのとおりの実力の持ち主で、入学早々レギュラー候補、果ては部長になるんじゃないかって言われてるくらいだし！　そうじゃなくて……」

　村雨くんは言葉を探すように少しだけ黙だまってから、

「……ええと。うちの部、よく週末合宿とかするんです。シーズンオフのホテルとか貸し切りにして。ああ……たまに先輩のおうちの別べつ荘そうが借りられてタダなんてこともあるんですけど」

　……これもさすがにお坊ちゃん学校って感じだな。

　……って、感心している場合じゃなくて……！

「合宿？」

「そうです。実は今週末にも、河かわ口ぐち湖こで強化合宿があるんですけど……」

　……合宿には合宿費用が必要なはずだ。

　……だけど爽二は、そんなこと一言も……。

「出欠を聞きに行ったら爽二くんに欠席するって言われてしまって。先輩や新入生は爽二くんと練習ができるのを楽しみにしてるし、強化合宿にはプロのコーチもお呼びしてるんです。すごく勉強になるからぜひって言ったら、『実は合宿費用がないんです』って」

　村雨くんは言いづらそうに言葉を切って、オレの顔を見上げる。

「そこで、爽二くんの入学式にあなたが来てたことを思い出して。もしかして……何かご家庭の事情があるのかなって」

「……あ……」

「いえ、全部話してくださらなくてもいいんです。もしも爽二くんに何か事情があるのなら、彼の分の合宿費用がなんとかならないか、顧問に掛かけ合うことができるんです。だけど、ただ爽二くんが合宿に行きたくなくて口実にそう言ったんだったら……僕がしゃしゃり出る必要はないわけで……」

　村雨くんは言って、なんだかしょんぼりと下を向く。

「……もしかしたら、すでに、ものすごく余計なお世話かもしれないんですけど……」

　オレは、目の前の村雨くんに好意を持つ。

　ちょっと軽そうなところはあるけど、彼は部員のことを必死で気づかっていて。

　爽二が学校でもこんなに大切にされてるんだなって思ったら、なんだか嬉うれしくなる。

　……彼になら、ちょっと突つっ込んだ話をしてしまっても大だい丈じよう夫ぶかも？

「爽二が言ったのは、本当のことだよ。うち、両親が亡なくなって、オレと爽二は二人きりで暮らしてる。だから、あんまり贅ぜい沢たくはできないんだ」

　村雨くんは驚おどろいたように目を見開き、それからものすごくすまなそうな顔になる。

「す……すみません、僕……つらいことを言わせてしまったでしょうか？」

「ううん、気にしないで。それより、合宿ってどのくらいかかるの？」

「僕のコネを駆く使ししてできるだけ費用を抑おさえてるので……負担していただくのは、一回の合宿につき、一万五千円程度です。それが三カ月に一度くらいの割合である予定です」

　オレは、真堂から振ふり込まれた生活費の額を思い出す。

「それくらいのお金なら、大丈夫だと思う」

「本当ですか？」

「爽二は心しん配ぱい性しようだからね。爽二の合宿費用は、オレが責任もって出す。爽二を、連れていってやってくれる？」

「よかった～！　もちろんです！」

　村雨くんはホッとしたように言う。それから目をキラキラさせながらオレを見つめて、

「試合をごらんになってお解わかりになったと思うんですけど、爽二くんは、本当にすごい選手なんです。だから顧問にも、コーチにも、めちゃくちゃ期待されてて……っ」

「……へ～え。それじゃあ、凡ぼん人じんのおれが負けてもしょうがないかなぁ？」

　いきなり部室のドアが開く音、そして下げ卑びた声がする。

「……えっ？」

　驚いて振り向くと、部室のドアのところに、爽二と対戦した金きん髪ぱつの男と、その兄と名乗っていたピアス野や郎ろうが立っていた。

「あっ！　関係者以外立入禁止ですっ！」

　村雨くんが立ち上がり、慌てたように言う。

「そちらの高校の控ひかえ室は、廊下を真っ直すぐ行った右側の……」

「キャンキャンうるさいマネージャーだなぁ」

　ピアス野郎が言ってドアを閉め、後ろ手に鍵かぎを締しめる。

「あっ、なんで鍵なんか締めるんですかっ？」

　ピアス野郎が笑いながら近づいてきて、村雨くんの腕うでを乱暴に摑つかんで立ち上がらせる。

「何するんだっ！　村雨くんを離はなせっ！」

　怒おこって飛びかかろうとしたオレを、金髪の弟が羽は交がい締めにして押さえつける。

「可か愛わいらしいナイトだよなぁ。だけど、自分のことを心配した方がいいぜぇ」

　ピアス野郎は村雨くんの腕を引っ張ってシャワー室の方に歩き、ドアを開く。

「わー、やばい！　陽汰さん、逃にげてくださいっ！」

「村雨くんを置いて逃げられないよっ！　おまえら、どういうつもりだっ？」

「僕はいいので……うわっ！」

　叫さけんでいる村雨くんの身体からだが、シャワールームに無造作に放ほうり込まれる。

　ピアス野郎は、こちら側からドアを閉め、近くに置いてあったテニスラケットを、バー状になっているドアの取っ手に通して、中から開かないようにしてしまう。

　中から村雨くんが、ガタガタとドアを揺ゆらしているけれど、まるでかんぬきをかけられたかのようにドアはびくともしない。

「……わ～、陽汰さん～！　早く逃げてください～っ！」

「村雨くん！　今、開けてあげるから！」

　駆かけ寄ろうとしたオレを、金髪野郎が後ろから抱だき締める。

「何するんだよっ？　離せってばーっ！」

　じたばた暴れるオレに、ピアス野郎が近寄ってくる。

「そう簡単には離せないなぁ」

　ピアス野郎は言って、触ふれそうなほど顔を近づけてくる。

「熱血お兄ちゃんの可愛さに、おれたちメロメロなんだよねぇ」

「おまえらは賭かけに負けただろう？　どっちにしろ、爽二が負けるわけがないけどなっ！」

　二人は顔をピクリと引きつらせる。それから金髪野郎が、後ろからオレの耳元で、

「そうやって憎にくらしいことをいうから、おれたちみたいな男の性欲を刺し激げきしちゃうんだぜ？」

「……はあっ？」

　ピアス野郎が、手首の時計を見て、

「うちの副部長に試合を長引かせるように言ってはあるけれど、あんまりのんびりはしていられない。時間もないことだし、さっさと終わらせるか」

　……終わらせる……？

「しっかり押さえとけよ」

　ピアス野郎が言って、いきなりオレのジーンズの前立てのボタンに触れてくる。

　オレはここでやっと本気でやばい状じよう況きように陥おちいっていることに気づく。

「……何をする気だよ……っ？」

「何って聞かれても……おれたちシャイだから口には出せないなぁ」

「あえていえば……口にも出せないようなエッチなこと？」

　二人は下品な声で言って、揃そろって笑う。

　ピアス野郎がひざまずき、オレのジーンズのボタンを外す。

「やっ、やめろっ！　触さわるなよっ！」

　オレは青ざめて暴れるけど、馬ば鹿か力ぢからで羽交い締めにされていて、どうしても逃げられない。

「こんなに色っぽいんだから、もう経験あるんじゃないか？」

　オレの脳のう裏りに、端たん正せいだけどイジワルな、あの真堂の顔がよぎった。

　……助けて……。

　ピアス野郎が言って、オレのジーンズのファスナーをゆっくりと下ろす。

「さてと、楽しませてもらおうかな？」

　……助けて、真堂……！







真堂秀隆







　副部長同士の試合は、ダラダラと長引いている。

　さっきの緊きん迫ぱくした試合とはうって変わったその退たい屈くつな試合運びに、観客たちもあくびをかみ殺している。

　爽二くんを始めとする清祥学園のテニス部の部員は、ベンチから副部長を応おう援えんしているが……相手チームの副部長のせいで、試合がなかなか進行しない。

　さっき、マネージャーと二人で去った陽汰は、まだ戻もどらない。

　陽汰の友達らしい私服の生徒も、少し心配そうに後ろを見回している。

　……何かがひっかかる……。

　私は眉まゆを顰ひそめて思い、それから相手チームのコートから、部長と、その弟だという一年生の姿が消えているのに気づく。

　試合に負けた弟を励はげますために、もしくは部長として叱しつ責せきするために、控え室に消えたのかもしれない。

　……だが……。

　私の胸に、何か嫌いやな予感が広がる。

　……彼らは、不思議なほど陽汰に固こ執しつしていた。

　……彼らが陽汰を見た目は、まるで欲情した獣けもののようだった。

　私はため息をつくが……しかし、どうしても不安をかき消すことができない。

「……速川陽汰くんが消えましたね」

　花房の声に、私は眉を顰める。

「……何かあったとは限らない」

「……ですが」

　彼は上着の裾すそを翻ひるがえして歩を踏ふみだし、私の前を横切る。

「……陽汰くんの友達に、事情を聞いてきましょう」

　小さく言って、そのまま早足で観客席を下りていく。

　その時、私のスーツの内ポケットに入っていた携けい帯たい電話が、呼び出し音を奏かなでた。

　仕事の電話だったら無視してやる、と取り出して見ると、液えき晶しよう画面に浮うかんでいたのは、『村雨誠』の文字。

　テニス部マネージャーの彼は、学園でも有名な、面めん倒どう見みのいい事情通だ。爽二くんに何か危険が及およびそうな情報があった時には教えてくれ、と言って、携帯電話の番号を教えてあった。

　私は慌あわてて電話の通話スイッチをオンにする。

「……もしもし、私だ」

『……学園長先生ですか？　村雨です！　陽汰さんが、陽汰さんがっ！』

　彼の慌てた声は、妙みような具合に反はん響きようしている。

「今、どこにいる？」

『テニス部の部室の中の、シャワー室に閉じこめられました！　陽汰さんは、部室で試合相手のあの二人に襲おそわれそうになってます！　ああっ！』

「どうした？」

『陽汰さんが悲鳴を上げてます！　早く助けてください！』

　……陽汰……！

　私は我を忘れ、そのまま部室に向かって走りだし……。







速川陽汰







　オレのジーンズのファスナーが、ゆっくりと下ろされる。

「気持ちよくさせてやるから、安心しろよ。……最初は、な」

「い、いやだぁーっ！」

「抵てい抗こうすると、酷ひどいコトしちゃうよ？」

　ピアス野や郎ろうが、オレの脚あしの間に顔を近づけてくる。

「どうせならおとなしくして、一いつ緒しよに楽し……」

「楽しんでたまるかぁっ！」

　バキッ！

「ぐわっ！」

　オレの渾こん身しんの膝ひざ蹴げりが、ピアス男の顎あごに見事にヒットした。

　やつがのけぞって尻しり餅もちをつき、後ろから羽は交がい締じめにしてきている弟の力がゆるんだ。

　ガスッ！

　そのスキに、弟の方の鳩尾みぞおちに、肘ひじ鉄てつを入れる。

「うぐっ！」

　弟の方が鳩尾を押さえている間に、オレはシャワールームのドアに走る。

「村雨くん！　すぐに開けるから……っ！」

　言ったオレの身体からだが、いきなり後ろに引き倒たおされた。

「うわっ！」

　そのまま床ゆかに押し倒されて、ピアス野郎の身体がずっしりとのしかかってくる。

「おれたちを、本気で怒おこらせたいようだな」

　間近に見るその凶きよう暴ぼうな目に、オレは本気で怯おびえた。

「そういう覚かく悟ごなら、こっちもそのつもりで行くぜ？」

　オレの両脚が、いきなり高く抱かかえ上げられる。

「嫌いやっ！　嫌だっ！」

　ピアス野郎の手が、ファスナーの下りたジーンズにかかる。

「やめろ、嫌だぁっ！」

　グイッとジーンズを引き下ろされたオレの脳裏を、真堂の顔がよぎった。

　彼の低い声で囁ささやかれた、君は私のものだ、という言葉も。

「ちっくしょーっ！　オレを自分のものにしたなら……っ！」

　オレは渾身の力で暴れながら、声を振ふり絞しぼって叫さけぶ。

「助けにきたらどうなんだよーっ！」

　ドカッ！

　オレの叫びを合図にしたかのように、いきなり部室のドアが蹴け破やぶられるような音がした。

　バターン！

　ドアが勢いよく開き、そのまま壁かべに跳はね返る。

　そこに立っていたのは……。

「……何をしている？」

　立っていたのは、その端たん正せいな顔を凜り々りしく引き締しめた、真堂だった。　>>>♥

「あぁっ！　あなたは……っ！」

　清祥の学園長である真堂の顔を知っていたらしいピアス野郎と金きん髪ぱつは、悲鳴のような声を上げて、オレを放ほうり出して立ち上がる。

「な、なんでもないんです！　っていうか、彼に誘さそわれてしまって……」

「そう、おれたちは誘ゆう惑わくされたっていうか……」

　真堂は二人を真っ直すぐに見つめたまま、部屋の中に入ってくる。

「誘惑？　本当か？」

「本当なんです！　だからおれたち……っ！」

　言い募つのるピアス野郎のジャージの襟えり元もとを、真堂がいきなり強く摑つかんだ。

「……噓うそをつきなさい……」

　彼の瞳ひとみには青い炎ほのおが燃え、その声は激しい怒いかりを押し殺しているかのようにかすれていた。

「……悪い生徒にはきちんと罰ばつを与あたえ、正しい道を教える。それが教育者のつとめだと私は思っているんだよ」

「……ば、罰、ですか……？」

「……そうだよ。どんなに酷いお仕置きをしたら、君たちに解わかってもらえるだろうか？」

　彼のものすごい迫はく力りよくに、二人はヒイッと息をのむ。

「……学園長、教育委員会がうるさいので、できれば暴力には訴うつたえない方が」

　声に目を上げると、ドアのところに花房さんが立っていた。

　少しだけホッとしたような顔をする二人に、真堂が、

「……彼らが二度とこんなことができないようにすればいいんだ。心配するな」

「……なるほど。ごもっともです」

　その会話に、二人は怯えきった顔で、

「す、すみませんでしたっ！　ちょっとむしゃくしゃしてて、つい……っ！」

「ごめんなさいっ！　彼がめちゃくちゃ色っぽいから、つい……っ！」

「……つい、ねぇ」

　真堂は言って、ピアス野郎の顔に、顔を近づける。

「……君たちが二度と悪いことをしないというのなら、今日は許してあげてもいいが？」

「もうしませんっ！」

「二度としませんからっ！」

　花房さんが、二人の顔を見比べながら、

「渋谷第三高等学校一年、高たか田だ行ゆき雄お。同じく三年、テニス部部長、高田通みち雄お。父親は都議会議員の高田政まさ雄お……ですね」

「……高田議員の息むす子こたちが傷害罪で前科持ちになったら、大おお騒さわぎだろうな」

　真堂は言って、座り込んだオレを振り返る。

「君が警察に訴えるというのなら、手続きを手伝わせてもらうよ」

　二人は怯えきった顔で、

「それだけは勘かん弁べんしてくださいっ！」

「オヤジにコロされますっ！」

　……なんて情けない奴やつらなんだ……。

「……どうする？」

　真堂の言葉に、オレはため息をつく。

「……訴えなくていい。こいつらの顔を見るのは今日で最後にしたいし」

　オレは言って、慌あわててジーンズを上げ、ファスナーとボタンを留める。

「ただ、次になんかあったら、本気で訴えてやる。オレの弟に何かした時もだ。覚えとけよ」

　オレが睨にらみ上げると、ピアス野郎と金髪は何度もうなずく。

「に、二度としないからっ！」

「頼たのむ、親に言うのだけはっ！」

　どうする？　という顔で見つめてくる真堂に、

「……もういいよ」

　真堂が手を離はなすと、二人はよろけながらも全速で走り去った。

　真堂はオレに歩み寄り、オレの腕うでを摑んでそっと立ち上がらせてくれる。

「……あっ……」

　どうやらオレは本気で怖こわかったらしく、膝ひざから力が抜ぬけて、また座り込みそうになる。

　よろけたオレを、真堂がしっかりと抱だき留めた。

「……ちくしょう！」

　思わず叫んだオレを、真堂が見下ろしてくる。

「私に助けられたのが、そんなに悔くやしいか？」

　オレは唇くちびるを嚙かみ、かぶりを振る。

「……ヤローに力で押し倒された、非力な自分が情けないんだよ……」




　　　　＊




「爽二くんなら、花房が家まで送り届けた。彼のことは任せておけば大だい丈じよう夫ぶだ」

　彼の言葉に、オレはホッと息をつく。

　それから……さっきあの二人にされそうになったことを思い出し、また吐はき気を覚える。

「……う……サイアク……」

　呟つぶやきながら胸を押さえるオレを、彼が心配そうな顔で見下ろしている。

「気分が悪そうだ。ソファに横になってもかまわないよ」

　優やさしい言葉に思わずうなずきそうになってしまい……ハッと我に返る。

「あなたの前で横になんかなってたまるか！　あなただって本当はあいつらと同じようなことをオレにしようと思ってるんだろ？」

　言うと、彼は本気で怒ったように厳しい顔で眉まゆを寄せる。

「二人がかりで強ごう姦かん？　この私が、そんなことをするわけがないだろう？」

「仲間がいないもんね。そしたら一人がかりで……」

「やめなさい」

　自じ嘲ちよう的に言い募ったオレの言葉を、彼が厳しい声で遮さえぎった。

「思い出すのは嫌いやだろう？……もういい」

　最後のところはため息混じりの呟きで……オレはなんだか本気で心配されているような気持ちになる。

　……この冷血男が、そんなわけがないのに。

　さっき助けてくれた時の彼は、オレにはまるで救いの騎き士しみたいに見えた。

　あの二人に押し倒たおされている怖さも忘れ、オレは思わず彼に見とれてしまった。

　……だけど、この男がオレを助けたのは、きっと自分のおもちゃを他人に使われるのが気に入らなかったからだ。

　……オレのことを大切に思っていたからじゃ、きっとない。

　思ったら、なんだかめちゃくちゃに落ち込んでくる。

　オレを強姦しようとしたバカな二人の存在は……助けに来てくれた彼を見た瞬しゆん間かんに、オレの中から消し飛んでしまった。

　……ああ、オレ、なんでこんな気分になるんだろう？

「……押し倒された君を見て、怒りのあまりおかしくなるかと思った……」

　ため息混じりに漏もれた呟きは、すごく真しん摯しに聞こえた。

　……彼はきっと、契けい約やくで手に入れたオレというおもちゃを誰だれかに先に使われることが嫌だっただけだ。

　……優しいからこんな顔をするんじゃなくて……。

　そう、思おうとするけど……。

「……本当に、無事でよかった」

　言って、顔を覗のぞき込まれたら、オレはなぜか赤くなってしまう。

「……だ、大丈夫だよ。助けに来てくれなくたって、自分でなんとかできたし……」

　言うけど、オレの声は震ふるえてしまっていた。

　からかわれるかな、と思うけど、彼はうなずいてくれる。

「……解っているよ」

　彼の手が、オレの乱れた前まえ髪がみをそっと直してくれる。

　その手つきがなんだかすごく優しくて……オレの鼓こ動どうがなぜか速くなる。

　……ああ、こんな時に限って、どうして怒ったり、けなしたりしないんだよ……？

　オレは不思議なほど動どう揺ようしてしまいながら思う。

　……あんなやつらが怖かったわけじゃない。だけど、そんなふうに優しくされたら……。

　オレの喉のどの奥から、押し殺した嗚お咽えつが漏れた。

　目の前がふわりと曇くもり、涙なみだがいきなり湧わき上がってくる。

　彼に気づかれる前に拭ぬぐおうとするけど、腕を上げた拍ひよう子しに、それが零こぼれて膝の上にパタパタと落ちた。

「……なっ……！」

　オレは慌てて手のひらで涙を拭う。

「……泣いてなんかいないぞ……押し倒されたって別に怖くないし……っ！」

　叫さけぶけど、なぜか涙は止まらなくて。

　……ああ、オレ、どうしちゃったんだろう、オレ……？

「……ああ。解わかっているよ……」

　彼が小さく呟いて、身を屈かがめてくる。

　キスされる、と思って思わず目を閉じるけど……彼の唇が触ふれたのはオレの頰ほおだった。

「……あ……」

　頰を流れる涙を、優しいキスが吸い取ってくれる。

　その柔やわらかな感かん触しよくに、また涙が溢あふれてしまう。

　……ああ……。

　……オレ、いったいどうしたっていうんだろう……？　>>>♥




　　　　＊




「お帰り、お兄ちゃん」

　アパートの部屋。爽二は、すごく心配そうな顔で、オレを迎むかえてくれた。

　テニスコートで見た彼とはまるで別人みたいに……いつもの可か愛わいくて儚はかなげな爽二だった。

「いったいどうしたの、学園長先生に呼び出されるなんて。……もしかして、賭かけをしたことでお兄ちゃんまで怒おこられちゃった？」

　花房さんは、爽二に、オレが襲おそわれかけたことは秘密にしてくれたらしい。

「ああ……ちょっとだけ、ね」

「それならいいんだけど……全然帰ってこないから心配したよ」

　爽二の言葉に、オレは学園長室でされたことを思い出して思わず赤くなる。

　……ああ、今から考えても、とんでもないことをしちゃった気がする。

　……男同士で、あんな……。

　さっきの記き憶おくが脳のう裏りに甦よみがえり、身体からだの奥がジワリと痺しびれる。

　……ああ、オレのバカ！

　……どうして、拒こばまなかったんだよっ？

「……いや、ほら、オレ、いちおうＰＴＡだし。学校のこととか、いろいろ教わってたんだ」

　オレは必死に平静を装よそおいながら言う。

「それよりおまえは？　あの花房さんっていう教頭先生に……」

「……怒られちゃった。賭けなんかしちゃいけないって、ね」

　爽二は照れたように苦く笑しようして、ペロリと舌を出してみせる。

「……そうか……」

　爽二の無む邪じや気きな顔を見て、彼が襲われたんじゃなくて本当によかったと思う。

　……しかし……。

　オレは、あの二人ごときに自由にされそうになった自分に、ちょっと落ち込んでしまう。

　……オレって……ホントに非力かもしれない……。




　　　　＊




　背中に感じる、爽二のぬくもり。

　昼間の試合、そしてその後のごたごたで疲つかれたんだろう、爽二はもう規則正しい寝ね息いきをたてている。それを聞きながら……オレはどうしても眠ねむれなかった。

　オレの頰に触れてきた、このうえなく優しい彼のキス。

　思い出すだけで、鼓動がこんなに速くなる。

　身体が蕩とろけてしまいそうに熱くなる。

　……ああ、どうして……？

　……どうしてオレ、怒ってないんだろう……？

　……どうしてオレ、こんな気持ちになってるんだろう……？

　オレは暗くら闇やみを見つめながら考え、それから大きくため息をついて、心の中の妙みような気持ちを消そうとする。

　……何を考え込んでるんだ、オレ……？

　……あいつは、優やさしい顔をしてオレをずっと騙だましていた、冷血男で！

　……爽二の学費と引き替かえに、オレに身体を要求したスケベ野や郎ろうで！

　……あんな立派な学校の学園長のくせに、本当は男子高校生が好きなヘンタイで！

　……だから……だいっきらいなはずで……。

　最後のところで、またオレの思考はイキオイをなくす。

　リムジンを降りがけに、明日、学校が終わったら私の家においで、と囁ささやかれた。

　その時のオレの心臓は、たしかに……高鳴っていた。

　……どうして、ドキドキなんかしちゃったんだろう？

　……どうして、素す直なおにうなずいちゃったんだろう？

　オレはため息をつき、寝ね返がえりを打つ。

　向こうを向いて眠っている爽二の背中に、頰をつける。

　爽二の規則正しい鼓動と、あたたかな体温。

　テニスコートの爽二の、凜り々りしい姿を思い出す。

　真っ直すぐに顔を上げた爽二は、オレと二人きりの時とはまるで別人のようだった。

　観客席いっぱいの生徒たちが、憧あこがれと賞賛の視線で爽二を見つめていた。

　あの時のオレは、そんな爽二の兄であることがとても誇ほこらしくて。……だけど。

　今のオレの心の中に、なんだか不思議な寂さびしさが広がっている。

　爽二を守ることすらできずに、あの男にすがってしまったオレ。

　身体は奪うばわれても心は奪われない、と誓ちかったのに、ほだされ、迷い、流されそうで……。

　オレは、爽二とは比べモノにならないくらい小さな人間かもしれない。

　オレが爽二を守ろうなんて、身の程知らずなことなのかも知れない。

　なんだか……一人だけ取り残されたような気持ちだ。

　……爽二は……もしかしてオレのことなんか必要ないんじゃないんだろうか……？

「……お兄ちゃん？」

　爽二の声がして、オレはハッと我に返る。

「ご、ごめん、オレがバサバサ寝返りを打ったから……起きちゃったか？」

「ううん。ずっと寝たフリしてた」

「……う……気が付かなかった……」

　爽二はこっちに寝返りを打つ。そして、至近距きよ離りからオレを見つめてくる。

「……もしかして……学園長先生と、何かあったの？」

　爽二の言葉に、オレはギクリとする。

「……お兄ちゃん、学園長先生と会った後、なんとなくいつも変だ」

「……な、何か、って何……？　なんにもあるわけないじゃないかっ！」

　オレが言うと、爽二は探さぐるようにオレを見つめる。それからふと笑って、

「そうだよね、お兄ちゃんが、僕に噓うそをつくわけがないもんね」

　爽二の優しい声に、オレの心が、ズキリと痛む。

　……ごめん、爽二。オレ、おまえに、噓をついてるんだよ……。




　　　　＊




「いらっしゃいませ、陽汰さん」

　玄げん関かんのドアを開けてくれた執しつ事じさんが、いつものように本当に嬉うれしそうに微ほほ笑えんでくれる。

「お待ちしておりました。秀隆さまはまだお帰りではありませんが、すぐにお戻もどりになると先ほど電話がありましたから。上がってお待ちください」

「あ、はい……お邪じや魔まします……すいません、約束もなかったのに急に来たりして」

「陽汰さんから来られるとのお電話があってから、私もシェフも大わらわで」

「えっ？　オレ、お仕事の邪魔になってます？」

「いいえ。秀隆さまはあのとおりの無口な方ですから……あ、もちろんお優しい方ですが……陽汰さんが来られると、我々も仕事のしがいがあるんですよ」

　……こんなに歓かん待たいされると……なんだか気が引ける。

　……彼らは、オレが、自分たちの御ご主人様と愛人契けい約やくを結んでいるなんて夢にも思わないだろうな。

　リビングに案内されたオレは、美しい屋内プールを見つめながら、深いため息をつく。

　……しかも、あんなイケナイことをする関係だなんて知ったら……彼らはオレをとても軽けい蔑べつするだろう。

　オレの心に、なんだか不思議なほどの寂しさが湧わき上がる。

　……もしも、彼とこんな関係じゃなくて、普ふ通つうのつきあいができていたのなら……。

　オレの心が、ズキリと痛む。

　……どんなに楽しかっただろうに……。

　その時、廊ろう下かの方から誰だれかが走ってくるような足音が聞こえた。

　……なんだろう？

　リビングのドアがいきなり開き、振ふり返ると、そこには真堂が立っていた。

　少し乱れた前まえ髪がみ。

　玄関からの長い廊下を全力疾しつ走そうしてきたのか、彼の逞たくましい肩かたが微かすかに上下している。

「……陽汰……」

　彼はなんとなく、信じられない、とでも言いたげな顔でオレを見つめる。

「……来てくれたのか……」

「な、なんだよ？　来ちゃいけなかったのかよ？　あなたが来てもいいって言うから……」

「……嬉しいよ……」

　彼の口から漏もれた声に、オレはちょっと赤くなる。

　彼のその言葉は、なんだか、本当に喜んでくれているように聞こえて。

「……あ……っ」

　オレは動どう揺ようを隠かくそうとして咳せき払ばらいをしながら、

「……別に用があったわけじゃなくて……単に、ヒマだったから……」

「……そうやって来てくれていい」

「……え……？」

「……用がなくても、そうやって来てくれていいんだよ」

「……あ……」

　オレの頰ほおが、カアッと熱くなる。

　それくらい、彼の顔は真しん剣けんに見えたんだ。

「……あ、ええと……あの……」

　オレは思わずしどろもどろになってしまいながら、

「……それからオレ、お礼をちゃんと言ってなかったから……」

「……礼？」

「……あの……助けてくれてありがとうございました」

　言うと、彼は少し驚おどろいたように目を見開き、それからふいにすごく優しい顔をする。

「……陽汰」

「……え……？」

「……素直になった時の君は、本当に可か愛わいい」

　彼は言ってオレの隣となりに座り、オレの身体からだをそっと抱だき寄せた。

　キュッと抱き締しめられ、オレは彼の胸に顔を埋うずめたまま、身体を震ふるわせてしまう。

「気軽に来ていいなんて言うと、勝手に来て、あなたのお屋や敷しきのプールで勝手に泳いだり、あなたのワインセラーに入り込んで勝手に酒を飲んでたりするぞ！」

　オレが言うと、彼は少し驚いた顔をして、それからふいに微笑む。

「未成年のうちはワインは許可できないが……プールにはいつでも入って構わない。シェフや執事や運転手は遠えん慮りよして使わないし、私も忙いそがしくて早朝に泳ぐくらいだし」

「もしかして、毎朝自宅のプールで泳いでから学園長室に通ってる、とか？」

「習慣だからね。早起きをするのは少しつらいが」

「……あなたって、なんだか骨の髄ずいからお金持ちって感じがするよ」

　オレが言うと、彼は少し驚いたように眉まゆをつり上げる。

「私が？　普通だと思うが……」

「そこが普通じゃないって言うんだよ。まあ、清祥学園に通ってる生徒の家は、みんなそんな感じのお金持ちかもしれないけど」

　ため息をつくオレに、彼はプールを指さして、

「よかったら、泳いでいかないか？」

「えっ？」

「水着は、私のもの……では、大きすぎるだろうな」

　彼に腰こしのあたりを見下ろされて、オレはカアッと赤くなる。

　……そういえば、この男には……。

「いいよ、今度持ってくるから……あ……」

　オレは言いかけて、ふと思い出す。

　一いつ軒けん家やから狭せまいアパートにいきなり引っ越こしたから、たくさんの荷物を捨てた。

　慌あわただしい荷造りだったから細かく選より分けているヒマがなくて、制服と、よく着ている服以外はまとめて捨てるしかなかった。

「……水着……捨てちゃった……」

　去年の夏に、サッカー部の合宿で外そと房ぼうに行った。

　その時に新しくトランクス型の水着を買って、けっこう気に入ってたんだけど……。

「……どっちにしろ、ないや……」

「それなら……」

　彼が、いきなりオレに手をさしのべる。

「……買いに行こう。今すぐに、だ」

「ええっ？」

「今ならまだ、運転手がリムジンを車庫に入れていない。おいで」

　思わず出してしまったオレの手を握にぎりしめ、彼がオレを立ち上がらせる。

　肩を抱かれ、廊下を歩きながら、オレはちょっと呆ぼう然ぜんとしてしまっていた。

　……ああ、なんでオレ、彼とショッピングに行かなきゃいけないんだろう？

　……しかも、どうしてちょっと嬉しくなってるわけ？







真堂秀隆







　アクアマリンの色にライトアップされた、プール。

　彼の陽ひに灼やけた滑なめらかな肌はだに、水みず影かげが滑すべるように映る。

　彼は本当に優ゆう雅がなフォームを身につけていて、まるで美しい海の生き物のように見えた。

　私は泳ぐのも忘れ、彼の姿に思わず見とれてしまっている。

　大きく息を吸った彼は、勢いをつけて水の底に潜もぐった。

　そのまま、ほっそりとしたイルカのようにしなやかな動きで、プールの底ギリギリのところを滑るように泳ぐ。

　あっと言う間に二十五メートルプールを斜ななめに泳ぎ切り、コースの向こう側に水しぶきと共に姿を現す。

「ぷはっ！」

　顔を上げ、私を振り向く。

「気持ちいいっ！」

　叫さけんで、その顔に美しい笑えみを浮うかべる。

「人がいないプールで、コースを無視して泳ぐって、最高だよねっ！」

　水の心ここ地ちよさが、彼から警けい戒かい心を奪うばったのか、その声には屈くつ託たくがない。

「ねえ。クロールするから、フォームを見てくれる？」

　さっきから彼は、私のフォームが綺き麗れいだ、教えて欲しい、と言っている。

「あと、飛び込みがちゃんとできてるか、も」

「いいよ」

　言うと彼は嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、水しぶきを散らしながらプールサイドに上がる。

　間接照明に照らされたプールサイドに、彼が真っ直すぐに立ち上がる。

　宝石のような水すい滴てきが、彼の陽に灼けた肌を煌きらめきながら滑り落ちる。

　濡ぬれた髪かみ。

　それを無造作にかきあげる、すんなりとした腕うで。

　睫まつ毛げの長さが目立つ整った横顔。

　しっかりと張った肩かた。

　キュッと引き締まったウエスト。

　ブルーの水着から伸のびた脚あしは、滑らかな筋肉をうっすらと浮き上がらせ、とても美しい。

　しっかりとしたストロークでプールサイドを歩く彼は、森を行く美しい牡お鹿じかのようだ。

　正視してはいけない、と思いながらも、どうしても彼から目が離はなせない。

　さっき彼を連れて行ったのは、私がたまに寄るデザイナーズ・ブティックだった。

　スポーツウエアも扱あつかっているブランドなので、ブティックの一角に水着が並んでいるのを知っていたからだ。

　彼が選んだのは、トランクス型のブルーの水着だった。

　紳しん士し用ブランドの水着は、彼のほっそりした腰こしには大きすぎるようだったが、ほかのサイズは扱っていなかったために、彼はそれを（自分のお金で）買った。

　腰の部分に紐ひもがついているので、それをきつく締めておけば大だい丈じよう夫ぶ、と言っていたが、腰のあたりを気にしているところをみると……やはり少し大きかったのだろう。

　彼はコースの端はし、飛び込み用に高くなった段の上に上る。

　両足を揃そろえて立ち、私を見下ろす。

「行きます。……いい？」

「どうぞ」

　私の声をスタートのホイッスルにしたように、彼の足がプールサイドを蹴けった。

　しなやかに伸びた彼の身体が、美しいフォームで空中を横切った。

　彼の身体は、薄うすい刃はを持つナイフのように、指先から肘ひじ、肩……と順を追って水に滑り込んでいく。

　ほとんど水しぶきを立てないまま、彼の身体からだはプールの中に吸い込まれた。

　一いつ瞬しゆん水の中に消えた彼の身体は、しばらくの潜せん行こうを経て水面に現れ、そのまま美しいフォームのクロールに……。

「うごっ！」

　不思議な声を上げ、彼の姿がいきなり水底に沈しずむ。

「陽汰！」

　私は叫び、全速で彼のところに泳ぐ。

　彼の腕を摑つかみ、その身体を慌てて水面に引き上げる。

「陽汰！　大丈夫か？」

　水面に出てきた彼は、ゲホゲホ、と咳せき込む。

　私は彼の身体を腕の中に抱だき込むようにして、背中を叩たたいてやる。

「水を飲んだ？　ちゃんと吐はき出しなさい」

「だ、大丈夫。そうじゃなくて……っ」

　陽汰は言って私を見上げ……それからふいにカアッと頰ほおを染める。

「……そうじゃなくて……オレ、オレ……」

「え？」

「……ああっ！　う、動かないで……っ！」

　彼が叫んで、とても恥はずかしそうに私の肩をしっかりと摑む。

「……あと、下は見ないで、頼たのむから……っ！」

　……さっきまであんなに堂々とプールサイドを歩いたくせに、どうして急に……？

「いったいどうしたというんだ？　足は？」

「別に、足が攣つって沈んだんじゃない。オレ……」

　私は考え、それから、あることに気づいて顔を上げる。

　案の定、彼が飛び込みをしたあたりに……ブルーの布きれがゆっくりと沈んでいく。

　あの色は見覚えがある。さっき彼が買ったばかりの……。

「……水着……？」

「と、飛び込んだ拍ひよう子しに脱ぬげたんだっ！　信じらんない、こんな……っ！」

　彼が叫んだ拍子に、抱き寄せて密着した身体が動く。

　水の中、彼の引き締しまった腿ももが、私の腿に滑らかに擦こすれる。

「う、うわあっ！　頼むから……動かないで……っ！」

「動かなくては、水着を取りに行けない」

「あなたが不用意に抱き寄せるからだっ！　動かれたら、オレ……っ！」

　密着した上半身、私の鳩尾みぞおちのあたりに硬かたく尖とがった小さなものが押しつけられている。

「……え？」

　驚おどろいて身じろぐと、硬い突とつ起きは私の肌を擦り……彼の唇くちびるから、甘い声が漏もれる。

「……あぁ……んくっ……」

　彼は慌あわてて唇を嚙かみ、その声を押し殺す。

　乱れてしまっている彼の呼吸を、首筋に感じる。

　密着した胸から、彼の速い鼓こ動どうが伝わってくる。

　……私の胸の中にいることで、感じている……？

　驚いて見下ろすと、彼は泣きそうな顔で目をそらす。

　黒い瞳ひとみが潤うるみ、彼の長い睫まつ毛げが、恥ずかしそうに震ふるえている。

「……うう……どうすればいいんだ……オレ……」

　彼の唇から、困こん惑わくしきったような、しかし甘い呟つぶやきが漏れる。

「私にとっては、チャンスだろうか？」

「……え？」

「一糸まとわぬ君が、腕の中にいる」

　言うと、彼は一気に真っ赤になり、それから私の腕から逃のがれようとして暴れる。

「……離せよ、離せってば……っ！」

　彼が暴れた拍子に、私の腿に、何か硬い物がグリッと擦れた。

「……あっ！」

　彼がとても驚いた声を上げて、そのまま硬こう直ちよくする。

　……彼は、発情している……？

　……屹きつ立りつが、こんなに硬くなるほど……？

「……君は、私の腕に感じている」

　囁ささやいて、膝ひざで膝を割り、彼のしなやかな脚の間に腿を割り込ませる。

「……うわ、ぁっ！」

　彼のしっかりと勃たち上がった屹立に腿を押しつけ、その硬さを確かめる。

「……そうだね？」

　耳元に口を寄せて囁いてやると、彼は身体を震わせて、

「……くぅっ……！」

　彼が息をのんだと同時に、彼の屹立までが、ヒクリと跳はね上がった。

「……こんなに硬くして……」

　私はもう我が慢まんできず、彼の屹立を手のひらで包み込む。

「……イケナイ子だな……」

　キュッと握にぎりしめると、彼は甘く震え、たまらなげに小さく喘あえいだ。

「……だ、ダメだよ……あっ……！」

　……ああ……もうとても止まることなどできない……。







速川陽汰







　オレの反り返った屹立を包み込んだ彼の手が、ゆっくりと上下に動いた。

「……うぁ……っ！」

　身体を走るあまりの快感に、オレの身体は震えて、膝から力が抜ぬける。

「……あぁ……っ」

　思わず仰あお向むいて喘いだオレの顔を、彼の顔が上から覗のぞき込んでくる。

　いつもの、知的なイメージの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねがない。

　薄うす茶ちや色いろの髪かみが乱れて、形のいい額に落ちかかっている。

　その様子は、なんだかすごくセクシーで……。

「……あ……っ！」

　見つめられるだけで身体がズキンと甘く痛み、オレは思わず小さく喘ぐ。

「……陽汰……感じている君は、とても可か愛わいい……」

　ため息で囁いて、彼の唇が、深く重なってくる。

「……んん……っ！」

　味わうようにオレの唇を甘嚙みし、そして舌を淫みだらに吸い上げる。

「……んん、ん……っ！」

　彼は、腰こしに回している方の手で、オレをしっかりと引き寄せる。

　二人の身体の間に波が起き、剝むき出しの肌はだと肌が密着した。

　彼の体温と、滑なめらかな肌。そしてその下の逞たくましい筋肉の感かん触しよく。

「……やめ……うぅ、ん……っ！」

　オレの屹立がピクンと震え、先せん端たんから、水の中に、何かがトクンと吐き出される。

　……ああ、オレ、こんなところで……。

　彼はオレが先走りの蜜みつを漏らしたことに気づいたのか、親指で先端に触ふれてくる。

「……もう、こんなに濡ぬらしているのか？」

　先端に、ヌルリと円を描えがかれて、オレの腰が跳ね上がる。

「……は、あぁ……っ！」

　内うち腿ももに痙けい攣れんが走り……オレは射精感を必死でこらえる。

「……しかも、こんなに硬くしてしまって」

「……うぁ……っ、ダメ……っ！」

　囁きながら握り込んだ手を動かされ、オレは思わず彼の肩かたにすがりついた。

「……あ……ああ……ダメ……だよっ！」　>>>♥

　彼の肩に頰をつけ、オレは必死でかぶりを振ふる。

「……ダメ？」

「……あっ！」

　彼の指が、オレの先端に円を描くように動いた。

「……こんなにしているのに？」

「……あぁっ！　くぅ、んっ……！」

　喘いだオレの唇に、彼が深いキスをする。

「……んっ、んくっ……！」

「……愛してる、陽汰」

　キスの合間に囁かれ、オレの快感がどんどん膨ふくれ上がる。

「……愛してるんだ……」

　その言葉がただのお芝しば居いだと、オレは知ってる。

　その声は甘く、そしてなんだか胸が痛くなるほど真しん摯しに聞こえる。

　前はあんなに怖こわかった彼のことが……今はなんだか……。

「……オレ……」

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるんだろう……？

　……オレ、いったいどうしちゃったんだろう……？

　抱だき締めてくる腕うでは、本当に優やさしい。

「……ああ……オレ……」

「……陽汰……」

　彼が囁いて、顔を近づけてくる。オレはキスを待って目を閉じようとし……。

「……お兄ちゃん！」

　いきなりリビングからのドアが開き、澄すんだ声がプールに響ひびく。

　その声に、オレは硬直する。

　……どうして……？

　その声は、紛まぎれもなく爽二のもので。

　真堂が顔を上げ、少し呆ぼう然ぜんとした声で、

「爽二くん。どうしてここに？」

「執しつ事じさんに、お兄ちゃんに急用があるって言ったんです。そうしたら、プールにいらっしゃいますって……だから……来たんだけど……」

　爽二は、真堂の腕に抱かれているオレを見下ろし、信じられない、という顔をする。

　プールサイドからでも、オレが一糸まとわぬ姿で彼の腕に抱かれていることは解わかるだろう。

　……爽二に……見られてしまった……。

「急用……って？」

　オレの唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。爽二は苦しげに眉まゆを寄せ、ポケットから小さく畳たたまれた一枚の紙切れを取り出す。

「ごめん、お兄ちゃん。様子が変だから、お兄ちゃんの引き出しの中、見せてもらった」

　……引き出し……。

「それで……これを見つけた」

　爽二はその紙を広げ、オレの方にかざしてみせる。

「……あぁっ！」

　オレは絶望的な気分で声を上げる。

　爽二が持っていたのは……真堂とオレが交かわした、あの契けい約やく書しよだったんだ。

　……どうしよう……？　爽二に知られてしまうなんて……！

「爽二くん」

　真堂が、意外なほど落ち着いた声で言う。

「きちんと話がしたい。その前にタオルを一枚取ってくれないか？」

　彼が、デッキチェアの上に置かれたタオルを指さす。

　爽二はなんだか悔くやしそうに眉を寄せてから、タオルを取ってくれる。

「……取りはしましたが、あなたの命令を聞いたのではありません。兄のためです」

　爽二が、いつもとは別人みたいに厳しい声で言う。

「どちらにせよ、礼を言うよ」

　真堂は言ってタオルを受け取り、それを水に沈しずめて、オレの腰に巻き付けてくれる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　耳元で小さく囁ささやかれて、オレはなんとかうなずく。

　……だけど本当は、足あし下もとが割れて、このまま地の底に吸い込まれそうな気分だ。




　　　　＊




「……契約をすることになった経けい緯いは解りました」

　ソファに座った爽二が、真堂を見つめ、怖いほど静かな声で言う。

「それが、僕をあの学校に行かせるためだったことも。だけど……」

　爽二はふいにつらそうに眉を顰ひそめ、オレを振り返る。

「……お兄ちゃん」

　その声が、まるで血を吐はくように苦しげで、オレの心をズキリと痛ませる。

「……どうしてこんなこと？」

「……噓うそついて……ごめん、爽二……」

　オレの声も、とても苦しげにかすれている。

「……おまえを……どうしてもあの学校に行かせたかったんだ……」

「どうして？」

　爽二は責めるような声で叫さけび、隣となりに座っているオレの二の腕うでを両手で摑つかむ。

「僕はあの学校に行かなくてもいい、そう言ったはずなのに！　なのにどうしてだよ？」

「……あっ……」

　覗のぞき込んできた爽二の瞳ひとみには、テニスコートの上で見たのと同じ……激しい光。

　綺き麗れいな顔に浮うかぶのは、ただのか弱い美少年じゃなくて、一人の男としての怒いかりの表情。

「お兄ちゃんは、綺麗で、明るくて、優しくて、ずっと僕の憧あこがれだった！」

　ガクガクと揺ゆすられ、そのまま抱き寄せられる。

「お兄ちゃんが好きだ！　お兄ちゃんに格好いいと思ってもらえそうなことならなんでもしてきた！　あの学園に行きたいと言ったのも、将来たくさんお金を稼かせいで、お兄ちゃんに何不自由ない生活をさせたかったからだ！　なのに……！」

　首筋に押しつけられる爽二の頰ほおが、熱く濡れているのを感じる。

　……ああ……爽二を泣かせてしまってんだ……。

　オレは呆然と思う。爽二はギュッとオレを抱き締しめて、

「そんなくだらないことのために、こんな綺麗な身体からだを男に差し出すなんて！」

「……くだらない、こと……」

　その言葉がキーワードになったかのように、放心状態のオレに、やっと意識が戻もどってくる。

「……くだらないことなんかじゃない……」

　オレは言って爽二の身体を押しやり、その顔を覗き込む。

「おまえをあの学園に行かせるのは、父さんや母さんの夢でもあったんだぞ」

「……だけど……」

「それに、なにもかも失いそうだったオレには、それが晟後の希望だった」

「……お兄ちゃん……」

「父さんと母さんが亡なくなって、家も店もなくして。しかもオレもおまえも学校にすら行けなくなりそうだった。心の奥では、悲しくて、つらくて、怖かった。だけど……」

　オレは爽二の目を真っ直すぐに覗き込む。

「おまえがあの清祥学園に行くんだと思ったら、誇ほこらしくて、嬉うれしかった。一番つらい時期をなんとか乗り越こえることができたのは、そのおかげなんだ」

「……あ……」

「そして、おまえがあの学園で堂々としているのを見た時……すごくよかったと思った。オレは何もかも失った。ガキで、非力だ。でも、弟を高校に行かせることだけはできたんだって」

「……お兄ちゃん……」

　爽二は目を潤うるませ、だけどそれを振ふり払はらうようにかぶりを振り、眉を顰めて真堂を見る。

「ずっと行きたかった学園の学園長があなたのような男だったなんて。……失望しました」

　爽二は、オレだったら本気でびびりそうな怖こわい顔で、真堂を睨にらみつける。

「僕は、あの学園を自主退学させていただきます。兄を犠ぎ牲せいにしてまで、学園に通うことなどできません」

　真堂は爽二の冷たい声に顔色一つ変えず、冷静な声のまま、

「退学するのは君の自由だ。だが、お兄さんはすでに、私に身体のすべてを捧ささげてしまった」

　……え……？

「……すべて、を……？」

　真堂の言葉に、爽二は頰を引きつらせる。

「そうだよ。お兄さんは、痛みをこらえて君のためにヴァージンを失ったんだ。君が今さらどうしようが、もとには戻れない」

「……兄さんが好んで男に抱だかれるわけがない！　あなたが、兄さんを、無理やり……？」

「そう思ってくれてもいい」

「……そんな……っ！」

　爽二が悲痛な声で叫ぶのを、オレは呆然と見ていた。

　……どういうこと……？

　……オレが真堂から教わったのは、甘い愛あい撫ぶ。そして気が遠くなりそうな快感。

　……彼との行こう為いに痛みを覚えたことも、ましてや無理やりに抱かれたこともない。

　オレは、いつもとまったく変わらないクールな顔をした真堂を見つめる。

　……彼は、噓をついてる……。どうして……？

「もしも君が自主退学したとしよう」

　真堂の目が、爽二を真っ直ぐに見つめる。

「私は、彼のような美しい青年のヴァージンを手に入れたことにとても満足している。しかも、今後一いつ切さい、金を払う必要がなくなる。……いいことずくめだが？」

「……くっ！」

　爽二が拳こぶしを握にぎりしめて、涙なみだをこらえるように眉まゆを顰める。

「私にはどうでもいいことなのだが……少し気がとがめるな。学校を退学したら、君もすべてを失うことになるんだよ？　君たち兄弟は大損ということになる」

　爽二が悔しそうに唇くちびるを嚙かむ。真堂は言って、オレを振り返る。

「もう一つ。陽汰にも、そろそろ言おうかと思っていたことがある」

「……え？」

　オレが顔を向けると、彼はオレを真っ直ぐに見つめる。

「好きな人ができた。だからもう、ここには来ないでくれないか？」

「……え……？」

「君の身体はとてもよかった。だから少し惜おしいが……契けい約やくを破は棄きさせてもらうよ」

　オレは、彼の言葉が理解できない。

　……好きな人ができた……？

　……もう……おしまい……？

「契約書を読んでもらったのなら理解してくれていると思うが……私の都合で契約を破棄する場合、二人分の学費と、生活費は、今後三年間、継けい続ぞくして支し払はらわれる」

「なんだよ、それ、同情か？　あなたなんかの金で生きるなんて……！」

　爽二の言葉を、真堂が手を上げて遮さえぎった。

「陽汰への慰い謝しや料りようと思ってくれていい。あとは……口止め料かな？」

「……なんてやつだ……っ！」

　叫んだ爽二に肩かたをすくめて見せてから、彼は部屋の隅すみの金庫に歩く。

　その扉とびらを開け、中からあの時の契約書を持ってくる。

「契約は、今をもって無効とする。……破るよ？」

　彼は言って、二人のサインのある契約書を二つに裂さく。オレの顔を見つめて、

「君の持っている分も破いてくれないか？」

　オレはうなずいて、爽二からその紙を受け取る。

「この契約は、これでおしまいだ」

　言って、その紙をまっぷたつに裂く。

　なぜか、オレの心がズキリと痛んだ。　>>>♥

「そのかわり、三年間、二人分の学費と生活費を私が持つ。それに関する誓せい約やく書しよを、弁護士経由で送る。いざという時にはそれを駆く使ししてくれ。……それから」

　彼は、オレと爽二の顔を見比べて、

「秘密を知られている君と学園で顔を会わせるのは気が進まないし、それに私にはもともと金を稼ぐ必要などない。……私は、今月いっぱいで学園長という地位からは退くことにする」

「……え……？」

　驚おどろくオレたちに、彼はきっぱりと言う。

「私のあとは花房にでも継ついでもらおうと思う。ワインセラーに預かっているワインが必要な時には、彼に言いつけてくれればすぐに送る」

「……あ……」

「君とは二度と会わないことになると思う。楽しかったよ、陽汰」

　……ああ……信じられない……。







真堂秀隆







　……これでよかったんだ……。

　私は深いため息をつく。

　……私は間ま違ちがってはいない……。

　学園長の地位を退きたいという私の要望は、一族からの猛もう反はん対たいを受けた。

　しかし、私はそうさせてもらえないのなら真堂家から籍せきを抜ぬくしかない、と脅おどし、彼らを渋しぶ々しぶ納なつ得とくさせた。

　花房は次期学園長になることをひたすら拒こばんだが、私の気が変わって戻もどるまで、という条件でその話をオーケーしてくれた。

　……そして。

「学園をやめてしまったら……その後、どうなさるおつもりです？」

　自宅のリビング。ソファの前に立った花房が、私に問いかける。

「海外にでも行くかな？」

「海外？　いったいどこへ……？」

「……どこでもいい。陽汰の顔を見なくてもいいところなら」

　呟つぶやいた私の声は、自分のものとは思えないほど苦しげだった。

「……秀隆さま……」

「秀隆ではなく、学園長と……」

　私は言いかけて、それから悲しい気持ちで苦く笑しようする。

「……ああ、もう学園長ではなくなるんだったな」

「あなたは……」

　花房の声は、いつもの彼らしくなく、どこか感情的だった。

「あの兄弟にたくさんのものを与あたえ、しかしその代だい償しように、自分のキャリアも教育者としての将来も失う。それでもいいのですか？」

　彼の言葉に、私は深くうなずく。

「いいんだ。それが陽汰のためならば」

「それは……！」

「私は何も要いらない。陽汰さえ、幸せでいてくれれば」

　私は愛いとおしい陽汰の顔を思い浮うかべながら呟く。

「……この感情を……人は本当の恋こいと呼ぶのだろうな」







速川陽汰







　……本当に、これでよかったんだろうか……？

　あの日から、オレはずっとそういう気持ちに苛さいなまれている。

　どうしても彼の行く先が気になって、なんどか携けい帯たいに電話をしてみた。けれど、電源が切られている、というメッセージが流れるだけで、彼は一度も出ようとはしなかった。

　オレの心にずっと引っかかっているのは、彼が爽二についた噓うそ。

　彼は、オレの身体からだを無理やり抱だき、最後まで自分のものにした、って言った。

　……だけど……彼がオレを無理やり抱こうとしたことは、一度もなかった。

　爽二には、いつもは隠かくされているけれど、とても負けず嫌ぎらいなところがある。彼のついた噓は、爽二のその隠された性格を刺し激げきし……爽二は、清祥学園にそのまま通うと言い出した。

　もしも彼があの噓をついていなかったら……爽二は激情に任せてあのまま学校をやめてしまっただろう。

　そして……ずっと後こう悔かいしたに違ちがいない。

　噓をつかれたことには（そして弟に向かってお兄さんはもうヴァージンじゃないなんて言われたことには！）腹が立つけれど……結果的に彼の噓にオレたち兄弟は救われたんだ。

　……もしかしたら、彼は、ほかにも噓をついているかもしれない……？

　オレの頭に、好きな人ができた、と言った、彼の言葉が甦よみがえる。

　そのほんの一時間前、彼はオレに、いつでも来ていいんだよ、って言った。

　……好きな人ができた、だから契約を破は棄きする……その言葉が、オレと爽二を守るための噓だったとしたら……？

　……オレと爽二を守るために、彼が学園長としての地位を捨てたのだとしたら……？

　オレの脳のう裏りを、もっと前のことがよぎる。

　それは、オレと彼が契約を交かわした夜のこと。

　彼は、彼の申し出を断ろうとするオレに、代償をもらえばいいのか、って聞いた。

　そして、君の身体が欲しい、って代償を要求した。

　……もしもあの時、彼があんなことを言い出さなかったら……？

　きっとオレたちは、彼からの援えん助じよを受けることなく学校をやめ、途と方ほうに暮れていただろう。

　オレはあることに気づいて、ハッと息をのむ。

　……もしかして……？

　その時、オレの携帯電話が着信音を奏かなでた。

　ポケットから携帯電話を取り出して、液えき晶しようを覗のぞき……オレは驚いてしまう。

　画面にでたのは、『花房』という文字。

　彼が、自分の電話番号と一いつ緒しよに、無理やり教えていったナンバーだ。

　……花房さんが、いったいなんの用事だろう？

　……だけど、ちょうどいいタイミングだったかもしれない。

　オレは、通話ボタンをオンにしながら思う。

　……彼ならきっと、真堂のことを……よく知っているはずで。







真堂秀隆







「……噓つき！」

　後ろから聞こえた声に、荷造りをしていた私は、ギクリと固まる。

　……この声は、まさか……。

　ゆっくりと振ふり返ると、そこに立っていたのは……陽汰だった。

　私の心が、ズキリと激しく痛む。

「……陽汰……？」

　陽汰は、二人がこんな関係になる前のような、とても優やさしい表情を浮かべている。

「……噓つき」

　もう一度言われたその言葉が、やっと私の心に届く。

「……噓……というと……？　私は君に噓など……」

　彼は手を上げて、私の言葉を遮さえぎる。

「もういいよ……花房さんから、全部聞いた」

　……え……？

「……花房から、全部……？」

　……というと……？

「まずは、あなたに、『新しい好きな人』なんていないこと」

　彼は言って、私の寝しん室しつに一歩踏ふみ込んでくる。

「……あっ……」

　……あっさりとばれてしまった。

「それから、自分が学園をやめると言い出したのは、爽二が居づらくならないようにとの配はい慮りよだったこと」

「……お兄さんを奪うばった憎にくい私がいたら、彼はいつでも怒いかりを感じてしまうだろう？」

「あと……あの……」

　彼はふいに頰ほおを染めながら、

「最初に、契けい約やくとか言い出したのは、オレが経済的な援助を断らないようにするためで。本当は、初めて会った時から、オレのこと……？」

「……そんなことまで話したのか……？」

「……答えろよっ！」

　彼が叫さけび、私は観念してため息をつく。

「援助を断ったり、弟さんをやめさせたり……そんなことをしないと約束してくれるなら」

「わかった！　約束するから！」

　私は、彼の顔を真っ直すぐに見上げる。

「ずっと君が好きだった。初めて出会った時から。前に私が、『兄弟などと思われては困る』と言ったのは、そういう意味だ。……私は、君を、一人の男として愛していたから」

　陽汰の頰が、ますます赤くなる。

「愛してしまった君と、君の弟さんが困っているのを見て、何かせずにはいられなかった。しかし君は、私をただのお客で赤の他人としか思っていなかった。申し出をあっさり断られると思い、とても慌あわてた。そして……恋れん愛あい契約を提案してしまった」

「……あ……」

「君のプライドを傷つけると解わかっていて、君がゲイではないと解っていて……しかし、私にはあれしか思い浮うかばなかった」

「……真堂、さん……」

　私は彼の顔を見つめ、告白する。

「君たち兄弟のために何かをしたかったんだ。君を……愛してしまっていたから」

「……あぁ……」

　陽汰は小さく息をのみ、そして泣きそうに目を潤うるませる。

「じゃあ……全部、オレと爽二を守ってくれるために？」

「そうだ」

「自分は何もかも失っても？」

「君を守れるのなら、それでかまわないよ」

「……う……っ」

　陽汰がいきなり声を詰つまらせる。

「あなたは……変わってなかったんだ……」

「……え？」

「……本当は、ずっと憧あこがれてた頃ころと同じ、優しい人だったんだ……」

　彼は寝室を横切って、絨じゆう毯たんにひざまずいている私の前に立つ。

「あなたに、いろんなこと教わって、悪いヤツから助けてもらって。そのたびに、あなたが昔と同じ優しいあなたで、オレのことを本当に愛してくれていたらいいのに、って思った」

「……陽汰……？」

「オレ……どうやらあなたのこと……愛してるみたいなんだ……」

　私の心に、彼の言葉がゆっくりと沁しみてくる。

「だって、でなきゃ説明できない。どうしてどんなにイジワルされても、顔を見るだけでドキドキするのか。どうして甘く囁ささやかれると抵てい抗こうできなくなるのか」

「……陽汰……」

「それにオレ……」

　陽汰はそこでまたカアッと赤くなる。

「……好きでもない男に、キスされたり、触ふれられたりして、感じるわけがない」

　上を向いた私の頰に、陽汰がそっと指先で触れてくる。

「……オレ、あなたのキスや愛あい撫ぶに……」

　陽汰はそっと身を屈かがめてくる。呆ぼう然ぜんとしている間に、唇くちびるに何かが触れ、そっと離はなれていく。

「……とても感じたんだ……」

　彼の声は甘くかすれ、長い睫まつ毛げが、羞しゆう恥ちに震ふるえている。

　私は唇に残った彼の唇の感かん触しよくを思い出し……それから我が慢まんできなくなって立ち上がる。

「……愛撫に、感じた……？」

　見下ろすと、彼は恥はずかしげにまた頰を染め……しかし、しっかりとうなずいてくれる。

「……もっと先まで、教えて欲しい……？」

「……あ……」

　彼は、まるで本当に愛撫でもされたかのように、小さく喘あえぐ。

　私は彼の顔に顔を近づけ、その額に額を押しつける。

「……答えなさい。教えて欲しい……？」

「……教えて……」

　彼の小さな囁きを聞いたとたん、私の我慢の糸がプツリと切れた。

　私は身を屈めて彼の身体からだを抱だき上げ、そのままベッドに運ぶ。

「……あぁ……っ」

　彼をベッドに横たわらせ、その上に、ゆっくりとのしかかる。

「……契約書はもうない。君には私からの誘さそいを断る権利がある……」

　耳元で囁くと、彼の身体がヒクリと震える。

「……断りたい……？」

「……断らない……」

　彼が囁いて、私の肩かたに頰を押しつける。

「……契約だからじゃない。あなたのこと愛してるから抱かれたい。それだけだよ……」

「……陽汰……！」

　彼の言葉が、私のなけなしの理性を四散させる。

　彼のセーターとその下の綿シャツを、一気に捲まくり上げる。

「……あっ……！」

　その下から現れたのは、金色に陽ひ灼やけした、あまりにも美しい身体。

　平らなお腹なかと胸。

　そしてその先せん端たんに尖とがりかけている、小さな胸の飾かざり。

　私は顔を下ろして、あらわになった彼の乳ち首くびにそっとキスをする。

「……うっ……！」

　たっぷりと濡ぬらした舌を、硬かたくなってきた先端に往復させる。

「……くっ、あぁ……っ！」

　とても感じやすい陽汰は、それだけで背中を反り返らせ、腰こしをヒクヒクと震わせてしまう。

「……んんっ……！」

　チュッと音を立てて吸い上げもう片方の乳首を指先でくすぐる。彼の腰がまた、ヒク、と跳はね上がる。

「……んう……はうっ……！」

　陽汰が息をのみ、恥ずかしそうに両手で股こ間かんを押さえる。

「……どうした？　もう下着を濡らしてしまったのか？」

「……い……言うな……っ！」

　陽汰の顔はそれが図星だったことを表すように美しい桜色に染まっている。

「……君は本当に可か愛わいくて、そして色っぽい。だから……心配だったんだよ」

　囁きながら、彼のジーンズの前立てのボタンを外し、ファスナーをゆっくりと下ろす。

「どんなにたくさんの男が君に群がるか解らない。そんなことになるのなら……」

「……あっ……」

　下着と肌はだの間に手を滑すべり込ませると、彼が小さく息をのむ。

「……噓うそをついて、君に嫌きらわれた方がずっとマシだ」

　囁いて、その形のいい屹きつ立りつを、手のひらに握にぎり込む。

　彼は胸への愛撫だけで、もう先端をたっぷりと濡らしてしまっていた。

「……ああ、なんて感じやすい子なんだ」

　囁いて、指先で、蜜みつに濡れた先端をくすぐってやる。

「……うっ……あぁ……っ！」

　彼の腰がヒクヒクと震え、彼はさらに蜜を溢あふれさせる。

「……これでは下着がべたべたになってしまう。脱ぬがせてもいい？」

　私の問いに、彼は恥ずかしげにうなずいた。

「……あなたの好きにしていいよ……全部教えて……」

「……わかった、いい子だ……」

　私は囁いて、彼のジーンズと下着を、膝ひざまで一気に引き下ろす。

「……ああっ……！」

　膝をジーンズと下着で拘こう束そくされた彼は、泣きそうな顔で私を見上げてくる。

「……待って。なんか恥ずかしい……」

「……私の愛し方を、すべて教えて欲しいんだろう……？」

　私は囁いて、彼の綿シャツの首のボタンを外す。

　そして、綿シャツとセーターを、まとめて、肘ひじまで一気に捲り上げる。

「……あっ……！」

　両手を上に上げ、そのまま肘で拘束された格好の彼は、さらに恥ずかしげな顔で私を見上げてくる。

「……待って。これってめちゃくちゃ恥ずかしいよ……っ！」

「ああ。それが狙ねらいだからね」

　私は言って、剝むき出しになった彼の両方の乳首を、そっと両手の指先で愛撫する。

「……うわっ……あぁ……んっ！」

　彼の身体に細かな震えが走る。

「……どうした？　感じたのか？」

　私の問いに答えるかのように、反り返った彼の屹立がヒクリと震えて、その先端からトロリと蜜を漏もらす。

「君のここは、とても正直だね」

「……うあっ……ダメ……っ！」

　身を屈め、蜜が伝い落ちる側面にキスをすると、彼が必死の声を上げる。

「そんな可愛い声を出すと……」

　私は舌を彼の側面に這はわせながら囁ささやく。

「……ますます恥ずかしいことをされてしまうよ……？」

　囁いてから、彼の震える屹立を、一気に口の中にくわえ込む。

「……はうっ……ああーっ！」　>>>♥

　側面を指で扱しごき上げ、先端をチュプッ、チュプッ、と濡れた音を立てて愛撫してやると、彼は私の髪かみに指先を埋うずめ、我を忘れたように身体を痙けい攣れんさせる。

「……ダメ……ダメ……オレ、もう……っ！」

　彼の限界が近いことを表すかのように、屹立は反り返り、先端からは蜜が零こぼれる。

　……ああ、本当に、感じやすい子だ……。

「……お願い、お願いっ……！……口、放して……イク……っ！」

　彼の内うち腿ももが、さざ波のように震えた。

「……ダメ……はなし……あああっ……！」

　駆かけ上ろうとする彼のリズムを見み極きわめ、強く吸い上げてやると……。

「……くう、くう……んっ！」

　彼は甘える子犬のような声を上げ、そして私の口の中に、ドクンッと欲望を放った。

　それは……どんな素す晴ばらしいワインよりも、私の舌を甘美に酔よわせてくれた。







速川陽汰







　肘と膝に脱がされかけた服がからまって、身動きがとれない。

　恥はずかしい状じよう況きようの中で愛あい撫ぶされ、屹立を吸い上げられ……身体に激しい電流が走った。

「……くう、くう……んっ！」

　オレの唇くちびるから、信じられないような甘い声が漏れた。

　そしてオレは彼の濡れた唇と舌に翻ほん弄ろうされながら、彼の口の中に、ドクンッ、と勢いよく欲望を放ってしまったんだ。

「……あぁ……あぁ……ん……」

　快感の余よ韻いんに震ふるえるオレの膝の裏を彼の手が押し上げ、脚あしが、ゆっくりと高く上げられた。

「……えっ？」

　赤ちゃんのおむつを替かえるときのような、しかも両りよう膝ひざを下着とジーンズに拘束されたままでさせられる恥ずかしい格好に、オレは真っ赤になる。

　上げられた膝の向こう、オレの双そう丘きゆうの間に、彼がゆっくりと顔を埋める。

「……やっ……何？……あぁ！」

　濡れた彼の舌が、双丘の谷間を辿たどるのを感じる。

　それはオレの後ろの方に滑すべり……考えてもみなかったような奥深い場所に触ふれてくる。

「……えっ？　あぁ……っ！」

　恥ずかしさに身をよじるオレをしっかりと摑つかまえ、彼が唇でオレの双丘を押し開く。

「……ああっ、ダメだよ……そんなとこ……あぁっ！」

　奥深いところに隠かくされていた蕾つぼみに、彼のキスを感じる。次に、何かあたたかなものが、トロトロと谷間に流し込まれるのを感じて、オレは真っ赤になる。

　……だって、それはきっと、オレがさっきたっぷりと放った蜜で……。

　彼の手が、膝を拘束する下着とジーンズを取り去ってくれる。

　ホッとしたのもつかの間……彼が、濡れそぼったオレの蕾に、ツプン、と音を立てて指を挿そう入にゆうしてくる。

「……ああっ……はうっ！」

　滑なめらかに侵しん入にゆうしてきた指は、オレの内部を優やさしくかき回し、不思議な欲望をかき立てる。

　さっきイッたばかりなのに、オレの屹立は早くも反応して勃たち上がりかけている。

　……ああ、なんて恥ずかしいオレの身体からだ……。

　……お尻しりに指を入れられて、こんなふうになっちゃうなんて……。

「……あっ、ダメ……そこっ！　あぁっ！」

　ある一点に指先が触れ、オレの身体に痙攣が走った。

「……ん？　ここ？」

　セクシーな声で囁かれ、その部分をキュッと指で押されて……。

「……やぁ……っ、くぅ……っ！」

　オレの屹立が震え、ドク、ドク、とまた欲望が迸ほとばしる。

　オレのお腹なかから胸にかけての肌はだに、あたたかな蜜がまき散らされる。

　……ああ……オレ……また……。

「またイッてしまったのか？　本当に感じやすいんだね」

「……やだ……言わないで……恥ずかしいから……」

　手で顔を隠したいのに、両りよう腕うでが拘束されていてそれもできない。

「イッてしまっておいた方がいい。きっと苦痛が少ないだろうから」

「……え……？」

「今からすることは、気持ちがいいだけではすまない。……それでも教えて欲しい？」

　囁かれて、オレはうなずく。

「……たとえ痛くても怖こわくない。だってオレ、あなたのこと……」

　オレは彼の、うっとりするほどハンサムな顔を見上げながら囁く。

「……愛してるんだ……」

「……陽汰、悪い子だ、もう容よう赦しやできないよ」

　彼がセクシーな声で囁いて、オレの蕾への愛撫を再開する。

「……あっ……あうっ……ダメ……！」

　濡ぬれていることを証明するように音を立てて愛撫され、感じてしまったところで指を増やされる。ジラすように、あの感じるポイントを指先がかすめ……そのたびに、内部で感じる快感は大きくなってきて……。

「……はぁ……はぁ……お、願い……」

　オレは快感とジラされる苦しみに、呼吸を乱してしまいながら、彼に懇こん願がんする。

「……し、て……」

「……何を、どうして欲しいんだ？」

　彼が、肘を拘こう束そくするシャツとセーターを取り去ってくれながら囁く。

「……して、だけでは解わからないよ」

「……ああっ！　イジワル……！」

　オレの目め尻じりを、こらえきれなかった快楽の涙なみだが滑り落ちた。

「……ん？　言ってごらん？」

　囁きながら、お腹から胸にかけて降り零した蜜みつを、手のひらで塗ぬり込められる。

「……くぅ……ああ……っ！」

　乳ち首くびの上にヌルリと円を描えがかれ、感じてしまったオレは、後ろの蕾で彼の指を、キュッ、と食い締しめてしまう。

「……すごいな。こんなに色っぽく締めつけてくるなんて。……気持ちがいい？」

「……うっ……いい、いいよっ！　だから……もう……っ！」

「……言ってごらん。どうして欲しいのか」

「……あなたが欲しいんだよっ！　オレのすべてを、奪うばって欲しいんだよっ！」

　思わず叫さけんだオレの唇に、彼の唇が深く重なってくる。

　後ろの蕾から、クチュンッ、という音を立てて指が引き抜ぬかれる。

「……いい子だ。よく言えたね」

　オレの内腿に彼の両手が置かれ、そのまま大きく割り広げられる。

「……ああ……っ」

　恥ずかしさと快楽の予感に喘あえぐオレの蕾に、燃え上がりそうに熱いものが押しつけられる。

　逞たくましいそれが、オレの蕾に、ググッと侵入してくる。

「……ああっ！」

　あまりの圧あつ迫ぱく感かんに怯おびえるオレの屹きつ立りつを、彼の指がそっと握にぎりしめる。

「……深呼吸をして。大だい丈じよう夫ぶだよ」

　囁きながら、握り込んだ手を上下に動かされて……身体に快感の痺しびれが走る。

　力の抜けたオレの蕾に、灼しやく熱ねつの彼の屹立が、グイッと一気に押し入ってくる。

「……あああーっ！」

　オレは驚おどろきに思わず声を上げ、だけど、愛してるよ、と囁ささやかれたら、身体に不思議な快感が湧わき上がって……。

　彼の屹立が、オレの内部でゆっくりと動き始める。

「……あっ、あっ、あぁっ！」　>>>♥

　揺ゆれるベッド、鼻び孔こうをくすぐる彼のコロン、そしてオレを抱だき締める彼の腕うで。

　オレは最後には我を忘れて喘ぎ、彼の抽ちゆう挿そうに、本気で感じてしまって……。

「……あっ、イク……イクよ……っ！」

「……いいよ、一いつ緒しよにいこう……」

　彼の囁きが、オレの我が慢まんの糸を切ってしまう。

「……くう……くう、んん……っ！」

　オレは彼の手の中に、ドクン、ドクン、と快楽の証あかしを放った。

　後ろの蕾でキュウン、と彼を甘く締めつけてしまうと、彼は小さく息をのむ。

「……ああ……愛しているよ、陽汰……」

　彼はセクシーな声で囁いて……オレの内部に、愛している証を撃うち込んでくれたんだ。




　　　　＊




「……ん、んん……」

　後頭部を支えられ、気付薬がわりのワインを、口移しで飲まされる。

　この香かおり、この甘さ……これは、彼と初めて一つになれた夜に、彼が飲ませてくれたものと一緒だ。

「……トカイ・アスー・エッセンシア。一九八八年……」

　オレは快感に痺れた舌で、やっとのことで答える。

　はずれるとお仕置きと称しようしてもっとエッチなことをされてしまうので、オレも必死だ。

「残念ながら……」

　彼が、オレの裸はだかの首筋にキスをしながら言う。

「……当たりだ。どんどん腕を上げているね」

　囁いてグラスからそのハチミツ色の液体を口に含ふくみ、もう一口オレに口移しする。

「……ん……」

　これは、ハンガリー、トカイ産の貴き腐ふワインで、昔は媚び薬やくとして珍ちん重ちようされたというもの。

　芳かんばしい香り、豊かな舌した触ざわり。極ごく甘口のところが……愛の行こう為いのあとにふさわしい。

　彼と初めて結ばれてから、一カ月が経たった。

　オレと秀隆（と呼んでいる。恋こい人びとだからね）は、結ばれた後、爽二にすべてを話した。

　さまざまな事情が絡からみ合い、すれ違ちがい、あんなことになったこと。でも本当はお互たがいにずっと愛し合っていたこと。

　そして、気持ちを確かめ合えたオレたちは、本当の恋人として、やりなおすこと。

　爽二は、彼らしくない呆ぼう然ぜんとした顔でオレたちを見比べ、お、おめでとう、と呟つぶやいて、オレたちの関係を（とりあえずだけど）認めてくれた。

　秀隆が学園長を引退しなかったことで、真堂一族の人々はそうとう安心したらしい。

　だって、もしもやめたいと言ったとしても、きっと生徒や保護者たちが許さないしね。

　オレは、自分の学校の勉強と、爽二の保護者の二足の草鞋わらじで頑がん張ばっている。

　スケベなＰＴＡ会長だの、色目を使ってくるガタイのいい三年生男子だのをかわす術すべもしっかり覚え、保護者たちからけっこう信しん頼らいされるようになった。

　……そして。オレには、一つの夢ができた。

　それは、父さんに負けないくらいのワインの知識を持った人になって、そして自分の力でワインショップを開くことだ。

「それには……」

　オレは手を伸のばして、彼が手に持ったグラスに素す早ばやく口を付ける。

「……口移しばっかりじゃなくて、ちゃんと自分で飲まないとね！」

　彼の手を支え、グラスに残ったワインを全部飲み干す。

　コクン、と飲み込んだ貴腐ワインは……彼と一緒の毎日みたいに甘い。

　彼がオレを見つめながら、空になったグラスをサイドテーブルに置く。

「陽汰。……いけないと言っているのに、またやったね？」

　逃にげようとするオレを摑つかまえ、シーツの上に押さえつける。

「……よほどお仕置きをされたいようだ」

「……うわあ、違ちがうってば……っ！」

　オレは焦あせり、彼の身体からだの下でバタバタと暴れる。

「……昨夜ゆうべから、もう三度もイかされてる！　これ以上されたら干ひからびて死んじゃうよ！」

「……大丈夫。水分補給がしたいなら……」

　彼が、オレの首筋に唇くちびるを滑すべらせながら言う。

「……いくらでも、口移しで飲ませてあげるから……」

　甘い声で囁かれたら、オレの理性は上等のワインに酔よったみたいに蕩とろけてしまう。

　その瞳ひとみに覗のぞき込まれたら、身体が痺れて、もういうことをきかない。

　……ああ、オレの恋人は、ハンサムで、クールで……でも、とってもセクシーなんだ……。


ＥＮＤ









　あとがき




　こんにちは、水みな上かみルイです！　　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！　ルビー文庫さんでは二冊目のお仕事になります！

　今回は、ワイン好きの名門学園の学園長・真堂と、弟想おもいの跳はねっ返りブラコンお兄ちゃん（将来の夢はワインショップ経営・笑）・陽汰のお話です。

　執しつ筆ぴつがちょうどバタバタと忙いそがしい時期に当たってしまったため、このお話の最後の方はホテルにカンヅメになって書くことに（涙）。カンヅメによく使うシティーホテル（安いけどけっこう綺き麗れい）に部屋を取ろうとしたら直前だったせいか、満室。仕方なく近所のビジネスホテルに部屋を取ったのですが……実はそこは水上が高校生の頃ころ、美大の入試前日に泊とまったホテルだったのです。受験生か出張のオジさんくらいしか泊まらないような狭せまくて古いホテルなのでその後ずっと泊まる機会はなかったのですが、部屋に入ったら、美大を受ける仲間と「がんばろうっ！」と励はげまし合った思い出がよみがえりました。部活だ、試験だ、受験だ、と忙しかったけどすごく楽しかったな～。あの頃を思い出しつつ、書かせていただきました！

　今回のお話のテーマはワインでした。詳くわしくないながらも好きなんですが、高いのはなかなか買えない（泣）。一番飲むのはスプマンテかな。買い置きをしてあるのはミオネット社の『モスカート・ドルチェ　フリザンテ』。跳ねっ返りの陽汰は『トカイ・アスー・エッセンシア』を飲まされてましたが（笑）、『モスカート・ドルチェ　フリザンテ』は、女の子や純情なハニーが喜びそうな（笑）スイートなスプマンテです。二十歳はたち以上のあなた、みつけたらゼヒお試ためしを（笑）。

　楽しみつつ書いたお話です。あなたにもお楽しみいただければ幸いです！

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈な月づき先生。本当にお忙しい中、素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　セクシーな真堂と、元気系・跳ねっ返りの陽汰にうっとりしてしまいました！　またお仕事をご一いつ緒しよできて嬉うれしかったです！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。『スタートレック・ボイジャー』は今夜も見逃せない！（そして寝ね不ぶ足そくに・涙）

　担当Ｉ澤さん、編集部の皆みな様さま。今回もたいへんお世話になりました！　がんばりますので、これからもよろしくお願いいたします！

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。

　よろしければご感想などいただけると嬉しいです！

　それでは。またあなたにお会いできる日を、楽しみにしています！

　　二〇〇三年四月


水上　ルイ　　
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